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　　十二月十一日　午前十一時十五分　留りゆう置ち場じよう




　留置場での面めん接せつといえば、まず思い浮うかぶのは透とう明めいなプラスチックによって隔へだてられた面接室であろう。

　しかし今回の事件では二人の被ひ疑ぎ者しやが同時に俺の依い頼らい人にんとなった。そのため面接がしやすいようにという配はい慮りよか、あるいは「警察は満足に会話もできない部屋で面接をさせ、弁護活動を不当に妨害した」などと難なん癖くせをつけられたくないためか、案内されたのはプラスチックの壁かべなどない普ふ通つうの部屋だった。

　窓は小さく部屋全体が薄うす暗ぐらいのはどうにも威い圧あつされてるような感じがして気に食わなかったが、大きめのテーブルが一つと椅い子すが三つあり、二人の依頼人と話をするには充じゆう分ぶんだった。

　三つの椅子。言うまでもなくその一つには俺が座すわり、残りの二つには一組の夫婦が座る。

　夫の名は二に岡おか浩こう二じという。身しん体たい的てきに際きわ立だった特とく徴ちようはないが、一番印いん象しよう深いのは切れ長の目にへの字型の口から構こう成せいされるその悪人面づらである。おまけに現在失しつ業ぎよう中ちゆう、つけくわえるならつい昨日まで別の殺人事件の被ひ告こく人にんであった。

　妻つまの名は二岡真ま由ゆ。今ひとつデキが悪そうな夫とは対たい照しよう的てきな、やり手のキャリアウーマンといった表現が似合う美人だ。ただし何しろ今は殺人事件の容疑者という立場にあるためか、すっかり沈しずみこんでしまっている。その点でいえば、夫の方は俺とこうして留置場で会うのが二度目ということもあってか、この状況にもあまり動じている様子はない。

「それじゃあ順を追って話してもらえますか。昨日の裁さい判ばんが終わってから何があったかを」

　そう話を切り出すと、夫の方がまず口を開いた。

「はい。先生もご存ぞん知じのように、昨日私は午後三時ごろに釈しやく放ほうされました。

　それから家内と……その、ちょっとその辺をドライブでもしようと思ったんですが、突とつ然ぜん携けい帯たいに電話が掛かかってきたんです」

「誰から？」

「義ち父ちからです」

「義父っつーと、昨さく晩ばん死体になって発見された一いちノの宮みや明あき之ゆきのことだな？」

「ええ、そうです」

　一ノ宮明之。二岡真由の母親の再さい婚こん相手のことだ。

「何の用だったんだ？」

「どうしても話しておきたいことがあるので、出来れば今すぐ会いたいと……」

「で、会いに行ったわけだな？」

　二岡浩二は頷うなずいた。

　冤えん罪ざいというのはひょんなことから巻き込まれてしまうものだ。恐おそらくそこで会いに行っていなければ、俺とこんな形で再会するようなこともなかったのではないか──なんとなくそう思った。

「会った場所は？」

「海辺です。裁判所から車で十分ほど行ったところにあるんですけど」

「海辺？　なんでそんなところに？」

「そこが彼の……義父の思い出の場所なんです。元々あの人は海が好きだったそうで、義は母はにプロポーズをした場所もその海辺だったとか」

「なるほど。それで話の内容は？」

「はい。とにかく義父は、義母を自殺に追い込んでしまったことをとても後こう悔かいしてらした様よう子すでした。ここ数か月で義母がみるみる体調を崩してしまったために、気軽に出かけることもできなくなり、人生に張はり合いがなくなってつい趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしてしまった、それが義母を追い詰つめてしまうことになるとはと、本当に後こう悔かいしていらっしゃいましたよ。お酒も少々入ってるみたいでした」

「酒まで飲んでたのか」

　まあ無理もないか。なにせ自分の言げん動どうが原因で妻を自殺に追いやったことが分かった直後なのだ。多少まだ日が高くても酒でも飲まなければやってられなかったのだろう。

「で、それから？」

「私たち夫婦に、末永く仲良く暮らせと。あんまり遺のこしてやれるものはないかもしれないけど許してくれと。そう言いました」

「……ほう」

　妙みような会話だ。その内容ではまるで──

「まるで妻の後を追って自殺するから後はよろしく、って感じだな」

「ええ、私もそう思いました」と二岡真由が言った。「だから慌あわてて母が自殺したのはあなたのせいじゃありませんって説得したんです」

「なるほど。それで？」

「とりあえず、義父も一応は笑って自殺なんてしないと否定してくれたんです。だから私たちもどうにか納なつ得とくしてその後すぐ別れました」

「別れたのは何時ごろだ？」

「それが午後四時ぐらいだったと思います」

「なるほど。それから？」

　先を促うながすと、二岡浩二はなぜか先を言おうとせず、苦笑しながら鼻を掻かいた。一方、妻の方もなぜかぽっと頬ほおを赤らめてうつむいている。

「いえまあ、その後はちょっと妻と休きゆう憩けいしに……」
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「…………」

　男女が二人っきりで休憩。そして二人のこの反応。

「まさか、アリバイなんぞ到とう底てい作れないような人ひと気けのないところに行ってたんじゃあるまいな？」

「え、ええ、まあそんなところです」

「……ホテルか？」

「ええ、まあ」

　一いつ瞬しゆん、殺さつ意いが沸わいた。

　昨日の午後四時といえば、この悪人面した男の裁さい判ばんを終え、俺がひいこら車を運転して地元へと帰っていたころだ。その間、こいつらは自由の空気を満まん喫きつしながら、俺と雪ゆき奈なには当分できそうもないことをやらかしていたというのだ！

　……いや待て、落ち着け俺。ホテルに行ったことをうらやましがってるようでは、なんかこう男として負け組ではないか。

　俺はなんとか平へい静せいさを取り戻し、次の質しつ問もんを投げかけた。

「……休憩していた時間は？」

「えーと、午後四時から七時の三時間です」

　三時間！

　俺がひいこら車を運転していた間、こいつらは三時間もずっとホテルでしっぽりか！　ああそうだろうな、時間的にも精せい神しん的てきにも拘こう束そくを受ける裁さい判ばんなんぞをやった日には、いろんなものがたまってくる。いや、無む論ろんストレスのことだが。

　その裁判が終わって無む罪ざい放ほう免めんになった直後にホテルへ行けば──さぞかし解かい放ほう感かんのあるナニができただろうよ！

　……い、いかんいかん。思わず本気で今すぐ帰ってやろうかと思ってしまった。

　それはそれで弁べん護ご士しの矜きよう持じにもとるし、何よりやっぱりみじめである。っつーか最近、なんか俺の思し考こうは変な方向へ行ってばかりだ。もしや一番たまってるのは俺なのか？　いや、もちろんストレスのことだが。

「ま、まあいい。で、その後はどうなった？」

「はい。その後は外で食事でもしてから家へ帰ろうと思ったんですが、突然携けい帯たいに警けい察さつから電話がかかってきたんです。そこで初めて知らされました。義父が死体となって発見されたことを……」

「で、そのまま警察署に出しゆつ頭とうを求められたってわけか？」

「ええ、そうです。いくつか聞きたいことがあるって言われました。義父に最後に会ったのはいつだったかとか。最初は別に犯人扱あつかいされるようなこともまったくなかったんです。でもその調子で質問に答えてたら、あるときを境に突然刑事さんの目つきが変わって、最後には逮たい捕ほ状じようを出されたんです……」

「なるほど。よし、大体の成り行きは分かった。だがどうにも腑ふに落ちない点が多いな。

　一ノ宮明之と海辺でした会話のことは警察に話したんだろ？」

「ええ」と二岡夫。「最後に義父に会ったときのことは真っ先に尋たずねられましたから。そのときはまさか私達が逮捕されるなんて思ってもいませんでしたから、素す直なおに答えたんですけど……」

「だが警察は、その話を聞いた後もこの事件が自殺であるとは考えなかったんだな？」

「ええと……そうですね、私が受けた印象だと確かに最初は自殺と他殺の両方の可か能のう性せいを探ってるように見えました。ただ、私達から海辺での話を聞いた後、刑事さんが一度事じ情じよう聴ちよう取しゆを中ちゆう断だんしたんです。休憩しようって言い出して。

　でも、それから一時間ぐらいしてから、今度は急に私達のアリバイについて詳くわしく聞き始めたんです。それで、ホテルに行っていたことも話したんですけど……」

「なるほど。で、結局逮捕されちまったんで俺に泣きついてきたってわけか」

「い、いえ。ええと、正確にいうとちょっと違うんです。そのときにはまだ逮捕状は出てませんでした」

「なんだって？　昨さく晩ばんは逮捕されたと電話してきたじゃないか」

「あれは……すいません、突然取り調べが厳しくなって、犯人扱いされてるような気がしたものですから、つい……。弁護士に連絡したいって言ったら、刑事さんもあっさり聞き入れてくれたものですから」

「……なるほど。まあ仕方ないな」

　単なる遺い族ぞくに対する事情聴取から、突然重じゆう要よう参さん考こう人にんに対する態たい度どへと変化すれば、逮捕されたような錯さつ覚かくに陥おちいっても不思議ではない。まあ早めに連絡をよこす分には問題ないし、俺にウソをついたことは不ふ問もんにしてやろう。

「じゃあ正式に逮捕されたのは？」

「今朝です。午前九時ごろに……」

　まあそりゃそうだろうな。いくらなんでもそれは早急すぎるというものだ。……いやまあ、俺の知ってる検けん事じの中にはそれぐらいのことすらもやりかねないヤツがいるが。

　もっとも、一ひと晩ばんで逮捕というのも充じゆう分ぶん早い。異常といっても過か言ごんではないだろう。今回の事件、どうも腑に落ちない点が多い。

「しかし、いくら人気のないホテルにいたとしても、アリバイの一つぐらいなかったのか？　宿やど帳ちように記入ぐらいしただろ？」

「いえ、受付はありましたけど顔は合わさないような作りになってましたし、休憩だと宿帳記入はしないんですよ」

「……そ、そういえばそうだったっけか？」

　なるほど。確かに普通のホテルならいくらでも人目につく機き会かいはあるだろうし、宿帳への記入も一応は法ほう律りつで義ぎ務む付けられている。しかし、二人っきりになることが目的のホテルがそうそう人目につくようにできているわけもない。最近はまったくと言っていいほど使う機会がないもんだから、すっかり失しつ念ねんしていた。

「それでもチェックアウトとチェックインの手続きぐらいはあっただろ？　長引けば延えん長ちよう料金を取られるシステムになってるはずだし」

「いえ、それも……やっぱり人と会うようなシステムにはなってなくて。ただ、防犯カメラは設せつ置ちされてましたから、私たちも映ってたはずですと警けい察さつにも言ったんですが……」

　なるほど。人にできるだけ会わないような作りのホテルとはいえ、金を扱う場所である以上、監かん視しカメラの一つぐらいはあるだろう。もっとも、カメラなんて設置位置さえ分かっていれば回かい避ひする方法などいくらでもあるだろうが。

「死体が見つかったのはあぶく町って話だったよな。そのホテルからあぶく町までは車でどれぐらいだ？」

「一時間ぐらいだと思います。海辺から数分のところでしたから」

「死体が見つかったのは午後六時ごろだったっけか？」

「ええ」

「あぶく町の周辺の道どう路ろって夜間は通行止めになるんじゃなかったか？」

「いえ、それが通行止めになるのは七時からでして……」

「むぅ」

　午後四時から三時間のアリバイがないとすると……海辺で一ノ宮明之を拉ら致ちし、ホテルへ入ったように見せかけた後、一時間かけてあぶく町まで行き、川に放り込むなりして溺でき死しさせ、道路が通行止めになる前にまた一時間かけてホテルまで戻る……。

　残念ながらというべきか、時間的には充分可能だ。恐おそらく警察も似たような推すい理りをしているのだろう。

　だが海辺で被害者を拉ら致ちしたとして、一時間も車に乗せて連れまわし、挙あげ句く溺死させるなんてことが簡単にできるのだろうか？

　……いやまあ、被害者にとってこの二人は義ぎ理りの子供なのだ。言葉巧たくみに連れ出せばどうとでもなるか。それに昨日ニュースでこの事件の第一報を聞いたとき、確か被害者から睡すい眠みん薬やくが検けん出しゆつされたとか言ってたな。

　いや、ちょっと待てよ。義理の子供？　そうだ、重要なことを忘れていた。この二人と一ノ宮明之には直接的な血の繋つながりはないはずだぞ。つまり──

「なあ。一つ訊きくが、一ノ宮明之が殺されたとして、あんたらが得をするようなことはあるのか？　連れ子ってヤツには相そう続ぞく権けんはないはずだが」

「い、いえ、それは……実は私、義父と養よう子し縁えん組ぐみを結んでるんです。ですから相続権は一応あるんですよ」

　と、二岡真由が言い辛づらそうに言った。

　確かに結婚する際さいに、相手の連れ子と養子縁組を結ぶという話はよく耳にする。遺産の相続権を与えることはもちろん、家族関係を円えん滑かつにするという意味合いもある。一ノ宮明之という男は真ま面じ目めな性格だったらしいし、充分有り得うる話だ。

「じゃあもう一つ訊かせてくれ。睡眠薬って聞いて何か思い当たるフシはないか？」

「あ、はい。私、昨日まで裁判をやってたじゃないですか。その裁判の前日、どうしても不安になって全然眠れそうになかったんです。それで葛か西さい先生に睡眠薬を処しよ方ほうしてもらったんですけど」

「葛西先生……？　ああ、あの主しゆ治じ医いか」

　葛か西さい昭しよう三ぞう。前回の事件で死亡した一ノ宮昌しよう子この主治医で、湯とう治じ中だった彼女とは同じ旅館に宿泊していた。前回の裁判で保釈中だった二岡浩二もやはり同じ宿に泊まっていたのだ、睡眠薬の処方ぐらいできたのだろう。

「その薬は？　まだあるのか？」

「ええ。三日分もらったんですけど、結けつ局きよく使ったのは一日分だけですし」

　ふむ。これも間ま違ちがいなく不ふ利りな点の一つに数えられるのだろうな。

　今の睡眠薬の話といい、話を聞く限りはこの二人が犯人だと思えるような怪あやしい点は確かにある。

　だが、まだ疑ぎ問もんはなくならない。

　なぜ警察は、自殺の線を捨てて殺人での立りつ件けんに踏ふみ切ったのだろうか？　そりゃまあ仮にこの夫婦が語った海辺での話がウソだったと考えれば、殺人という可能性を否ひ定ていはできないだろう。

　そして、警察はなぜ今朝の逮捕に踏み切ったのだ？　二岡浩二はつい昨日の昼に、別の殺人容よう疑ぎで無む罪ざいになったばかりなのだ。それを同じ警察署が、二十四時間も経たたぬ内に新たな殺人容疑で逮捕する──。そんなことをすれば、誰もがこう考えるはずだ。警察が逆さか恨うらみして権けん力りよくを濫らん用ようした、と。

　世せ間けんは、権力の濫用という言葉には特に敏感なのだ。そのリスクを負ってまで二岡夫婦を逮捕するとは、よほど立件に自信があるということなのだろうか？　たとえば例によって決定的な証人や証しよう拠こがあるとか……。

「あのう、それで先生、弁護は引き受けて頂けるんでしょうか……？」

　と、俺が思考をめぐらせていると、妻の方がお約束の質問をした。その視し線せんは不安に揺ゆれている。

「それを判はん断だんするにはお二人にこの質問に答えてもらわなければなりませんな。

　浩二さんには前回の事件で一度やりましたが、奥さんの方は初めてですな」

「え、ええと、どういうことでしょうか？」

「いいですか、私は弁護士です。弁護士と依頼人との会話には秘ひ匿とく特とつ権けんってものがありましてね。どういうことかというと、基本的に弁護士と依頼人だけで行われた会話は、警察であろうが裁判所であろうが何人たりとも聞きだすことができないんです。つまり、ここであなた方が何を言おうと私は決して人にはバラしません。

　まずそのことをよく頭に叩たたき込んでおいてください。その上で、一つ質問をさせてもらいます。

　答えて下さい、あなた方は直接的にも間かん接せつ的にも一ノ宮明之氏の死因にはかかわっていませんか？」

　二岡真由は少し不安そうに自分の夫を見た。

　夫の方は妻に一度力強く頷いてみせてから、俺の顔を正面から見返して答えた。

「ええ。誓ちかって義父の死にはかかわってません。私達はその間、ずっと……その、ホテルにいたんですから」

「主人の言うとおりです。そもそも、私達には義父を殺す必要なんてありませんし……」

「分かりました。では結構です、出来る限りのことはやってみるとしましょう」

「ああ、ありがとうございます！」

　二岡真由は感かん極きわまったように深々と頭を下げた。




　この二人の容疑者は、本当に事件とは何らかかわりがないのか？　はっきりいって現段階でイエスと断だん言げんすることはできない。

　しかし、俺はこれまでも誰かの弁護を引き受けるに当たって、そいつが本当に無む罪ざいなのだという確かく信しんがもてたことなんて数えるほどにもないのだ。結局のところ、二人の言葉を信用するしかない。

　なにより、もう一つ俺にはこの二人を弁護しなければならない理由があった。

　二岡浩二はつい昨日、一ノ宮昌子の殺人容疑について俺が弁護して無罪にしてやったばかりなのだ。もし今回の殺人容疑であらためて有罪が下されるような事じ態たいにでもなってみろ、そうなれば当然また前回の殺人容疑についても疑ぎ念ねんが再さい燃ねんすることになるだろう。

　もしそうなったら最悪だ、俺が槍やり玉だまにあげられることになるのは間違いない。強引な弁護をして殺人鬼を無罪にした悪あく辣らつな弁護士として。これでも俺は無実の罪を着せられた人々を救う正義の弁護士として売っているのだから、そんな事態だけは絶対に遠えん慮りよしたい。

　しかし、考えれば考えるほど今回の事件は異常である。

　普通なら、殺人事件で無罪になったその日に別の殺人をやらかすなんて誰も思うまい。そう思わせることで逆に意い表ひようを突いたのだ──という考え方もあるだろうが、たとえそうだとしても一度無罪になった人間を、二十四時間と経たたずに別の事件で逮捕するなんてどうかしてるとしか思えない。

　本来ならもう少し慎しん重ちようになるべき状況だろう。刑事裁判において無罪になるということは、言ってみれば警察や検けん察さつの働きをすべて無む駄だにするようなものである。無む罪ざい放ほう免めんになった二岡浩二を、翌よく日じつの早朝に別件で逮捕──これでは連れん中ちゆうが八つ当たりしてるようにしか見えない。仮にあの二人が犯人に間違いないとする確かつ固こたる証拠があり、確信があったとしても、せめて世よ論ろんに騒さわがれるのを防ぐために一日か二日は時間を置きそうなものだ。しかし検察はそれをやらなかった。

　ここの地元の検察官と言えば、つい昨日やりあった滝たき検事ぐらいしか知らない。しかし、こう言っちゃなんだがあの滝検事にそこまで思い切ったことが出来るとも思えない。そんな大それたことを臆おく面めんなくやれる検察官なんて──

　……その瞬しゆん間かん、俺はなんとも言えぬ寒さむ気けに襲おそわれ、背せ筋すじを震ふるわせてしまった。ま、まさかな……。




　　　　◆




「おいヘボ探たん偵てい。起きろ、出発だ」

　俺は留置場を出て車に戻ると、後部座席でぐーすか寝てる自じ称しよう探偵のみぞおちに拳こぶしをぶち込んで叩き起こした。

「ぐっ……。て、てめえ、もうちょっとまともな起こし方の一つもできねえのか」

「この方がすぐに目が覚めていいだろが。出発するぞ」

「宿に戻るのか？　そいつはいい、車の中で昼寝すると関かん節せつが痛くてかなわん」

「お前は寝ることしか頭にねーのか。宿はまだだ、それよりも現場検けん証しようが先だ」

　影かげ野のはまるで珍ちん獣じゆうでも見るような目つきになった。

「現場検証だと？　安あん楽らく椅い子す弁護士のお前がそんなことを言い出すとは珍めずらしいな」

「必要なら何だってやるさ。どうも今回は時間と場所が大きくかかわってきそうだからな」

　俺は車を発進させながらついさっき留置場で仕入れたネタを影野に教えた。

「なるほど。例によって、検察は俺達の知らんネタを掴つかんでるわけか」

「そういうことだ。遺い体たいが見つかったのはあぶく湖だ。ここからなら車で一時間はかかる。なんでそれだけ遠い場所にいたはずの二岡夫婦が今回の事件に結び付けられたのか、それが今のところサッパリだ。

　影野、念のため聞いときたいんだが、お前この辺の警察にコネはないのか？」

「ないな。地元の探偵に聞き回ればあるいはなんとかなるかもしれんが……。何しろお前がここの警察に恥はじをかかせたのがつい昨日の話だろ？　今回の事件はまたお前が弁護をするってのも知れ渡ってる頃ころだろうしな。はっきり言って、お前の知りたがってるようなことを聞き出せる望みはゼロと見といた方がいいだろうぜ」

　もっともである。

　俺の力で二岡浩二を検察の魔まの手から救い出してやったのがつい昨日のこと。それから二十四時間も経たぬうちにまた二岡を逮捕したということは、ある意味俺への挑ちよう戦せんと受け取れなくもない。そんな俺に貴き重ちような情報を漏もらすような態たい勢せいはまず作らないだろう。

　と、そうこうしているうちに目的地がその姿すがたを現した。

「お、海か」

　窓の外に広がる見み慣なれぬ雄ゆう大だいな光こう景けいに、影野が物もの珍めずらしげな声を上げる。

　海。俺の地元でも車を一時間も走らせれば見に行けるが、そうそうお目にかかれるものでもない。その雄大な景けい観かんは、あらためて目にするとなんとも言い表すことのできぬ解かい放ほう感かんを感じさせられる。ただ一つ不満があるとすれば、その景観を野や郎ろう二人で眺ながめなければならぬという点か。

　俺の二人の依頼人が、故こ人じんとなった一ノ宮明之と意味深な会話を交わしたというその海辺は、〝海の見える丘公園〟なる場所に隣りん接せつしていた。公園と道路を一本隔へだてた先に海辺があるという形だ。いや、海辺というより浜辺といった方がいいだろう。

　ここは市街地からもすぐ近くにあるせいか、潮しお風かぜの吹き込む手入れの行き届とどいた公園に見えた。しかし何しろ今は十二月、おまけにここは日本海に面した東北である。当たり前だが泳いでる者など皆かい無むだったし、たとえ今が夏であっても海かい水すい浴よくに来るような場所ではなさそうだ。まあ大方夕焼けの観かん賞しよう用ようとしてでも機き能のうしているのだろう。

「ここでお前の依頼人と被害者が最後に会ったってわけだな？」

　影野は車の窓を開けると周しゆう囲いの様子を窺うかがった。

　途と端たんに日本海から吹き込んでくる冷たい風が入ってくる。

「ああ。それが昨日の午後四時頃だな」

　影野は腕うで時計を見た。

「つまり今から二十二時間ほど前ってわけだな。午後二時でこの寒さだ、人なんかいなかっただろうな」

　影野の言ったとおり、決して狭せまくない整せい備びされた公園には、人影はまったくと言っていいほどになかった。

　本来なら被害者と一いつ緒しよにいた場面なんて誰にも見られていないことを祈るところなのだが、なにしろ今回はすでに被害者とこの場所で会っていたことを警察に認めてしまっているのだ。その場面を目もく撃げきした証人がいれば、むしろなんらかの糸口でも掴めそうな気がするのだが……。




　次に俺たちが向かったのは────少々口に出すのは憚はばかられる場所だった。

　見た目はお城のようで、純じゆん真しんな子供が見ればその真の用よう途とも知らずに泊まりたいと言い出し、親を困こん惑わくさせそうなメルヘンチックなホテルとだけ言っておこう。

　また、そのホテルには〝ラヴァーズ〟などというあまりにもストレートな名前が付いていたことも付け加えておこう。

「で、ここがあの夫婦が次に訪おとずれた場所か」

「ああ」

　俺は腕時計を見た。先ほどの海辺から五分とかかっていない。

　さて、問題はここからである。

　二岡夫妻がここを訪れたのは昨日の午後四時ごろ。それから三時間ほどここで〝休憩〟していたという。何よりの問題は、この間のアリバイがまったくないということだ。

「これだけは言っておくがな、山鹿」

　と、影野が切り出した。

「……なんだよ？」

「たとえ調査のためであっても、お前と二人であの中に入るのだけはゴメンだからな」

「あたりめーだ、俺だってゴメンだ。後でお前が一人で調べてこい」

「ああ、そうするとしよう」

　意外なことに影野はあっさりと承しよう諾だくした。

　こんなホテルに男二人で入っていくのは絶対にゴメンだが、さりとて一人で入っていくのにも少々抵てい抗こうがある。調査のために俺が命令したこととはいえ、てっきり影野もゴネるのではないかと思ったが……。
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　まあ探偵の仕事といえば、一に浮うわ気き調査、二に浮気調査と聞いている。ホテルを調べるていどのことにはそれほど抵抗がないのかもしれない。

「さて、じゃあ次は死体が見つかった場所まで行くぞ」

「へいへい」




　あぶく町。命名した人間のセンスを疑うたがいたくなるようなけったいな名前の町は、山間の大きな湖の南東に位置している。湖の名はあぶく湖といい、湖底からぼこぼこと温泉が湧き出てくるのがその名の由ゆ来らいだという。

　人口は二千人ほど。温泉地として有名で、つい昨日まで俺が滞在していた町でもある。

　今回の事件の被ひ害がい者しやである一ノ宮明之の死体が見つかったのは、あぶく湖から流れ出る川の一つだという。位置でいうと温泉街の西、あぶく湖の南西に当たる。俺はその辺りの地理には詳くわしくない。すぐに現場を見つけられるかいささか不安だったが幸い昨日事件が起こったばかりということもあってか現場には観かん光こう客きやくからなる数人の人だかりができていたため、心配は杞憂に終わった。

　こんな事件でも起こらない限り、人が通りかかることなど滅めつ多たになさそうな場所だった。周囲には街がい灯とうはあるが人家は少し離はなれたところにしかない。

　橋は長さ十メートルほどで材質はコンクリート。薄うす汚よごれた白いガードレールが欄らん干かん代わりとなっており、風ふ情ぜいもクソもない現代風の橋だった。その下を流れる川は、幅はば五メートルほど。底はなんとか見える程度には透すき通っているものの、水浴あびをしたくなるような川ではない。深さは一メートルもないだろう。

　数人の野や次じ馬うま達が、橋の上から下の川を見下ろしたりしてたむろっている。死体発見現場の例にもれず、橋の隅すみの方には花とお菓子と缶かんジュースが添そえられていた。どうでもいいことだが、この手のお供え物はどうやって処しよ分ぶんされるんだろうか。

　車をその辺の路ろ傍ぼうに停てい車しやさせ、ドアを開けると途と端たんに硫い黄おうの臭においが鼻をついた。まあすぐ近くでぼこぼこと温泉が湧いているのだ、おかしなことでもないが。

「死体ってのはこの橋の上にでも倒れてたのか？」

　橋の上に着くと、影野が言った。

「お前は探偵を自称してるくせに新聞も読んでねーのかよ。上じゃない、下だ。橋の柱に引っかかってたんだとよ」

「お前が朝っぱらから連れ出しやがるから、読む暇ひまがなかったんだよ」

　影野は言い訳わけがましくそう言うと、橋から身を乗り出して下を覗のぞき込んだ。

「上流から流れてきた死体が引っかかったってところか」

　その推すい測そくに異い議ぎはなかった。川の上流を目で辿たどっていくと、似たような橋が一本架かかっているのが見えた。さらにその先にはあぶく湖が見える。あの上流の橋か、あるいは湖のどこかで捨てられた遺体が、ここまで流れてきたという可能性は充分考えられるだろう。

「そういや、ホテルからここまでの時間は何分だ？」

「おっと、忘れるところだった」

　慌あわてて腕時計を見る。午後三時二十分過ぎ。この現場を探すのに数分かかったことを考えても、地理に詳くわしい人間ならばやはり一時間とかからないだろう。

　二岡夫妻と被害者の一ノ宮明之が海辺で別れたのが昨日の午後四時ごろ。その海辺からホテルまでは五分とかからなかった。そしてホテルからここまで来るのにおよそ一時間。

　聞いたところによれば、二人は午後四時から午後七時までずっとホテルにいたという。しかし、ホテルからこの犯行現場までは往おう復ふくで二時間もあれば事足りる。おまけにホテルにいたと証明できるアリバイも現時点では見つかっていない。つまり、あの夫婦に被害者を殺害するチャンスは充分にあったというわけだ。

　だがそれにしたって、警察はなぜ川に浮いていた被害者を殺したのが車で一時間もかかる場所にいた二岡夫妻であると結び付けられたのだろう。もちろん、俺の知らぬ証拠があるのだろうが、それでもまず疑うたがうとすればこのあぶく町に滞たい在ざいしているはずの被害者の知人あたりからだと思うのだが……。




　　十二月十一日　午後三時五十五分　旅館うたかた




「いらっしゃいませ、山やま鹿しか先生。お待ちしておりましたよ」

　この旅館うたかたの主人、五十嵐いがらし浩こう太た郎ろうはもみ手をしながら俺たちを迎むかえ入れた。

「ああ。また世せ話わになる」

「はい、どうぞいくらでもお泊とまりください。二岡さんたちのことはよろしくお願いしますよ。さ、先日と同じお部屋も用意してます、どうぞどうぞ」

　髪かみの毛が頭の半ばまで禿はげ上がってしまっている人のよさそうな中年のオッサンである。本人には到とう底てい聞かせられないが、バーコード五十嵐と俺は勝手に呼こ称しようしている。

　旅館うたかた。朝起きたら消えていそうなこの旅館は、あぶく町にある温泉宿の一つである。死体発見現場から車で数分の距きよ離りだ。

　この旅館の主人、バーコード五十嵐は俺の依頼人となった二岡夫妻と浅からぬ縁えんがある。つい昨日まで二岡浩二に関する今回の事件とは別の裁判があったが、俺と影野は彼の弁護人とその手下ということでこの旅館にタダで宿泊させてもらっていたほどだ。そして今回もまたその縁を頼り、裁判期間中の滞在費を安く済ませようという腹積もりだった。

　ただ、ここから裁判所までは車で四十五分ほどの距離にある。今回もまた裁判が始まれば毎日往おう復ふくすることになり、いささかめんどくさい。別に裁判所の近くに宿を取ってもいいのだが、あの辺にはせいぜいビジネスホテル程てい度どしかない。その点、この宿ならタダで泊まれるし、あまり興きよう味みはないが温泉付きだ。食事もいけてるし、服の洗せん濯たくだってしてくれる。まあ文もん句くはない。

　一つだけ問題があるとすれば……野郎と二人で泊まらなければならないという点だが。




　　　　◆




　部屋に案内されると、俺たちはまず浴衣ゆかたに着替えた。

　別に温泉気分を味わうつもりなんぞ毛もう頭とうないが、手て荷に物もつを少なくするため部屋着なんぞ持ってこなかった。利用できるものは利用する。我が家訓だ。

「さてと……それじゃあ影野──」

「ああ。まずは温泉だな」

「待て」

　予想外の答えが返ってきたので、俺は慌あわてて止めた。

「温泉なんざいつでも入れるだろ、そんなものは後回しだ。まずはこれからの作戦会議だろうが」

「俺に言わせてもらうと作戦会議こそいつでもできると思うんだがな。まずは温泉にでもつかって心身をリフレッシュさせようとか思わないのか？」

　相変わらずへ理り屈くつ好きのなまけ者め。だが、こういうときのケツの叩き方はよく知っている。

「お前の雇やとい主ぬしは誰だ？　飯が食えなくなってもいいのか」

「ふん、今回ばかりはその手は使えねえぜ。ここまできて俺を解かい雇こできるなんて思うなよ。今からこんな土地で安く使える探偵を雇うのは難しいぜ？」

「ぬっ……」

「そういうこった。じゃ、また後でな」

　手を振りながらタオルを片手に部屋を出て行ってしまう。

　むう、ヘボ探偵め。黙だまって俺の言うことに従したがっていりゃいいものを、こういうときは余よ計けいな知恵が回るヤツだ。そんな余力があるならもっと仕事に活いかせというに。

　俺は別に風ふ呂ろ好きというわけでもないので、今いま更さら影野の後を追って温泉へ行こうという気にはまったくなれなかった。

　仕し方かたがない。こうなったら影野が戻るまで、今回の事件について考えをまとめておくとしよう。特に今回の事件では、つい昨日まで開かれていた裁判との関連性を否ひ定ていすることができない。そこまで遡さかのぼって事件を見直す必要がある。

　つい昨日まで行われていた二岡浩二の裁判。

　それは今回死体となって見つかった一ノ宮明之の妻、一ノ宮昌子を殺害した容疑に関するものだった。

　一ノ宮昌子。太平洋戦争で両親を亡くし、若いころはずいぶん色々と苦労したらしい。その後三十七で前の旦だん那なと結婚、四十のときに娘──二岡真由──を出産。それからも熱心な働きぶりで結けつ構こうな資し産さんを作り上げた。前の夫と死別した際さいにその資産の何割かを福ふく祉し施し設せつに寄き付ふ。今でも生活に不自由しない裕ゆう福ふくと呼べる程てい度どの財産はあるが、金持ちと呼べるかは微び妙みようだという。高こう齢れいのためかあるいは若いころの無む理りがたたったのか、ここ数か月ほどは体を壊こわしてこの旅館うたかたに湯治にきていた。

　しかし四日前──すなわち十二月七日の夜、彼女は首を吊つった死体となって発見される。

　当初警察は司し法ほう解かい剖ぼうの結果から、彼女は自殺を装よそおって殺害されたものと見て捜そう査さを開始する。そして彼女の娘むすめ婿むこであり、当日同じ旅館うたかたに宿泊していた二岡浩二がその犯人として逮捕されてしまったのだ。

　そしてこれまた運悪く同じ旅館に泊まっていたこの俺が二岡の弁護を引き受けることになる。例によって裁判が始まり、そこで俺は次のことを立りつ証しようした。

　一ノ宮昌子は七十二歳という高こう齢れいで、この半年間はずっと体を病やんでおり、精神的にもよい状態ではなかったこと。

　一ノ宮昌子が死亡した日は、彼女の誕たん生じよう日びだったこと。

　だがその日、彼女の周りには夫や娘夫婦、義ぎ弟ていらの親類がいたにもかかわらず、誰だれ一人として彼女の誕生日を覚えてなかったこと。

　そして、酒をしこたま飲んで酔よっ払ぱらったまま最初の検けん死しを行いやがったどこぞの不良医師の見落としが原因で、検察の死体所しよ見けんに誤あやまりがあったことだ。

　以上のことから、俺は一ノ宮昌子を殺した犯人をこう推測した。

　犯人は彼女自身──すなわち、これは他殺ではなく自殺であると。

　検察側は、俺が立証した事実を覆くつがえすことができるだけの推理も証拠も証人も用意できず、結果として起き訴そを取り下げたのだ。すなわち、二岡浩二の無む罪ざい放ほう免めんが決定したわけである。

　さて、その前回の裁判では幾いく人にんかの証人が出てきている。その中には当然一ノ宮昌子と親交があった人物も何人かいる。

　一人は彼女の夫である一ノ宮明之。今回の事件の被害者だ。年ねん齢れいは七十三歳。

　この高齢の二人が結婚したのは、ほんの六年ほど前だという。正確にいえば再婚だ。二人とも以前は別に配はい偶ぐう者しやがいたが、それぞれ死亡している。その後高齢者向けの集会で出会い、お互たがい一人身だってこともあり、話が合ったので結婚したという。

　一ノ宮明之。定年退たい職しよくするまではマジメにサラリーマンとして働いていた。体を壊していた妻とは違い、つい昨さく晩ばん死体となって発見されるまで、健康状態は年齢の割わりには良りよう好こうだったようだ。ただ、ぜん息は患わずらっていたらしく、時々コンコンと咳せきをしていたぐらいだ。

　影野が調べた限り、特別目を引くような奇き妙みような経けい歴れきもなし。俺は一ノ宮昌子と再婚したのはてっきり財産目当てかとさえ思ったのだが、これまでに借金を抱かかえたりギャンブルに走ったりしたこともなく、その可能性はゼロに近いと言えた。

　ただ、ここ数か月ほどは妻の昌子が体を壊し、外もあまり歩けない体となってしまったせいか、妻をほったらかしで趣しゆ味みである魚の飼し育いくに没ぼつ頭とうすることがよくあったらしく、これもまた一ノ宮昌子の自殺の一因になったと俺は裁判で主しゆ張ちようした。

　そういえば海辺で二岡夫妻が一ノ宮明之と出会ったとき、妻を自殺に追い込んでしまったことを悔くやみ、自らの自殺さえもほのめかしていたと言っていたが、ということはひょっとして原因はちびっとばかし俺にもあるのかもしれないな。

　……忘れよう。

　ちなみによく分からんが一ノ宮明之は海好きで、飼かってる魚も海のものが多いらしい。この旅館の一室を借かりて飼育セットを持ち込んでいたほどだという。この辺は妻の財産を多少浪ろう費ひしていたようだが、俺には熱帯魚と淡たん水すい魚ぎよの区別もつかんし、海水魚といわれてもニモぐらいしか知らんのでよく分からん。いや、ニモって魚の種類じゃなかったっけか？　まあどうでもいいが。

　あと、特とく筆ひつすべきことといえば……そうだ、生命保険があったな。

　故こ人じんとなった一ノ宮夫妻はお互いに三千万ほどの生命保険を掛かけている。もっとも、その保険を掛け始めたのは二人が結婚した直後だし、高こう齢れいとはいえ夫婦がお互いのために三千万ぐらいの保険を掛けるのは決して奇き妙みようとはいえないだろう。十か月ほど前に一度更こう新しんし直しているそうだが、そのときは一ノ宮昌子もまだ体を壊していなかったようで、特に問題もなかったらしい。

　ただ、今回一ノ宮明之が死亡したことによって、また三千万という大金が動き出すことは間違いない。一ノ宮夫妻が死亡したとなると、その遺い産さんはすべて唯ゆい一いつの子である二岡真由、すなわち二岡夫妻のものとなるのだ。検察側がこのことを動どう機きの一つとして構こう成せいしていることは間違いないだろう。そして厄介なことに目下のところ、この事実に反はん証しようする術すべはないのだ。おまけに夫の方は失業中だし。

　さて、一ノ宮夫妻に関してはこんなもんだろう。

　次は……一ノ宮智とも康やすだ。昨晩殺された一ノ宮明之の実の弟に当たる。

　こいつはかなりの問題児だ。いや、一ノ宮明之の弟というぐらいなのだから児と表現するような年齢ではないのだが、精神年齢でいえば充分ガキの領りよう域いきにあるといえよう。

　短たん絡らく的てきな性格だが肝きもっ玉は小さい。放ほう蕩とう人にんで、若い頃ころから兄の金を頼たよりに遊びまくってきたという。おまけに今じゃ億おくに近い借金があるらしい。女に騙だまされて連れん帯たい保ほ証しよう人にんにされた挙あげ句く、逃げられたそうだ。それで結局、体を壊した一ノ宮昌子の世せ話わを焼いては小こ遣づかいをねだるという生活を送っていたらしい。もっとも、彼女の誕生日すら覚えていなかった人間に、どれだけの世話ができたのかは疑問だが。

　前回の裁判でも二岡浩二に罪つみを着せるためか、矛む盾じゆんだらけのウソの証言をしたりと本当にしょうもない男だった。一度ならずこいつが一ノ宮昌子を殺害したのではと考えたものだったが、なにしろ義理の弟という立場では遺い産さんの相続権がない。すなわち一ノ宮昌子を殺す動どう機きもないということで、俺も早々に犯人候こう補ほからは除外してしまった。

　さて、次は一ノ宮昌子の主治医だった葛か西さい昭しよう三ぞう。年齢は五十二歳。

　前回の事件があったとき、あの旅館に泊まっていた関係者の一人だ。

　元々は大きな病院を経けい営えいしていた医者だったのだが、医い療りようミス隠しが発覚して病院は倒とう産さん、当人も破は産さんしてすっからかん。

　高齢の上に、失しつ脚きやくした原因が医療ミス隠しときては、さすがの医師免許保持者も再さい就しゆう職しよくは難むずかしかったらしい。結局、昔の縁を頼たよって一ノ宮昌子に主治医として雇ってもらったのだという。当然金には困っていただろうが、先の一ノ宮智康と同様、彼女が死んでもなんら得られるものはない立場にあったため、犯人候補からは早々に除じよ外がいしてしまった。

　おっと、一応忘れてはいけない、この旅館の主人であるバーコード五十嵐も一ノ宮昌子といささか縁がある。彼女が一ノ宮明之と結婚する以前、まだかなりの資産を有していたころ、この旅館うたかたの主人オーナーは彼女だったのだ。その折おりにバーコード五十嵐もずいぶん世話になったらしく、今こうして彼女の娘夫婦がピンチになるにあたり、俺にタダで宿を提てい供きようしてくれているというわけである。まあ、あのオッサンに限っては一ノ宮夫妻を殺害してもそんなに利り益えきがあるとも思えない。今回も犯人候補からは除外だろう。

　まあ登場人物紹介はこんなところだろう。さて、そして本題だ。近いうちに始まる裁判にどう対たい処しよするかだが……。

　二岡夫妻を弁護するにあたって、一番手っ取り早い解かい決けつ方法は、例によって他の犯人を見つけることである。

　二岡夫妻が無罪で、かつ被害者が自殺や事じ故この類たぐいではなく他殺であると仮定すれば、目下のところ怪あやしいのは……見当もつかない。まだ判断の材料が少なすぎる。まあ裁判が始まればまた新たな証人が出てくるはずだ。そのときにあらためて考え直すしかない。

　ただ、一つだけ気になることがある。

　今回の事件で逮捕された二岡浩二は、つい昨日別の事件で無罪放ほう免めんになったばかりだ。日本の刑事裁判における有罪率は九十九％を超こえている。もし今回もまた無罪なんて結果が出た日には、警察・検察の関係者は全員大おお恥はじだ。出しゆつ世せに響ひびくことも間違いない。

　それゆえに今度こそ二岡浩二を殺人罪で起き訴そし、有罪にしてやろうと変なリベンジを心に誓った刑事か検察官がいてもおかしくはない。すなわち──被害者の死因は本当は自殺だったのだが、二岡浩二を再び殺人犯に仕立て上げるため、ムリヤリ殺人事件として立りつ証しようした──なんて可能性ぐらいは充分考えられるだろう。

　……さて。まあ色々推測は立つが、現時点では検察側がどのような証拠を提てい出しゆつしてくるかも分かっていないのだ。頭で考えるのはここまでだろう。

　まあ検察側がロクに情報を提供してくれず、弁護するための材料がまともに集まらないなんてことは、この国の刑事裁判じゃ当たり前だ。結局はいつも通り、予よ備び審しん問もんで情報を収集しながら反撃の準じゆん備びを整えるしかない。




　影野が戻ってきたのは、その十分後だった。

「おせえぞ、男が長風呂してどうする」

「俺はおまえと違って清せい潔けつ好きなんだよ。それにしても、温泉旅館に泊まりながら調査できるってのはやっぱりいいな。なあ、ルームサービスでビール頼たのんでいいか？」

「ビールなんて後回しにしろ、それより仕事の話が先だ」

「わーってる。どうせ俺への要求は想像がつくさ、まずは被害者に関係のある人間全員のアリバイの確かく認にんだろ？」

「……まあそうだが」

「どうせ後は検察の出方を待つんだろ？　なら今は体を休めておくことの方が大事だろ」

　いちいち言ってることはもっともに聞こえるのだが、こいつに言われるとどうもシャクに触るのはなぜだろう。

　影野はそんな俺の思惑を知る由もなく、鼻歌なんぞ歌いながら部屋備そなえ付けの受話器を取り、
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「フロントか？　ビールを持ってきて欲しいんだが」

　などとのたまった。俺は我が慢まんできず、とうとう口を開いた。

「待て影野。ついでだから言っとく」

「あんだよ？」

「俺の分も頼んどいてくれ」

　どうせ支し払はらいはこの旅館の主人だし。
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　　十二月十二日　午前十一時十八分　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




　予よ備び審しん問もんを後日に控ひかえた、まだ傍ぼう聴ちよう人にんのいない法廷。

　今この法廷にいるのは、俺ともう一人の計二人だけである。

「……おい」

　俺は低い声で弁べん護ご席から話しかけた。

「何かね？」

　そのやたらと偉えらそうな態たい度どの男はしれっと答えた。

「なんでてめえがここにいるんだ？」

「おやおや、しれたことを」その男はわざとらしく肩をすくめた。「私がこの場にいることの理由なんて一つしかないことぐらい分かるだろう？　検けん察さつ官かんとしての職しよく務むをまっとうするためだよ」

「あんた、確たしか本ほん拠きよ地ちは東京だとか言ってなかったか？」

「君がつい先日、ここで弁護をした裁判の事は聞いたよ」

　その男──東とうヶが崎さきは俺の質しつ問もんを無む視しして言った。

「そのときもできることなら私が君の相手をしてあげたかったところだったのだがね。だが残念ながら、私は君と違ってそれほど暇ひまではないし、色々と立場というものもある。

　しかし君も相変わらずよくやるようだな。まさか一日で決着をつけてしまうとは」

「…………」

　こいつの口からだけは、どんな褒ほめ言葉が出てこようと罵ば詈り雑ぞう言ごんにしか聞こえないのはなぜだろう。

「そこへきて今回の事件というわけだ。地元の検察庁は、言ってみれば君に赤あかっ恥ぱじをかかされたわけだからね。私が一いつ矢し報むくいるための手伝いをしようと申し出たら、あっさり承しよう諾だくしてくれたというわけだ。そして私がこの事件の指し揮きを取り──後は大体想像がつくだろう？」

「ああ、よく分かった」

　いつから役人は他の縄張りテリトリーからやってきた人間をあっさりと受け入れるようになったのだ。警察や検察──いわゆる司し法ほう官かん憲けんってのは特にそういうことにはうるさいんじゃなかったのか？　あるいはそれだけ俺が司法官憲にとって最悪──もとい最さい厄やくの人間となってきたということなのだろうか。そういうことならむしろ喜ばしい限りだが。

　この男の名は東ヶ崎秀ひで樹き──いや、秀雄だったっけ？　まあどっちでもいい。とにかく、やり手の検察官である。若いだけあって経けい歴れきこそそれほど長くはないが、難事件ばかりを手がけては幾いく人にんもの被ひ告こく人にんをブタ小屋へ放り込んできたど外道である。

　しかし、これで一度別件の殺人容よう疑ぎで無む罪ざい放ほう免めんになった人間を、臆おく面めんもなく二十四時間も経たたぬうちにまた逮たい捕ほできた理由がよく分かった。この東ヶ崎という男が捜査の指揮を執っていたのだとすれば、それぐらいのことはやりかねないだろう。こいつが一ひと度たび捜そう査さの陣じん頭とう指し揮きを執とれば、普ふ段だんはマイペースな警察も、たちまち鞭むちを入れられた馬のごとく凄すさまじいスピードで動き出すのだ。

　一月ぐらい前だったか、俺はこのクソ野や郎ろうと一度だけ法廷で弁べん舌ぜつをふるいあったことがある。

　言うまでもなく最後に勝ったのは俺だが、この人でなし検けん事じにはかつてないほどの苦戦を強しいられたのもまた事実だった。俺が使った姑こ息そくな──もとい巧こう妙みような戦術はことごとく見み破やぶられ、舌ぜつ戦せんでやりこめられたのも一度や二度ではなかった。

　これほどコケにしがいのある検事もいないことは確かだが、できることなら二度と相手はしたくない、勝ち逃げして一生悔くやしがらせてやりたい相手──それがこの東ヶ崎という男に与えた俺の評ひよう価かである。ようするに「負け犬は遠くで吠ほえてろ」ということだが。

　しかし、本来なら地元の検察官が担たん当とうすべき事件を、わざわざ東京から出てきてまでかっさらうとは正直恐おそれ入る。そう、事が死体に関連する事件だけにこれからあの男のことをこう呼ぶとしよう、ハイエナと。あの野や郎ろうのあだ名はたった今からハイエナ検事だ。

「しかし一いちノの宮みや昌しよう子こに関する裁判については君に謝あやまらねばなるまいな」

「……なにがだ」

　こいつの口からだけは、どんな謝しや罪ざいの言葉が出てこようと以下略りやく。

「決まっているだろう、前回君の相手をした滝たき検事が戦意を喪そう失しつして最終弁べん論ろんすら行わずに起き訴そを取り下げてしまったことだよ。君のことだ、最終弁論を迎むかえるに当たってさぞかし気合いを入れていたことだろう。いや、君の活かつ躍やくの場を潰つぶしてしまって心から申し訳わけないと思ってるよ」

　こいつが申し訳ないなどと口にするときは、大たい抵てい腹に一物抱かかえてるときなのだ。

　俺の予想通り、東ヶ崎はニヤリと唇くちびるを歪ゆがめながら、

「何より、私に最終弁論が任されていれば、陪ばい審しん員いんたちも被ひ害がい者しやの死因は自殺だったなどという世よ迷まい言ごとを信じることもなかったろうにな」

　……うんざりだ。

「相変わらず口だけは達たつ者しやだな。一ノ宮昌子は自殺じゃなくて殺されたんだとあんたは思ってるわけか？」

「さあて、どうかな。私も司法に携わる人間だ、裁判所で下された結果には一応の敬意は払おう。

　だがこれだけは言える。もし私が最終弁論だけでも行うことができれば、事件はもっと違った結論を見せていただろうとな」

　以前俺に惨ざん敗ぱいしたクセになぜこうも居い丈たけ高だかでいられるのだ。

　と、俺の精神力が三割ほど減げん衰すいさせられてしまったそのとき、裁判長となるべき人物が法廷へと入ってきた。

　また見知った顔だった。

　池いけ上がみ良りよう判はん事じ。つい二日前まで、この法廷で裁判長を務つとめていた判事だ。

　池上判事は席に着くと、なぜかまず一度ため息をしてから俺に視線を向けた。

「山やま鹿しか弁護人、まさかこうも早くまたお目にかかるとは思いませんでしたな」

「恐きよう縮しゆくです裁判長。聡そう明めいにして公平な判事の下で再び裁判をやれることを光こう栄えいに思いますよ」

「……あなたが口にした言葉には、なんでもかんでも裏がありそうな気がしてくるのはなぜでしょうか。いえ、もちろんこれはジョークですよ」

「はははははは」

　かつてこれほど面おも白しろいジョークは耳にしたことがないぞ。

　しかし、同じ判事とこうも続けて顔を合わせることになろうとは、ちょっと意外だった。それほど判事が不足してるのかと思わず日本の将しよう来らいを悲ひ観かんしてしまいそうだ。まあ裁判の度たびに新しい判事の顔と名前と性格とを覚え直すことを考えれば、あながち悪いことでもないのだが。それに前回の予よ備び審しん問もんの印いん象しようだと、この判事はどちらかというと弁護側寄よりだったし。

　新たに裁判長となった池上判事は、次に東ヶ崎に顔を向けていた。

「東ヶ崎検事。あなたのお噂うわさは色々と伺うかがっていますよ」

「光栄です裁判長閣かつ下か。ではその噂に違たがわぬよう、迅じん速そくにして完かん璧ぺきな立りつ証しようを心がけるといたしましょう」

「是ぜ非ひそう願いたいものですな」

　閣下を付けるな閣下を。いっそ俺もマネしてやろうか。……いや、やっぱだめか。俺がいまさら閣下なんて付けたって皮ひ肉にくか当てこすりか嫌いやがらせにしか聞こえんだろうし。

「さて、では本日お集まりいただいた用件について済ませてしまいましょう。

　まず予備審問の開かい催さい日時ですが……。検察側からは明日からという提てい案あんが出ておりますが、弁護側に何かご要よう望ぼうは？」

「その点につきましては異い議ぎはありません」

「そうですか。私としても迅じん速そくな裁判は望むところです、弁護側がそうおっしゃるならそのようにいたしましょう。

　ただ、その前に私から一つお尋たずねしたいことがあります。東ヶ崎検事？」

「は、なんでしょうか」

「今回の裁判の被告人は、つい二日前に別の殺人事件で無罪放免になった人物です。そしてその人物が、二十四時間も経たぬうちに別の殺人容よう疑ぎで逮たい捕ほされたのです。

　このことについて、あなたも世間ではなんと言われているかご存ぞん知じでしょう？」

「は。そういえばどこぞのアナウンサーがおっしゃってましたな。警察は容疑者を逆さか恨うらみして再逮捕したのではないか、などと」

「ええ。そこへきて、この極きわめて迅速な日程での予備審問です。もう少し時間をおいて慎しん重ちようを期きす必要はありませんかな？」

　いいぞ、もっと言ってやれ。

「お言葉ですが閣下。

　まず申し上げますが、もちろん我われ々われには逆恨みなどといった感情はありません。我々に課せられた仕事とは、ただ事件が起きればそれを捜そう査さし、容疑者を見つけ、その人物が犯罪を行ったと確かく信しんすればこうして起き訴そする。それだけのことなのです。

　我々はすでに、被ひ告こくである二に岡おか夫妻が被害者を殺害したと確信するに足る証拠を得ています。もちろん、合ごう理り的てきな疑うたがいを入れる余よ地ちなどありません。

　繰くり返しますが、我々は逆恨みなどという感情はまったく持ち合わせておりません。ただ事件が起これば全力でそれを捜査し、犯人を逮捕すれば裁判でその罪を裁さばいて頂いただく。今回の裁判もまた例れい外がいではありません。

　その上で迅速な事件解かい決けつのため、迅速な予備審問の開催をお願いすることにはなんら問題はないはずです」

　相あい変かわらず根こん拠きよのない自信に裏付けられた大たい言げん壮そう語ごは健けん在ざいのようである。俺の経けい験けんしてきた裁判で、合理的な疑いを差さし挟はさむ余よ地ちのない完璧な殺人事件の立証をされたことなんてただの一度もないぞ。

　しかしまあ、これだけ大ボラを吹いたのなら後で負けたときになんと言い訳わけするのか今から楽しみというものだ。

「……よろしい。まあ弁護側も同意している以上、私がどうこういう必要もないでしょう。ではこの後で早そう急きゆうに陪審員の選せん定ていを行うとしましょう。

　さて、では次に保ほ釈しやくについてですが……。まず弁護側から意見を伺いましょうか。もちろん保釈の請せい求きゆうは行いますよね？」

「もちろんです裁判長。

　検察側は先ほどあれだけ自信満々に被告人を有罪にできると断だん言げんされました。となれば証拠の隠いん滅めつなどはしようがないでしょう。二人の被告人については私が責任を持って管かん理りします。逃亡などは絶ぜつ対たいにあり得ないとお約束しましょう」

「ふむ。検察側の意見は？」

　東ヶ崎は意味もなく大げさに肩をすくめながら、

「異い議ぎはありません。これまでにも山鹿弁護人はいくつもの刑事弁護を引き受けてこられました。そしてこれまでに彼の依頼人となった人物で、保釈中に規き約やくに違い反はんした者は一人もおりません。弁護側の言を信用するといたしましょう」

　あんたが口にした言葉には、なんでもかんでも裏がありそうな気がしてくるのはなぜだろうな。

「よろしい。では保釈金は……そうですな、弁護側検察側双そう方ほうがそこまでおっしゃるのであれば、二人合わせて二千五百万ほどでいかがですか？」

　俺からも東ヶ崎からも異議は出なかった。

「意外なほどにあっさりと決まりましたな。ではお二人とも本日はご苦労さまでした。また明日、ここでお会いするといたしましょう」

　こうして、本当に意外なほど東ヶ崎との最初の顔合わせはあっさりと済んだのであった。

　嵐が来る前の海というのは非ひ常じように静かだという──ふとそんなことを思い出す。今の状じよう態たいは、まさにそんな感じだった。




　　十二月十三日　午前九時　地方裁判所第一法廷




　そして日付は変わって十三日、曜日は奇くしくも金曜日であった。

　傍ぼう聴ちよう席せきはこれでもかというぐらいに満席であった。なにしろつい三日前の裁判で無罪放免になった人物が、二十四時間も経たぬうちに別の殺人容疑で逮捕されたという奇き特とくな事情である。警察の職しよつ権けん乱らん用ようだという世間の声も少なからずあるようだし、むしろ注目を集めない方が変だというべきか。

「さて、では予備審問を始めましょうか。お二人とも準備はよろしいですか？」

「開廷に異議はありません」

「弁護側も同様です」

　東ヶ崎に続いて俺もそう答えると、池上裁判長は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「結構です。では東ヶ崎検事、証しよう人にん喚かん問もんを開始してください」

「検察側最初の証人は、被害者の遺い体たいを発見した渡わた辺なべ氏です」




　渡辺という男は、歳としのころは大学生ぐらい。とりあえず学業はそこそこにしてキャンパスライフの方を楽しんでます、といった感じの気楽そうな青年だった。

「あなたは十二月十日、あぶく町に滞たい在ざいしていましたね？」

「はい」

「その十日の夜六時ごろ、あなたはあぶく町の近くに架かかっている橋を渡るとき、あるものを見ましたね？」

「はい」

「それは人の死体ではありませんでしたか？」

「はい」

「体をくの字に折おり曲げた形で、橋を支ささえる柱の部分に引っかかってたんですね？」

「はい」

「その後、すぐにあなたは警察に通つう報ほうしましたね？」

「はい」

「結けつ構こう。戻ってよろしい」

「はい、どうも」

「ちょ、ちょっと待て！」

　俺は思わずここが法廷だということすら忘れて叫んでいた。

　今のはいいのか？　〝はい〟だけで終わっちまった。おいそこの証人、穏おだやかな笑みを浮うかべて満足そうに去っていくんじゃねえ！　裁判で証言が出来たっつーだけで満足なのか！

　死体が見つかったときの状況を証言させたかったのだという意い図とは分かる。それに、確かに純じゆん然ぜんたる事実を聞き出す場合は誘ゆう導どう尋じん問もんも許されているが……。いくらなんでも今のは露ろ骨こつ過すぎるだろう。もっとも、わざわざ異議を申し立てるほどのことではないし、今いま更さらやり直すわけにもいかんだろうが。

「とりあえず裁判長。反対尋問を行いたいと思います」

「それは妥だ当とうですな。証人、渡辺さん……とおっしゃいましたな、まだ戻らないで下さい。もう少し質問がありますから」

「はあ」

　おいそこの証人、せめてもう少しやる気を見せろ。

　それからそこのハイエナ検けん事じ！　喜き劇げきでも見るような面ツラをしてるんじゃねえ！　そもそもてめえがいい加か減げんな尋問するからこんなことになってるんだ！

「弁護人？　反対尋問を始めて下さい」

「……ええはい、分かってます。では渡辺さん、いくつか質問させていただきます。

　あなたは十日の午後六時ごろに被害者の遺体を発見したと証言しましたね？」

「はい」

「私も事件現場の橋は見に行きましたよ。あの橋はあぶく町の町並みからはいくぶん離はなれたところにありますよね？」

「はぁ」

「では、なぜあなたは町外れのそんな橋のところにいたのですか？」

　東ヶ崎の野郎がこんな初歩的な確かく認にんをしていないわけがない。こんな質問が事件についての突とつ破ぱ口こうになるとは思っていないが、情報というのはどこに落ちているか分からないものだ。聞くべきことは聞いておく。

「いえ、たいしたことじゃありません。私は町の外れの別べつ荘そうで寝泊まりしてるんです。それで温泉と食事のために町の方まで行く道の途と中ちゆうに、その橋があったというだけのことです」

　温泉地の別荘住まいとは、このおぼっちゃんめが。いやまあ、そこに突っ込んでも仕し方かたないが。

「では次の質問です。十二月の午後六時といえばかなり真っ暗になるはずです。それに、あの辺りには街がい灯とうもあまりありませんでした。そんな暗くら闇やみの中で、どうして橋の下にあった遺体に気付いたのですか？」

「ん～……」

　渡辺は首をかしげた。

「やっぱりそう思いますよねえ？　それが不思議なんですよ。実は私、昔から霊れい感かんが強い方でしてね。その橋を渡ってるときもこう、びびっと感じたんですよ」

　……証言の意味を理解するのに三秒ほど必要だった。

「……は？　びび？」

「ええ、びびっと。なんかこう、昔からよくあるんですよ。過か去こに人が死んだことがあるようないわくつきの場所なんかに来るとこう、びびっとくることが」

「……はあ」

「その橋を渡ってるときも同じ感じがしたんです。こう……なんといったらいいんでしょうかねえ、第六感というか、電波みたいなのがびびっときたんですよ。それでもう直感しましたね、ああ、ここはなにかある場所なんだなって。それでつい辺りを見回したら──やっぱりあったというわけですよ、はい」

「…………はあ」

　ま、まずい。どこをどう突っ込めばいいんだこの証言は。

　言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやなのは誰の目にも明らかなはずだ。びびってなんだびびって。こんな非ひ科か学がく的てきな証言がまかり通ってしまっては、日本の裁判は世界の笑い者になってしまう。俺はこの国の威い厳げんを守るべく、さらなる質問を繰り出した。

「……渡辺さん。そのびびっと感じたことについてもう少し詳しくお尋たずねしたいのですが」

「はあ。なんでしょうか」

「びびっというのは一体なんなんですか？　ひょっとして何か物音が聞こえたり人影などが一いつ瞬しゆんでも視し界かいに入るなどして、それで橋の下が気になったとか、そういった原因が別にあるのではないんですか？」

「いいえ、違います」

　渡辺はこれまでに見た中で一番力強くそう証言した。

「あのとき周囲にはまったく人はいませんでしたし、物音もしませんでした。でも私ははっきりと感じたんですよ、びびっとくるものを」

「……はあ。びびっとですか」

「ええ、びびっとです。あなたにもそういった経けい験けんはありませんか？」

　ま、まあ似たような経験が皆かい無むというわけではないが。……い、いやここで納なつ得とくしてどうする俺。

　しかし、こいつは厄やつ介かいだ。仮に「そんな無茶な証言があるか！」ともっと突っ込んだところで、「だって私はそう感じたんですよ！」と断だん言げんされたらもうお手上げだ。どうやら渡辺自身にウソをついてるつもりはまったくなさそうだし。

　とはいえ、もちろん俺はオカルトなんぞまったく信じない。

　恐らく渡辺は、かなり感じやすい──もとい感覚が鋭するどい神しん経けい質しつな男なのだろう。普ふ段だんからしょっちゅう〝びび〟とかいう電波を感じては、周囲を見回すクセでもあるに違いない。そういった電波は過去に人が死んだ場所でよく感じるなどとほざいていたが、大おお方かた〝びび〟という電波を感じたところがたまたまそういったいわくつきの場所だったに過ぎないのだろう。なんら変へん哲てつのないところでも電波を感じたことだってあるのだろうが、人間は自分にとって不ふ都つ合ごうなことはすぐに忘れられる生き物なのだ。

　遺体の発見現場は川に架かった橋の下だったのだ。流れる水の上となれば、多少気流の変化もあるだろう。大方その風を首筋にでも受けてぞくっと感じたのを電波とでも勘かん違ちがいしたに違いないのだ。そしていつものクセで周囲を見回したら、たまたま死体が見つかった──とそんなところだろう。うむ、我われながら実に科学的な解かい釈しやくだ。

　ただしこの解釈でいくとなると、この証人は単なる第一発見者であって、事件とはなんら関係のない人物だということになる。

　むう。しかし殺人事件はまず第一発見者を疑うたがえという格かく言げんもあるし、コイツが真犯人という可か能のう性せいだって現時点ではゼロではないのだ。このまま反対尋問を終えて素す直なおに帰したくはないのだが……。いやまあ、いくらなんでも本当に犯人だったらもう少しマシな証言をするような気もするが。そもそも、証人自身が電波を感じたのだと信じきっているようでは、いくら俺でも突っ込みようがない。

「し、質問は以上です」

　結けつ局きよく、そう切り上げるしかなかった。

　まさか検察側初しよっ端ぱなの証人が電波系でくるとは思わなかった。

　おかげですっかり東ヶ崎の野郎にイニシアチブを握にぎられてしまった。ひょっとしてこれを狙ねらってあんな証人を喚かん問もんしたのだろうか？　もしそうだとしたら……先が思いやられる。




「次は、遺体を司し法ほう解かい剖ぼうした本ほん庄じよう博士を喚問いたします」

　証言台に立った男には見覚えがあった。前回の裁判でも出てきた法医学者だ。痩やせ気味の体と鋭い目つき、そしてメガネ。外見からしていかにも死体の専せん門もん家かっぽい学者先生である。

　東ヶ崎はまず本庄博士の経けい歴れきとやらと、彼が被害者である一いちノの宮みや明あき之ゆきを司法解剖したことを証言させてから、本格的な尋問に入った。

「ではまず遺体の死因について詳くわしく証言して下さい」

「分かりました。結けつ論ろんから申し上げますと、死因は水死です。より正確に言いますと、体の外から侵しん入にゆうした液体により、気き道どう内ない腔こうが閉へい塞そくされることによる窒ちつ息そく死し──ということになります。

　また、心臓の左心室に溜たまっている血液が、右心室の血液よりも水で薄まっていることも確認しました。これらの痕こん跡せきから見ても、死因が水死であるという点についてはまず疑うたがいようがないと言えます」

「ちょっと待って下さい。左心室の血液が薄くなっていることが、なぜ水死であることに繋つながるのでしょうか？」

「ええとそれはですね、溺でき死しする際に肺に水が入り込むためです。

　肺──正確にいうと、肺を構成している多数の肺胞ですが、これは酸さん素そを血液に取り込むための器官です。そこに大量の水が入り込むと、肺胞が壊れて酸素ではなく水が血中に取り込まれてしまうんです。そのため肺に繋がる肺静じよう脈みやくと、肺静脈の繋がった先である心臓の左心室の血液が、右心室のそれと比くらべるとかなり希き釈しやくされてしまうという現象が起きるのです。

　この血液が希釈されるという現象は、水死以外の原因で死亡した遺体を水中に遺い棄きしても決して起こりえないことなのです。死んだ体では血流が停とまってますからね。ですから、左心室の血液が薄くなっていることが、死因が水死であると断だん定ていできる材料の一つになるのです」

「なるほど。では死亡推すい定てい時じ刻こくは何時ごろと推すい測そくされますか？」

「残念ですがはっきりとした時間は分かりません。

　通常の場合、死亡推定時刻は、死体の体内の血液が重力のために沈ちん下かすることによって生じるアザのような痕あと──いわゆる〝死し斑はん〟の出現具ぐ合あい、あるいは死体の直ちよく腸ちようの温度と外気温の差などからある程てい度ど算さん出しゆつすることができます。

　しかし、水に浮かぶ、もしくは川などの流れる水にさらされていた死体の場合、水中で体位が動いてしまう上に、水圧を体全体に受けてしまいますから、死斑の出現具合が一定せず、参考にならないのです。

　また水中ですと、大気中にある死体よりもはるかに体温の変化が早いために、直腸の温度から死亡推すい定てい時刻を算出することも非ひ常じように困こん難なんとなるのです。

　特に遺体の見つかった川は、温泉が湧わき出ることで有名なあぶく湖から流れています。おまけにあぶく湖には近きん隣りんの温泉施し設せつからの排はい水すいが加わることもあるため、水温はまったく一定しないのです。こうなると被害者の体温から死亡推定時刻を算出することは不可能だと言わざるを得ません。

　ですが、推定する材料がまったくないわけでもありません。誰にでも経験があると思いますが、人間は長くプールや風ふ呂ろなどに入っていると皮ひ膚ふがふやけてきます。水死体の場合も同じで、死後二時間ないしは四、五時間ほど経けい過かすると皮膚がふやけきって次し第だいにしわが生じてきます。もっとも、これについても水温次第で多少の差は出てきますが。

　今回の場合、被害者の皮膚は少々ふやけていましたが、しわは現れていませんでした。また、被害者が発見されたのが午後六時で、警けい察さつが遺体を引き上げたのはその一時間後の午後七時と聞いています。

　これらの事実から推測しますと、被害者が水中に遺い棄きされたのは、遅くても午後五時五十分ごろだったのではないかと思われます」

「それより以前だったという可能性はあるのですか？」

「ゼロであると断だん言げんすることはできません。しかし皮膚のふやけ具合からすると、やはり二時間以上水に浸つかっていたとは到とう底てい思えません。どんなに早くとも午後五時半には水中に遺棄されたものと断言していいと思います。

　ただし、これは水中に遺棄された時刻であって、死亡した時刻であるとは言えませんが」

「それはなぜですか？」

「被害者は、川に遺棄されるよりも前に死亡していた可能性が高いのです」

　……なんだって？　また妙みようなことを言い出す。さっきあれほど死因は水死であると断言していたではないか。

　と、そこでなぜか東ヶ崎は沈ちん黙もくを作り、意い図と的てきに間を空けた。

　検察が証言中に間を空ける理由──そんなものは一つしかない。陪ばい審しん員いんたちに心の準備をさせる時間を与えるためだ。すなわち、次に出てくる証言は誰もがびっくらこくようなものだということである。

「本庄博士。今あなたは被害者は川に投げ入れられる以前に死亡していた可能性が高いと証言なされました。しかしその一方で、死因は水死であると断言なされました。これはどういうことなのですか？」

「つまりこういうことです。司法解剖の結果から申し上げますと、被害者は川ではなく海で溺死した可能性が非ひ常じように高いのです」

　むう、そうきたか。

「つまり、海で溺死させられた後に、川に遺棄されたということですか？」

「その通りです」

　なるほど、こいつは確かに意外な証言だ。

　しかし、そういう検けん死し結果があるのならば、なぜあぶく湖から離はなれた場所にいたはずの二岡夫妻に容よう疑ぎがかかったかも理解できる。あの二人は海に近いホテルにいやがったのだから。

「では、博士がそう結けつ論ろんするに至いたった根こん拠きよについて詳しく証言して頂けますか」

「分かりました。と言っても、これはそう難しい話ではありません。被害者の体内から海にしか生息しないはずのプランクトンが検けん出しゆつされたためです。

　溺でき死し体たいを検死する場合、我われ々われはまず被害者がどのような場所で溺おぼれたのかを調べます。その指し標ひようの一つとして用いられるのがプランクトンです。

　プランクトンは水のあるところならどこにでもいます。海はもちろん川や池、水たまりなどにも生息しています。

　先ほども言いましたが、人が川や海などで溺れた場合、当然ながら肺に水が入ってきます。肺というものは酸素を血液に取り込むための臓ぞう器きです。そこに微び小しようなプランクトンが混まじった水が入ってくると、水はもちろんプランクトンまでもが血液の中に取り込まれてしまうんです。

　そのため溺死した死体には、先ほど述のべた血液が希き釈しやくされてしまうという特とく徴ちようの他にもう一つ、腎じん臓ぞうや肝かん臓ぞうなどの臓器にプランクトンが残ざん留りゆうするという特とく徴ちようがあるのです」

「なぜ腎臓や肝臓なのですか？」

「肝臓は有ゆう害がい物ぶつ質しつの解げ毒どくや血液の貯ちよ蔵ぞうなどの働きをし、腎臓は血液から尿にようの生せい成せいを行うための器官だからです。そのため、プランクトンという異い物ぶつが混まじった血液が体内を循じゆん環かんする際さいに──」

　とそこで、明らかに説明についてこられていない陪審員たちの顔が目に入ったのか、本庄博士はゴホンと咳せき払ばらいしてから言い直した。

「いえ、こう言い直しましょう。ようするに、血液に混まじったプランクトンなどの不ふ純じゆん物ぶつが肝臓や腎臓に濾こし取られるというわけですよ。

　ですからそれらの臓器を強酸などで分ぶん解かいすることにより、硬かたい殻からを持つ珪けい藻そう類るいのプランクトンのみを検出することができるんです」

　むぅ、そうだったのか。そういえば昔レバーを塩酸で溶とかすとかいう実験を理科の授業でやった覚えがあるな。ようするにあんな感じなのか？

　しかしいつも思うことだが、裁判というのはやたらと変な知識が得られるところだ。まあ生活していく上では何の役にも立たないものばかりなのだが。

「では本庄博士。たとえば被害者を水道水などで溺死させた後、口から海水を注ぎ入れることで、今回の被害者と同じような状じよう態たいを作り出すことは可能ですか？」

「いえ、それは無理です。

　先ほど申し上げた臓器にプランクトンが残ざん留りゆうするという現象は、被害者が生せい存ぞん時じに溺おぼれた場合にしか発生しないのです。我々はこれを生活反応などと呼んでいますが。

　死亡した後でも口から肺に液体が入り込むことはありますが、心臓が機能してなければ腎臓や肝臓まで血液が回ることはありませんから」

「なるほど、結構です。では次に、本庄博士。あなたは先ほどこうおっしゃられたと思います。被害者は、海で殺害された後、川に遺棄されたと。

　これはつまり、臓器からは海にしか存在しないプランクトンが検出された一方で、肺には海水以外の液体──川の水が溜たまっていたということですか？」

「ええ、その通りです。

　被害者の肺には水が溜まってました。ただし、淡たん水すい──正確には温泉の混まじった淡水でした。あぶく湖というのは温泉が湧き出ていることで有名な湖ですし、事件現場の川の水はその湖から流れていますから。

　その一方で、肝臓や腎臓からはコスキノディスクス属ぞくやリクモフォラ属と言った海辺にしか生息しないはずのプランクトンが検出されたんです。

　以上のことから、私は被害者は海で殺害された後、川に遺棄されたのだと推測したわけです」

　こ、コスギのデスクス族？　陸もほら族？　なんだそりゃ。ニュアンスからしてプランクトンの名前だというのはなんとなく分かるのだが……。その手のややこしい固有名詞を法廷で出すのはやめてもらいたいものだ。覚えるのが面めん倒どうではないか。

　しかしプランクトンの名前は別としても、本庄博士の言ってることはいちいち頷うなずけるものばかりだった。死体を調べるだけでこれだけのことが判明するとは、つくづく法医学というヤツは恐ろしい。俺も将来どこぞのハイエナ検事を溺死させるようなときにはせいぜい気をつけるとしよう。

「では次に──」と、東ヶ崎は続けた。「遺体について、他に何か分かったことはありますか？」

「はい。遺体の血液を調べたのですが、ハルシオンとアルコールが検出されました」

「ハルシオンとはどのようなものですか？」

「睡すい眠みん導どう入にゆう剤ざい──ようするに睡眠薬です」

「そのハルシオンと、アルコールが検出されたと証言されましたね？　それについて何か関係はあるのでしょうか？」

「大いにあります。ハルシオンはアルコールと併へい用ようすることは禁きん忌きとされているのです」

「具ぐ体たい的てきにおっしゃってください。その二つを同時に服ふく用ようするとどうなるのですか？」

「服用者はほんの数分と経たないうちに意識が朦もう朧ろうとし、十分も経けい過かすれば昏こん睡すいと呼べる状態に陥おちいるでしょう」

「ではこの事件の被害者も、その昏睡状態にあったと思われるわけですか？」

「ええ。ハルシオンとアルコールの両方が血中から検出された以上、間違いないでしょう」

「つまり、被害者は眠らされた後に溺死したということですか？」

「ええ。それについても断言できます。被害者の体には、特に目立った外傷もありませんでした。これはつまり何も抵抗しなかったということですから、眠らされていたという推測を裏うら付づけています」

「結構です。ところでそのハルシオンという薬品は、簡単に手に入るものなのですか？」

「いえ、原則として医師の処しよ方ほうがない限りは入手できません。

　ただ、最近は違い法ほうに出回っている分が決して少なくないと言われています。ハルシオンが強力な睡眠導入剤であるというのは確かなものですから、色々悪用しようとする輩も出てきているようです。たとえば薬局に泥どろ棒ぼうが入ったときなどには、駆けつけた警察はまず真っ先に〝ハルシオンは大だい丈じよう夫ぶですか？〟と確かく認にんするほどだそうですよ」

　なるほど。そういえばニュースなんかで時々耳にする薬品名だ。

「逆にいうと、医師の処方さえあれば誰でも簡単に手に入るわけですよね？」

「ええ、まあそうです」

「質問は以上です。弁護人、反対尋問したまえ」

　えらそーに。

「あなたの証言で一つ気になったことがあるのですが……」

　俺はそう反対尋問を切り出した。

「あなたはこう証言しましたよね？　死体が水中にある場合、二時間ほど経つと皮膚にしわが現れてくる。今回の事件では被害者にそのようなしわがなかった、それゆえに遺体が川に遺棄されたのは、早くても午後五時半ごろであると」

「ええ、そうです」

「これはつまり、被害者は午後五時半より以前──たとえば三時か四時ごろに、あなたのおっしゃったように海で殺害され、午後五時半になってからあらためて川に遺棄されたという可能性も示唆しているわけですよね？」

「それについては──」

　と、東ヶ崎が余計な口を挟はさんできやがった。

「我々が後日喚かん問もんすることになっている別の証人の証言によって説明したいと思います。その証人によれば、少なくとも被害者は午後四時までは別の場所で生存していたことが──」

「東ヶ崎検事、誰もあなたには聞いてませんよ」

　強い口調で強引に東ヶ崎を黙だまらせる。

　東ヶ崎がわざわざしゃしゃり出てくる目的は、弁護側にとって不利な予備知識を陪審員たちに与えることにある。そうは問とん屋やが卸おろさん。

「いえ、ですが私も被害者は午後四時までは生存していたという情報をあらかじめ受け取っていたのですが」

　……本庄博士は俺の努力をあっさりとフイにする証言をしてしまった。

「では次に──」

　俺はあくまで〝それがどうした？〟といわんばかりの平静な態たい度どを装よそおって続けた。

「たとえば博士、あらかじめ海水を汲んでおき、その海水に被害者の顔を押し付けることによって殺害した場合、今回の被害者と同様の状態になるのではないですか？」

　被害者は海水魚を飼かうことが趣しゆ味みだったのだ。なんらかの関係があるかもしれない。

「なるほど、有り得ないこともないかもしれません。ですが、海の中に沈められたというならともかく、顔を海水に押し付けられた程度では……どうでしょう。気道が塞ふさがれて窒ちつ息そくすることは考えられますが、体内に吸きゆう収しゆうされるほどの海水が肺に入り込むとは考え辛づらいですね」

「では、たとえば海水で満たした風ふ呂ろ桶おけでも用意しておいて、そこに沈めたとしたらどうですか？」

「裁判長閣下、謹つつしんで申し上げます」

　と、不ふ意いに東ヶ崎が立ち上がった。嘲あざけるような笑みを浮かべながら。

「どうやら弁護人はいささか睡眠不足と見受けられます。風呂桶に海水を溜めて人を溺死させる？　いやはや、弁護人は夢を見ているとしか思えません。それとも、起きていながら夢を見ていられる特とく技ぎでもお持ちなのでしょうか？　このようななんら根こん拠きよのない妄もう想そうじみた質問をすることによって、陪審員のみなさんを混こん乱らんさせるような行こう為いには謹んで異い議ぎを申し立てたいと存じます」

　俺はこめかみがひきつるのをはっきりと感じた。

　いいだろう、売られたケンカは買う主しゆ義ぎだ。

「これはまた、ご自分の見落とした可能性を誤ご魔ま化かそうと必死ですな検事。風呂桶に海水を溜め、睡眠薬で眠らせた被害者を溺死させる──まさに死体所しよ見けんと一いつ致ちするではないですか。

　いささか思考能力が低下気味らしい検事どのに刑事裁判の基本を思い出していただくとしましょう。我々弁護側には被害者が無罪であると立証する義ぎ務むはありません。有罪だと立証すべき責任はあなたがた検察にあり、そしてその立証の度ど合あいは合ごう理り的てきな疑いを差し挟む余よ地ちのないものでなければなりません。

　私が睡眠不足ですと？　結構、別にあなたの目が節ふし穴あなであるという点について議ぎ論ろんするつもりはありません。ですがその前に、風呂桶に海水を満たして被害者を溺死させるという方法が不可能であるということをまず説明して頂きたいものですな」

「よろしい。ではご説明いたしましょう。そもそも、肝臓内にプランクトンが溜まるということはよほど専門的な知識を持っている者でなければ──」

　と、東ヶ崎がそこまで言ったそのとき。

　ガァツーンという甲かん高だかい音が大音量で法廷内に響ひびき渡った。

　いくら〝机壊しデスク・ブレイカー〟の二つ名を持つ俺でもこれほどの大きな音を出すことはできない。

　音源は──裁判長の木き槌づちであった。

「……お二人で語り合いたいことがあるのでしたら、少し休きゆう憩けいを入れますが、いかがですかな？」

　口調は丁てい寧ねいだったが、目が据すわっていた。やばい、こういう議ぎ論ろんはお気に召めさないらしい。

　今回ばかりは俺も東ヶ崎もとっさに言葉を返せないでいると、裁判長は強い口調で続けた。

「よろしい、休憩は必要なさそうですな。検察官と弁護人がお互いを相手に弁べん論ろんを交わす必要はまったくありません。発言はすべてこの裁判に対して行ってください。そもそも、現時点ではお二人に意見を述のべる権利は与えられていないはずですが」

「裁判長閣下のおっしゃる通りです、失礼いたしました」

　東ヶ崎が間かん髪はつ入れずに頭を下げた。俺に言わせるとそれはまったく謝罪には不ふ相そう応おうな面ツラ構えだったが、こういう状況では形はどうあれ先に謝罪した方が勝ちなのだ。

「……以後気をつけます」

　俺もすぐにそう言ったが、ハイエナ検事に遅れを取った感は否いなめなかった。

「よろしい、では審しん理りを続けましょうか。
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　弁護人、先ほどの質問からもう一度お願いできますか」

「はぁ。いえ、はい」

　俺は証言台に向き直り、さっきの質問事じ項こうを思い出した。

「では本庄博士。たとえば海水で満たした風呂桶でも用意しておいて、そこで睡眠薬を飲ませた被害者を溺死させたとしたら、あなたの死体所見と一いつ致ちする状態になるのではないのですか？」

「なんら根拠なく、また重要性のない質問であるとして異議を申し立てます」と東ヶ崎。

「却きやつ下か。証人は質問に答えるように」

「ええ、可能性はゼロとは言えないと思いますが」

「結構、それが聞きたかったんです」

　うぐぐぐ、俺の目論もくろ見みどおりなら多少は合理的な疑いの余地を作れるはずだったのだが、ハイエナ検察官が始めた不ふ毛もうな論ろん争そうのおかげでインパクトもクソもなくなっちまった。まあ確かにプランクトンという痕跡を残すため、風呂桶に海水を満たすなんてことを考え出す輩やからがそうそういるとも思えないし、よしんばいたとしても、そんな目立つことをすればアシの一つや二つは付きそうなものだ。

　自分でもあまり信じられないようなことを平気で主張するのは弁護士の悪いクセである。




「次の証人は葛か西さい昭しよう三ぞうさんです」

　葛西昭三。先日自殺した一ノ宮昌子の主しゆ治じ医いである。東ヶ崎は宣せん誓せいを終えた葛西に、まずそのことを証言させてから要よう件けんへと移った。

「あなたは被告人の一人である二に岡おか浩こう二じ氏と親交がありますね？」

「ええ、まあ。私の大事な患かん者じやの義ぎ理りの息子さんでしたから」

「今月の九日、すなわち前回の裁判が始まるさらに一日前、あなたは彼から相談を受けましたね？」

「ええ」

「どんな内容でしたか？」

「裁判のことで緊きん張ちようしてどうにも眠れそうにない、でも裁判に備そなえてしっかり睡眠を取っておかなくてはならないので、睡眠薬をくれないかということでした」

「あなたはどうしましたか？」

「まあ彼の心情は充じゆう分ぶんよく分かりましたから睡眠薬の処しよ方ほう箋せんを書いて地元の薬局へ行くよう指示しました」

「その睡眠薬とは、ハルシオンですか？」

「そうです」

「処方した量は何日分でしたか？」

「そのときは裁判が一日で終わるとは思ってませんでしたので、とりあえず三日分処方しました」

「反対尋問したまえ」

　この野郎、あっさりと終わらせやがって。こってりやられたらやられたでむかつくが、淡たん々たんと終えられてもそれはそれでなんか腹が立つ。まあ存在自体に腹が立ってるのだからどうしようもないか。

「反対尋問は特にありません」

　傍聴人の何人かが意外そうな顔をした。俺の苛か烈れつな反対尋問を期待してたのだろう。

　だが残念なことに、睡眠薬を処方してもらったという話は二岡浩二からもすでに聞いているのだ。こうも淡々と事実のみを証言されたのでは突っ込みようがない。




「では東ヶ崎検事。次の証人をお願いします」

「裁判長閣下。本日は少々専門的な証言が多く、これ以上の証人喚かん問もんは陪審員の皆様に負ふ担たんを強いる可能性があります。

　よって本日はこれにて終了として頂きたいのですが」

「なるほど。弁護側、何か問題はありますか？」

「いえ、別に」

　影かげ野のの調査のためにも、時間はいくらでもあった方がいい。ハイエナ検事の提てい案あんを断ことわる理由はなかった。

「よろしい。では続きはまた明日としましょう。

　さて、陪審員の皆さんに申し上げます。今日の審理はこれで終了としますが、皆さんはこの法廷を出ても今回の事件についていかなる相手とも議論してはなりませんし、また他人が議論しているのを聞くことも禁きんじられます。

　すべての証拠が提示されるまでは、被告人が有罪か無罪かということについて一切考えを持ってはなりませんし、この裁判に関連したなんらかの意見を表明することも禁きんじられます。帰宅してからも今回の事件を扱ったテレビや新聞などは極きよく力りよく見ないようにして下さい。

　また、もし万が一、今回の裁判に関連してなんらかの妨ぼう害がいや圧あつ力りよくを感じた場合は直ちに通つう報ほうして下さい。よろしいですね？」

　陪審員たちが頷くのを見て、裁判長は木槌を手に取った。

「では今日の審理はこれまでです。皆さん、お疲れ様でした」

　カツンと木槌が鳴った。




　　　　◆




「これで検察の出方は分かったな」

　法廷を出て車へと戻る道すがら、俺は影野に言った。「海で殺されてから川へ放り込まれたとはな。科学の進歩も大したもんだ、よくそんなことまで分かるもんだ」

「お前が感心しててどうする。で、俺は何を調べてりゃいいんだ？」

「大して状況は変わらん。引き続き疑わしそうな連中のアリバイと警察のアラでも探しとけ」

「へいへい」

　まだ審理は一日目。もうしばらくは検察の出方を待っていなければなるまい。

　明日、検察は二人の被告人が事件当日の午後四時ごろ、被害者と共に海辺にいたことを立証してくるだろう。

　それは被害者が海で死亡したという解剖結果を思い出させることにもなるだろう。

　この点は俺たちを不ふ利りにすることは間違いない。その上、検察の出してくる証人がそれだけだとは到底思えない。その程度の理由で逮捕に踏ふみ切れるわけはないのだ。必ずや他に被告らと今回の事件を結びつける何らかの物ぶつ証しようを出してくるだろう。

　俺が反はん撃げきに出るとしたら、少なくともそいつが明らかになってからである。

　……ということはつまり、明日は東ヶ崎の独壇場になるということでもあるわけだ。そう考えると、いささか気が重くなってくる……。
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　　十二月十四日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




　土曜日だというのに──あるいは土曜日だからこそなのかもしれないが──今日も法廷は満まん員いん御おん礼れいだった。

　裁判長はその満席の傍ぼう聴ちよう席せきを見回し、次に陪ばい審しん席に目をやった。

「陪審員のみなさん、今日も一人も欠けることなく出席していただき、心よりの感かん謝しやを申し上げます。さて、昨日から今朝までの間に、あなた方になんらかの形で接せつ触しよくし、今回の事件についてなんらかの影えい響きようを及およぼそうとした人物、あるいは事こと柄がらはありましたか？

　……問題ないようですね、結構です。では東とうヶが崎さき検けん事じ、お願いします」

「本日最初の証人として、池いけヶが谷や力つとむさんを喚かん問もんいたします」




　法廷に入ってきたのは老ふけ気ぎ味みのオッサンだった。年齢は六十ぐらいだろうか。

「あなたの職しよく業ぎようはなんですか？」

「清せい掃そう員いんをやってます」

「主にどんな場所で働いておられるのですか？」

「〝海の見える丘公園〟です。ここから車で数分のところにある海辺の公園です」

「あなたは事件のあった十二月十日の午後四時ごろにその公園で働いていましたね？」

「はい、いつも通り清掃をしてました」

　それで俺は検けん察さつがこの証人に何を証言させようとしているのかが分かった。

　午後四時ごろ、海辺の公園。類るい推すいされることは一つしかない。やっぱり目もく撃げき者しやというのはどこかしらにいるものらしい。

「あなたはそこで三人の人物を見かけましたね？」

「ええ」

「その中の二人は、今この法廷にいますね？」

「ええ、います」

「指差してください。……はい結けつ構こうです。

　あなたは今、二人の被ひ告こく人にんの方を指差していますね？」

「ええ、あの二人でした」

「では三人目──もう一人の人物は一体誰だれでしたか？」

「その日の晩、ニュースで写真を見ました。この事件の被ひ害がい者しやだという一いちノの宮みや明あき之ゆきさんです」

「よろしい。では最後に、なぜあなたは掃そう除じをしている途と中ちゆうで見かけた三人組のことなど覚えていたのでしょう？」

「はあ。何しろこの季節ですよ。日本海は荒れ気味でしたし、なにせ海辺にある公園です。冷たい風がびゅうびゅう吹き込んでくるんですよ。おまけに時間も平日の午後ですよ。普ふ段だんなら人なんて来やしませんよ。でもそのときは三人も人がいたものですから……まあ妙みように印いん象しよう深かったんですよ」

「三人はどんな様子で何を話していたんですか？」

「はあ。なにせ風が強かったですし、距きよ離りもあったものですから何と言っているかまではとても聞き取れませんでした。

　ですけどまあ、そちらに座っておられるお二人が、ご老人に何か強い口調でしゃべってることは雰ふん囲い気きで分かりました」

「それは脅きよう迫はくしている、もしくは問い詰つめているように見えませんでしたか？」

　俺はドカンと机つくえをぶん殴なぐった。

「異い議ぎあり！　誘ゆう導どう尋じん問もんです」

「認めます。質問を変えてください」

「その必要はありません、質問は以上です」

　予想はしていたことだが、東ヶ崎にまったく動どう揺ようは見られなかった。

　誘導尋問というヤツは、その尋問内容を耳にしただけで他人の考えに影響を及ぼすことができてしまう。

　二人の被告が、少なくとも午後四時ごろに被害者と会っていたことは立りつ証しようされてしまった。その上今の誘導尋問で、そのときの被告らの様子は被害者を問い詰めているようだったというよからぬイメージを陪審員たちが抱いだいてしまったことは間違いない。

　確かに二人が強い口調で話しかけていたのは事実なのだろう。本人たちもそれは認めていた。しかしそれは当然のことなのだ、酒を飲んで自殺でもしかねない雰ふん囲い気きだった義父を止めようとしていたのだから。

　だが、今はまだそのことを明かせる状じよう況きようではない。俺は二に岡おか夫妻の主しゆ張ちようにのっとり、一応被害者の死因は自殺だったと主張する方針を立ててはいる。この主張がうまく通ればこの裁判をひっくり返すことも簡単だろう。とにかく事を起こすのは、検察側の立証がすべて終わって連中の手の内を拝はい見けんしてからだろう。

「弁べん護ご人にん、反対尋問を行ってください」

　反対尋問。さて、どうするか。

　定じよう石せきならばまずこの証人が見たものについて詳くわしく問い質ただすべきところだ。

　あなたが見たのは本当に被告らと被害者の三人だったんですか、記き憶おく力りよくはいい方ですか、距きよ離りは何メートルありましたか、あなたの視し力りよくはいくつですか──と。

　しかしだ。すでに二岡夫妻は、海辺で被害者と会っていたことを警察に話しているらしい。

　となれば……賭かけてもいい、今ここでいくら俺が証言を否ひ定ていしてみせたところで、検察は後で二岡夫妻を取り調べた刑事を証言台に立たせ、二人が海辺で被害者と一いつ緒しよだったことを認める自じ供きようをしたと証言するだろう。

　となれば、今取るべき行動は一つしかない。

「反対尋問特になし」




「次の証人として、草くさ加か刑事を」

　証言台に立った刑事は、これまた見覚えがあった。前回の裁判のときにも捜そう査さを受け持っていた刑事だ。減げん量りようをしたボクサーのように引き締しまった頑がん強きような肉体、そしてヤクザと言われてもまったく違い和わ感かんのない強こわ面もての刑事である。

　ただし今日はなぜか顔色が悪く、その上どこかゲッソリとした様子で、さかんに胃いの辺りをなでていた。

　まあ事件が発生してから三日も経たっているのだ。恐おそらくはあの東ヶ崎の下でさぞかし気の抜けぬ日々を送っていたのだろう。いっそ後で俺の名めい刺しでも渡しておくべきだろうか。不当な労働を強しいた上司を訴うつたえる際には是ぜ非ひ御ご一いつ報ぽうを──とでも裏うら書がきして。

　それでも東ヶ崎と目が合うと途と端たんに背せ筋すじをぴんと伸ばし、宣せん誓せいも堂々とした態たい度どで終えたのはさすが刑事というべきだろうか。

　東ヶ崎は定石通り、まず草加刑事が普段どのような職しよく務むをこなしているか、またこれまでにどれほどたくさんの難なん事件に携たずさわってきたか──解かい決けつしてきたとは言わないところがミソだ──を証言させてから、本格的な尋問に入った。

「あなたは刑事の一人として、今回の事件の捜査に参加しましたね？」

「はい」

「ではまず、事件があった十二月十日のことについてうかがいます。

　あなたが事件現場に到とう着ちやくしたのは十日の何時ごろでしたか？」

「午後七時前です」

　あの辺の道路は午後七時だか八時ごろになると路ろ面めん凍とう結けつのため通行止めになる。死体発見の第一報が午後六時だったということは、ギリギリ間に合ったということか。

　惜おしい。これでまた通行止めに引っかかって死体を一ひと晩ばん放ほう置ちしてました、なんてことになっていればさぞかし突っつけるネタになっただろうに。

「現場に着いてからあなたは何を行いましたか？」

「まず現場写真の撮さつ影えいを行いました。それから……死体は小さな川に架かかっている橋の支し柱ちゆうに引っかかっていました。これでまず我々はその死体を引き上げ、周辺の捜索、及び聞き込みを行いました。そして遺い体たいを司し法ほう解かい剖ぼうに回す一方で、被害者の身元の特とく定ていなどの捜査を行いました」

「被害者の身元はすぐ分かったのですか？」

「はい。実はつい四日ほど前に、私も被害者を見かけていたものですから。丁ちよう度どこの法廷で」

「ほう、この場で会っていたのですか。

　では、四日前に被害者は一体どのような用件でこの法廷に来ていたのですか？」

「異議あり！」

　すかさずガツンと一発。

「それはこの裁判とはなんら関かん係けいのない質問です」

「おや山やま鹿しか弁護人、あなたはいつからそんなに形式を遵じゆん守しゆされる弁護士に生まれ変わったのですかな？

　あなたにはお分かりのはずだ、前回の事件と今回の裁判にどれほど深い関わりがあるかをね」

「……東ヶ崎検事」と、裁判長の疲れた声。「異議申し立てに対する抗こう弁べんは、弁護人ではなく本官にして頂けるとありがたいのですが」

「これは失礼しました、閣かつ下か」

　こいつほど反省という言葉が似合わない男はいない。

「では改あらためて申し上げます。

　つい四日前に行われた裁判の被告人は今回と同じ二岡浩こう二じ氏であり、また被害者は今回殺害された一ノ宮明之氏の妻、昌しよう子こ氏なのです。今回の事件が起こった経けい緯いを知るには、四日前にこの場で行われた裁判がどのようなものであったか知っておく必要があるのです。

　こう申し上げるのもなんですが、閣下は前回の裁判においても裁判長を務つとめられたはずです、ご同意いただけると思いますが」

「……まあ確かにあなたのおっしゃる通りではあります。弁護側の異議は却きやつ下かせざるを得ないでしょうな、続けて頂いて結構です」

　まあこればっかりはたとえ違う判事であっても異議は却下されていただろう。

「お許しが出たので続けましょう。では草加刑事、以前あなたが被害者を見かけたという裁判とは、殺人罪に関する裁判でしたね？」

「はい」

「被告人は今回の裁判の被告の一人である二岡浩二氏ですね？」

「ええ」

「そしてその裁判における被害者は、一ノ宮明之氏の妻、昌子氏ですね？」

「その通りです」

　本来ならこれはかなりキモと言える証言だ。なにしろ数日という短期間のうちに、ある一人の男に立て続けに殺人容疑がかかっていたことが判明したのだから。だが傍ぼう聴ちよう人にんや陪審員達にそれほど驚いている様子はない。まあそうだろう、今回の事件はワイドショーやニュースなどでもはや語る余よ地ちがないほどに解かい説せつされている。マスメディアの閲えつ覧らんはできるだけ避さけるようにと裁判長も陪審員たちに注意していたが、この程度のことは耳を塞ふさいでいても入ってくるのだろう。

「では、その裁判の詳くわしい内容について証言してください」

「分かりました」

　草加刑事の口から、つい数日前にこの場で行われた裁判の詳しよう細さいが語られ始めた。

　まあ大体は誰もが知っていそうなことばかりだ。一ノ宮昌子が首を吊つった死体となって発見され、その容よう疑ぎが二岡浩二にかかった。だが裁判は俺が一ノ宮昌子は他殺ではなく自殺だったと主張したことにより、検察側の起き訴そ取り下げという形で終了。二岡浩二は即そく日じつ釈しやく放ほうされた──。

　関連性のない質問を繰くり返しているとして嫌いやがらせのように異議を申し立てることもできたが、今回に限っては俺も黙だまっていた。ここは下手に悪あがきして陪審員のイメージを悪くするよりも、この証言は弁護側にとって何ら不ふ都つ合ごうなものではないという態度を取る方が有ゆう効こうなはずなのだ。

「結構です。では次に、現場で行った捜査について詳しく証言して下さい」

「分かりました。まず、川から引き上げた遺い体たいには目立った外傷や縛しばられた痕こん跡せきなどはなく、またサイフや時計などの金品が強ごう奪だつされた形けい跡せきもありませんでした。このことから、少なくとも強ごう盗とうなどによる殺人ではないと推すい測そくしました。

　それから県警本部に連絡を取り、遺族に報せるため、被害者の義ぎ理りの息子に当たる二岡氏に連絡を取ってもらうよう要よう請せいし、我々は近きん隣りんの捜査を行いました」

「その捜査の結果、どんなことが分かりましたか？」

「その時点での捜査では、大した捜査結果はありませんでした。現場は元々人通りが少なく、暗くなれば見通しも非ひ常じように悪い場所です。昨日証人として出廷した通報者の渡辺氏からも話を聞きましたが、これといった結果は出ませんでした」

　むう。そういうことを聞くと、やはり第一発見者だというあの電波男が少し気になるのだが……所詮電波男だしなあ。

「ですが午後七時半ごろになって事態が進展したのです。

　その頃、本部では二岡夫妻が呼び出され、事情聴取を行っていたのですが、その結果、いくつかの事実が判明──」

「ちょっと待って下さい草加刑事。

　あなたは事件現場であるあぶく町にいたはずです。県警本部で二岡夫妻から事情を聴いたのはあなたではありませんね？」

「ええ、本部に詰めていた別の刑事です」

「その刑事の名は？」

「亀かめ井い刑事です」

　ここで東ヶ崎は裁判長に向き直った。

「裁判長閣下、お聞きの通りです。つきましては次の証人として亀井刑事を喚問したいと思います」

「分かりました。ではその前に弁護人、反対尋問はありますか？」

「草加刑事の証言を伺っている限り、どうやら亀井刑事の証言を聞かなければ事件の全ぜん貌ぼうは分からないようです。

　よって我々弁護側には、草加刑事に反対尋問できる権利をしばらく保ほ留りゆうできる権利があると考えます」

「確かにそれは妥だ当とうですな。よろしい、まず亀井刑事を証言台に呼んで下さい」




　亀井刑事は、刑事という役やく職しよくをもった人物の例に洩もれず、精せい悍かんな体つきをした目つきのきつい壮そう年ねんの男だった。例によってヤクザと瓜うり二つ──というのがもっとも適てき切せつな表現だろう。

　東ヶ崎は経けい歴れきがどうのこうのといった通り一いつ遍ぺんの予よ備び的てきな質問を終えると、本格的な尋問に入った。

「あなたは今回の事件の捜査に加わった刑事の一人ですね？」

「はい」

「では今月の十日の午後七時ごろからのあなたの行動について証言してください」

「はい。そのとき私は署しよにいたのですが、草加刑事から要よう請せいがあったのです。一ノ宮明之氏の遺体が見つかったので、至し急きゆう、彼の遺族である二岡夫妻に連絡を取って欲しいと。

　前回の事件の関係で二岡氏の携けい帯たいの番号などは分かっていましたから、私は急いで連絡を取り、もしできることなら署まで来て欲しいと伝えました」

「被告らはなんと答えましたか？」

「すぐに向かうと言いました」

「実際に彼らが署に到とう着ちやくしたのは何時ごろでしたか？」

「七時十五分ごろです。偶ぐう然ぜん彼らは署からそれほど離はなれていないところにいたものですから」

　七時十五分。ホテルを出た直後だ。

「彼らが署に到着してからあなたはどうしましたか？」

「私はまず一ノ宮明之氏の遺体が見つかったことを告げました」

「そのときの二人の様子はどうでしたか？」

「ひどく驚おどろいている様子でした」

「では次に何を？」

「私はまず、二人が一ノ宮氏と最後に会ったのはいつどこだったかを尋たずねました」

「被告らはなんと答えましたか？」

「十二月十日の午後四時ごろ、〝海の見える丘公園〟の近くの海辺で会ったのが最後だと答えました」

「彼らはそこでどんな会話をしていたと言いましたか？」

「二人の話によるとこういうことだそうです。

　一ノ宮氏は奥さんを自殺という形で失い、ひどく気を落としていたそうです。それで彼は二人を呼び……なんでも自分もこれから妻の後を追うと自殺をほのめかしたそうなのです」

「なるほど。それは被告らにとって、もっとも都つ合ごうのいい話でしょうね」

「裁判長！」と俺は注意を喚かん起きした。

「失礼しました、ただいまの私の発言は撤てつ回かいいたします」

　一度でいいからあいつの舌を引っこ抜いてやりたい。

「では亀井刑事、それからどうなりましたか？」

「はい。もちろんそのときは我々も彼らが犯人──失礼、容よう疑ぎ者しやであるなどとは少しも疑うたがっていませんでした。

　ですがそのとき、偶然署にいた巡じゆん査さが偶然ある証拠を発見したのです」

「その巡査の名前は何というのですか？」

「木きの下した卓すぐる巡査です」

　木下卓……？　これまたどこかで聞いたような名前だ。

　ここで東ヶ崎は裁判長に向き直り、

「裁判長閣下。お聞きの通り、ここでまた次の証人として木下巡査を喚問したいと思いますが」

「ふむ。それは構わないのですが……弁護人、どうしますか？」

　むう。ひょっとしてこれは俺の反対尋問を抑おさえ込んでペースを握にぎろうという東ヶ崎の策さく略りやくではないのか。しかし、証言の全ぜん貌ぼうが見えていない状じよう態たいで手探りの反対尋問なんぞをしようものなら、どんな墓ぼ穴けつを掘ほらされることになるか分かったものではない。ここは引くべきだろう。

「弁護側は先ほどと同じ理由で反対尋問の権けん利りを保ほ留りゆうしたいと思います」

「よろしい、それでは東ヶ崎検事、次の証人を呼んで下さい」

「では、木下卓巡査を証人として喚問いたします」




　やがて法廷に入ってきた中年男を見た瞬しゆん間かん、それが誰であったかを思い出した。

　木下巡査。あぶく町の駐ちゆう在ざい員いんだ。中年の域いきに達しているにもかかわらず、階かい級きゆうは巡査のままでおまけにあぶく町という田舎に勤きん務むしているという、ある意味異い質しつな警官だ。

　一ノ宮昌子が死体となって発見された前回の事件でも、現場に最初に到とう着ちやくした警察官として、現場の確かく保ほなどの仕事をしていた。まさか今回の事件で出てくるとは思ってなかったが……。

「木下巡査。十二月十日の午後七時半ごろ、あなたはどこにいましたか？」

「県警察署です」

「あなたはあぶく町の駐在員ですよね？　なぜそんなところにいたんですか？」

「先ほども少し話に出ていた一ノ宮昌子さんの死亡した事件に関連した仕事をするためでした」

「あなたはその警察署の駐車場で、被ひ告こくらの乗用車を発見しましたね？」

「はい」

「なぜあなたにはその車が被告らのものだと分かったんですか？」

「一ノ宮昌子さんの事件が起こったのは私が駐在しているあぶく町だったため、私も色々と捜査に関わることになったものですから。その過か程ていで幾いく度ども被告人の車を見る機会があったものですから、自然と覚えていたんです」

「それからあなたはどうしましたか？」

「私はそのときすでに、二岡夫妻が一ノ宮明之氏の死体発見に関連して事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けに来ていたことを知っていました。

　それで……私はなんとなくその車を調べてみようと思ったんです」

　そのとき、東ヶ崎がわずかに眉まゆをしかめたのを俺は見逃さなかった。

　木下巡査の証言が意いに沿そわぬものだったのだろう。あのハイエナ検事のことだ、あらかじめ入にゆう念ねんな稽けい古こはしていたんだろうが、木下巡査の方が付いて来れなかったのだろう。

「あなたは被告らの乗用車を調べたわけですね？」

「はい」

「その結果、どんなことが分かったんですか？」

「タイヤの溝みぞに、小石がいくつも挟はさまっているのが目にとまったんです」

「その小石というのは──」

　東ヶ崎はなぜか空のビニール袋ぶくろを手に取り、証言台に近寄って木下巡査に手渡した。

「それのことですね？」

「ええ、これです。間ま違ちがいありません」

　木下は空のビニール袋を見て頷うなずいた。まあ遠とお目めで見たら分からないというだけで本当に空というわけではないのだろう。話を聞いている限りだと、どうやら入っているのはタイヤの溝に挟まるほどの小石らしいが……。

「木下巡査、あなたはなぜこの小石に注意を惹ひかれたんですか？」

「私が温泉で有名なあぶく町に勤きん務むしているからです。

　この小石は一見したところは単なる小さな石ですが、表面が黄色く変色しています。これは硫い黄おうなんです。温泉が湧わき出るあぶく湖の周辺では、一部硫黄が噴ふき出ている場所があるのです。この小石の色はその硫黄に長期間さらされた結果、付いたものなんです」

　ここでハイエナ検けん事じは大きなパネルを取り出した。地図らしき図ず柄がらが描えがかれている。

「木下巡査。これが何か分かりますか？」

「ええ。あぶく湖を中心とした周辺の地図ですね」

「では、この地図を使って位置関係について説明をお願いします。まずあぶく町はこの地図でいうとどの辺りになるのでしょう？」

「南東の辺り一帯です」

「では、被害者の遺体が見つかったのはどの辺りですか？」

「そのあぶく町の西側──湖の南西です。地図のその辺りに小さな川があるのが分かると思います。そこがそうです」

「では、その硫黄が噴き出しているという場所はどの辺りですか？」

「あぶく湖の丁ちよう度ど西辺りに出っ張った場所があることが分かると思います。そう、そこです。そこが硫黄が吹き出ている場所なんです」

「なるほど。では次に、そこが一体どのような場所なのか説明をお願いします」

「分かりました。といってもまったく大したところじゃありません。小さな石がごろごろと転がっている川原のようなところなんですが。

　……いえ、川原とは言いませんね、川じゃなくて湖の傍そばなんですから。えーと、湖こ原はら？　そういえばもうお昼ですし、そろそろ小こ腹ばらが空いてきましたねえ、なんちゃって──」

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが流れた。

　俺や東ヶ崎がいくらツッコミが得とく意いとはいえ、今回ばかりはさすがにスルーせざるを得なかった。クスリと笑う者すらおらず、なんとも言えぬ空気が法廷を支配する。

　さすがに外したことを悟さとったのか、木下巡査の額ひたいにも汗あせが流れていた。

　それにしても、一体何者なんだこの中年男は。前回の裁判のときはあれだけ淡たん々たんと証言してやがったくせに、今回はやたらとテンションが高いぞ。

「木下巡査。その場所に車が乗り入れることは可か能のうですか？」

　東ヶ崎は何事もなかったかのように話を進めた。まったく動どう揺ようを見せぬ態たい度どは今回ばかりはちょっと見直した。

「え、ええ、じゅ、充じゆう分ぶん可能です。道路のすぐ傍そばにありますから」

「その場所でしか見つからない小石がタイヤに挟まっていたということは、被ひ告こくらが車でその場所まで乗り入れていたということですね？」

「異い議ぎあり！」

　俺は机をガツンと殴なぐりつけた。突とつ然ぜんの大きな音に観かん客きやく達がびくりと身をすくませる。

「それは証人の推すい論ろんを求める質問であり、また暗あん示じ的かつ誘ゆう導どう的であるとして異議を申し立てます」

「結けつ構こう、では質問の仕し方かたを変えましょう」

　東ヶ崎は俺の異議など予よ期きしていたかのような余よ裕ゆうぶった動作で続けた。

　む、しまった。つい挑ちよう発はつに乗って少しムキになり過すぎたかもしれない。これでは陪審員に今のは証明されたくない事実なんですと大声で喚わめきたてたようなものではないか。

「木下巡査。たとえばあぶく町の町中を車で走ったとして、そのような小石がタイヤに挟まることは有り得るのでしょうか？」

「有り得ないでしょうな。地面から硫黄が吹き出しているのはさっきご説明した場所ぐらいのものです。町中にこんな黄色くなった石が落ちてるなんてことは……そうですな、もちろん皆かい無むとは言いません。ですが一つぐらいならともかく、こんな小さな石がいくつもタイヤに挟まるなんてことは、まず考えられないでしょう」

「では最後にお尋たずねします。その硫黄が吹き出ている場所は、よく人が訪おとずれたりするような場所なのですか？」

　木下巡査は見せつけるようにせせら笑った。

「あんなところを訪れる人はいませんよ。あぶく湖では魚も棲すんでませんから釣つりもできませんし、硫黄が吹き出ているといっても煙みたいにモクモク出ているわけじゃありませんから観かん光こう名めい所しよにもなりません。それどころか人によってはその場にいるだけで気分が悪くなることもあるぐらいでして、立ち入らぬよう看かん板ばんが立っているほどです。

　まあ観光地の近くにある割わりには人ひと気けが少なく、その上眺ながめだけはそんなに悪い場所ではありませんから、ごくたまに若者なんかが馬ば鹿か騒さわぎしに乗り付けることはありますけどね」

「つまり、普ふ通つうの人がその場所に車で乗り入れるということはまずないということですね？」

「ええ、そうです。たとえば人に見せたくないような重たいものを湖に捨すてる用事でもあれば別でしょうがね」

「異議あり！　ただいまの発言は証人のなんら根こん拠きよのない推すい測そくであり、また耳にした人々に誤あやまった偏へん見けんを抱かせるものです！　弁護側は裁判長がただいまの証人の発言は無む視しすべきものであると陪審員に指し示じするよう要よう求きゆうします！」

　今回ばかりは裁判長も険けわしい顔をしていた。

「弁護人の異議と要求を認めます。陪審員諸しよ君くんはただいまの本証人の発言を無視し、考こう慮りよにいれないように。

　木下巡査、あなたは一いつ般ぱん市民ではなく警官としてそこに立っているのです。裁判についてもそれなりに知ち識しきがあるはずです。無用な発言は慎つつしむように」

「はい、失礼しました」

　木下巡査は証言台で薄ら笑いさえ浮かべていやがった。案あん外がいさっきの無用な発言も東ヶ崎に指し示じされたことなのかもしれないが、いずれにせよああいう顔をされると腹が立つ。今度から机の代わりにあいつの頭を殴ってやろうか。

　くそ、それにしても東ヶ崎め。まったくうまい立証の手順だ。

　まずあからさまな誘導尋問を行い、陪審員に〝被ひ告こく人にんの車はあぶく湖の湖畔まで行った可能性があるのだ〟という考えを埋うめ込みやがった。誘導尋問はそれ自体が一種の暗あん示じだ、俺が異議を唱えたところで意味はほとんどなかっただろう。

　その上で、今度は〝なぜ被告らは車であぶく湖の湖畔に行ったのか〟という疑ぎ問もんに対する答えを陪審員たちに明めい示じして見せた。

　これで陪審員は間ま違ちがいなくこう考えたはずだ。一ノ宮明之を海で溺でき死しさせた被告人たちは、その後車であぶく湖に向かい、誰にも見られぬよう人気のない湖畔まで乗りつけ、死体を遺い棄きしたと。そしてその遺体はやがて川へと流れ、橋に引っかかったのだと。

　俺は隣となりに座すわっている二岡夫妻に、その硫黄が噴き出ているという場所まで車で乗りつけたことがあるのかを問い質したい衝しよう動どうに駆かられたが、今ここで依い頼らい人にんと密みつ談だんでもしようものなら俺たちが真実を突つきつけられて動揺しているように見えてしまう可か能のう性せいがある。

　結けつ局きよく、俺は腕うでを組くんでどっしりと構え、次の展開を待つことにした。

　ここで東ヶ崎は裁判長に向き直り、

「裁判長閣下、検察側は二つの物件を証拠として提てい出しゆついたします。

　一つは被告人の車から採さい取しゆしたこの小石、二つ目は車のタイヤにこの石が挟まっているところを写した写真です。写真については焼き増ししてますので、陪審員のみなさんにもじっくりと見ていただきたい」

「弁護側に異議はありますか？」

「それを申し上げる前に、まずその石ころと写真とやらを見せていただきたいのですが」

　言葉に若じやつ干かんトゲが混まじっていたことは否いなめない。

「ふむ。それももっともですな」

　裁判長が廷てい吏りに指示し、まず俺の手に石ころの入ったビニール袋と数枚の写真が手渡された。

　石ころは確かに湖畔や川原に落ちていそうなまん丸なもので、合計五つ。木下巡査の証言したとおり、黄色がかっていた。

　ふと思い立ち、ビニール袋のジッパーを開け、中の臭においをかいでみる。シンナーを吸すっているように見えかねないのであまりやりたくなかったが、体面を気にしてる余裕もない。

　かすかにだが硫黄の臭いがしたような気がしないでもないと言えなくもない。……正直よく分からないのだが、検察があれほど強く主張していた以上、この黄色いのが硫黄であることは間違いないのだろう。

　写真については──異議の申し立てようがなかった。

　車の全景を撮とったものが一枚、それからタイヤを様々な距きよ離りと角度で撮さつ影えいしたものが三枚。タイヤの溝みぞには確かにいくつかの黄色い小石が挟まっている。

「おい、これはあんたらの車か？」

　隣に座っている二岡浩二に写真を見せる。

「え、ええ、間違いありません」

　二岡は深しん刻こくな顔をしながら頷いた。

　まあさすがに検察もこの程度のことに手抜かりはないだろう、車のナンバーを調べれば分かることなのだから。

「なにか異議はありますか？」

　そう尋ねたのは裁判長ではなくどこぞのハイエナ野や郎ろうであった。どんな顔をしているのかは想像したくもない。

「裁判長、弁護側はまずこの証人への反対尋問を行いたいと思います」

　下手をするとヤブヘビかもしれないが、さっきの証言がまかり通ってこの石ころがすんなり証拠として採さい用ようされてしまうのはいささか分が悪い。ここは少し叩たたいておく必要があった。

「分かりました。ではどうぞ」

「では──木下巡査。二人の被告人は、今回の事件が起こる何日も前からあぶく町に滞たい在ざいしていました。

　その滞在中に、二人が硫黄の噴き出るその湖畔とやらに立ち寄ったことがないとあなたは断だん言げんすることができますか？」

「何度も言いますが、その場所は滅めつ多たに人の通る道ではなく、ましてや観光に来ている人が立ち入るような場所ではないんですよ。まず考えられませんよ」

「ほう。ではあなたはこれまでの人生の中で、ただの一度も道に迷まよったことはないと言い切ることができますか？」

「え。い、いえ、そりゃあ……道に迷ったことぐらいはありましたが」

「では、今回の事件が起こるよりもずっと以前に被告らがその場所を車で訪おとずれた可能性をあなたは否ひ定ていできませんよね？

　また、あなたには車に挟まっていた小石が、いつ付ふ着ちやくしたものなのかを証明することもできませんね？」

「うう、そりゃあまあ──」

　と、何を思い立ったのか突とつ然ぜん木下巡査はぽんと手を叩いた。

「あー、あなたのおっしゃる通りです。たとえば事件が起こる以前であっても、死体を捨てる場所を探すために車でウロウロしていた可能性はありますよね」

　傍聴席から苦笑がこぼれた。

　うぐぐ、このヤロー。出世しそこなった中年オヤジ巡査だと思って少し甘く見過ぎた。変なところで頭の回るヤツだ。

「で、では次の疑ぎ問もんです。あなたは偶ぐう然ぜん被告らの乗用車を見つけ、なんとなく調べてみようと思った──そうおっしゃいましたね？」

「ええ。そうですが」

「司法捜そう査さ員いんが許可なく他人の私物を捜査することは違い法ほうなのではないですか？」

「異議あり」

　東ヶ崎は静かに立ち上がった。

「弁護人の主張はいささか法律の条文を拡かく大だい解かい釈しやくし過ぎていると言えましょう。路ろ上じように停まっている車が気になって調べる──この程度のことを違法などと言い出せば、世の中得をするのは犯罪者と弁護士だけになってしまいますよ」

　クスクスと笑いが起こる。ハイエナにも冗じよう談だんが言えることを俺は初めて知った。

「そもそも、木下巡査は被告らの車のドアやトランクを勝手に開けたわけでもなく、それどころか触ふれたわけでもなく、ただ近づいて観かん察さつしただけなのです。弁護人、あなたはその辺に駐車している車に興きよう味みを惹ひかれ、近づいたことは一度もないとおっしゃられるのですか？」

　ええい、ネチネチと忌いま々いましい。

「東ヶ崎検事、その辺にしていただけませんかな」

　と、ここでようやく裁判長が注意を喚起した。

「何度も言いますが、私は検察官と弁護人が直接口こう論ろんすることは好みません。発言はこの場にいる全員に対して行ってください」

「結構です。失礼しました」

　東ヶ崎は優ゆう雅がに頭を下げた。これで何度目だ？

「まあそれはそれとして、今の状況では警察の捜査に違い法ほうな点があったとは考えにくいですな。弁護人、次の質問を行ってください」

「いえ、質問は以上です」

　証拠収しゆう集しゆうの手しゆ段だんが違法であることが立証できれば手っ取り早かったのだが、さすがに東ヶ崎もこの点については防ぼう波は堤ていを用意していたらしい。諦あきらめざるを得ないだろう。

　……と、そこまで考えて俺はギクリとした。今日は〝諦めざるを得ない〟とか〝引かざるを得ない〟とかそんなのばっかりだ。この程度のことで気合い負けしてどうする。俺には勝利する以外の道は残されていないというのに。これだからあのハイエナ検事を相手にするのは嫌なのだ。誰かヤツを殺やってくれる正義の志を持った人でもいないものだろうか。もしいれば、万が一殺人容疑で逮捕されても喜んで弁護を引き受けてやるのに。それも無タ料ダで──。




　結局、石ころと写真が証拠として採用されることを阻はばむこともできず、東ヶ崎の思い通りに審しん理りは進行してしまった。

　東ヶ崎はここで再び亀井刑事を証言台に立たせた。

「亀井刑事。あらためて被告らの逮捕に至いたった過か程ていについて証言していただけますか？」

「分かりました。えーと、どこまで話しましたっけ？」

「木下巡査が被告らの乗用車から小石を見つけたところまでです」

「ああ、思い出しました。

　私は二岡夫妻から事情を聞いていたときに木下巡査から小石のことを聞きました。そこでまず私はしばらく二岡夫妻に署に留まってもらうようお願いしました」

「それはなぜですか？」

「お二人に署まで来てもらったのは、あくまでお二人が被害者の遺い族ぞくという立場にあったからです。しかし、もし仮に木下巡査の言うように彼らが遺体の見つかった場所の近くまで行っていたとすれば、事件と関わりがないとはいえなくなる可能性があります。私は彼らの話を聞き、当初被害者の死因は自殺ではないかと思ったのですが、そのことがはっきりと証明されるまでは、お二人にしばらく署にいてもらった方がいいと判断したのです。もちろんお二人にはそのことに同意してもらいました」

「ではそれからどうしましたか？」

「木下巡査が見つけた小石が、本当にあぶく湖の特定の場所でしか見つからないのかを調べました」

「それはどのような方法で調べたのですか？」

「まずあぶく町にいる草加刑事に連絡を取り、木下巡査から聞いた硫黄が吹き出ているという場所に行ってもらい、小石を採さい取しゆしてもらいました。その結果その小石の特とく徴ちようが被告らの乗用車のタイヤに挟まっていた小石と一いつ致ちすることが分かったのです」

「それからどうしましたか？」

「我々は二人がなんらかの形で事件にかかわっている可能性があるのではないかと思いましたが、まだその時点では確かく信しんと呼べるものではありませんでした。そこで我々はその可能性を簡単に否定することができる手段を使ったんです」

「それはなんですか？」

「二人のアリバイを聞き出すことです」

　なるほど、そりゃもっともだ。

「二人はなんと答えましたか？」

「午後四時ごろから午後七時ごろまではずっとホテルで休きゆう憩けいしていたと言いました」

　ホテルで休憩。見学者たちの被告らを見る目に、一瞬だが妙みような色が混じった。まあここで恥はじをかくのは俺じゃないし、放っておくとしよう。

「ではそれからどうしましたか？」

「はい。二岡夫妻から聞き出した話を裏付けるための捜査を行うとともに、被害者の足取りを調べました。

　具ぐ体たい的てきに言うと、まず三人が午後四時ごろまで話をしていたという海辺を捜索し、次に二岡夫妻らが休憩していたという〝ラヴァーズ〟というホテルに聞き込みに行ったんです」

　ラヴァーズ。何度聞いてもストレート過ぎる名前だ。

「結果を証言してください」

「まず、三人が会話をしていたという場所の近辺にあるゴミ箱から、比ひ較かく的てき新しいビールの空き缶かんを発見しました。これは翌日の早朝に出た鑑かん識しきの結果なのですが、その缶には被害者の指し紋もんと唾だ液えきが付ふ着ちやくしていることが確かく認にんできました。

　またホテルの方なんですが、そのホテルは性質上、受付の係と客が顔を合わさないで済むような作りになっているんです。また、一いつ泊ぱくする場合には宿帳への記入が義ぎ務む付けられているのですが、休憩の場合は記入しなくていいことになってるんです。

　ただ、ホテルの入り口には防犯カメラが設せつ置ちされていましたのでその映像を解かい析せきしました。

　その結果、午後四時過ぎにホテルに入り、午後七時ごろにホテルから出て行く被告らの姿すがたを確かく認にんすることはできました。しかし、午後四時から午後七時まで二人がずっと部屋にいたかどうかについてはなんら証明するものは見つかりませんでした。カメラは見えるところに設置されていましたから、映らないよう出入りしようと思えば簡単にできるんです。つまり、二人が部屋に入ったかどうかさえ分からなかったんです」

「被告らが午後四時と午後七時にそのホテルにいたことは確かですが、アリバイには到とう底てい成り得なかったというわけですね？」

「ええ、その通りです」

「結構です。続けてください」

「私は署に戻り、二人からさらに詳しい事情を聞き出そうとしました。ですがそれ以降二人は弁護士に指示されたと主張して黙もく秘ひを続けたため、新しい情報は得られなかったのです」

　ぎく。あれはそんなに間の悪いタイミングだったのか。

「次に状況が変化したのは翌よく朝ちよう、司法解かい剖ぼうの結果が判明したときでした」

「司法解剖の結果というと、被害者は海で殺害された後、川に遺い棄きされたというものですね？」

「そうです。また、被告らの車から採取した小石と、あぶく湖の西側で草加刑事が採取した小石の成分を比ひ較かくするという実験も行いました」

「結果はどうなりましたか？」

「同じ成分の硫黄が付ふ着ちやくしていることが確認できました」

　徹てつ夜やの捜査、ご苦労なことである。すべての役人があんたらほどに働き者だったらこの国はぐっとよくなるだろうよ。

「ところで亀井刑事。被告らが被害者を殺害したとして、その動どう機きとして考えられるものはなんでしょうか？」

「はい、それも突つき止めました。動機はお金と思われます。

　まず、被告人・二岡浩二氏は現在無む職しよくです。

　一方で、被害者の一ノ宮明之氏には三千万ほどの生命保険がかけられていました。それだけでなく、先日彼の妻が死亡したことによって彼女の持つ遺い産さんを相そう続ぞくする権利を持ってましたし、他にもかなりの資し産さんを有していたことも分かっています。保険金を加えた資産──今となっては遺産ですが、その総そう額がくは一億を超こえていることが分かっています。

　さらに、被害者は義ぎ理りの子である被告らと養よう子し縁えん組ぐみを結んでいました。つまり、彼の遺のこしたすべての遺産を相続できる資し格かくを持っているのは、被告ら二人しかいないのです」

　まったく、二岡浩二の無職がこんなところにまで響ひびいてくるとは思わなかった。ただでさえこいつは悪あく人にん面づらなのだ。その上現在無職という言葉はあまりにもイメージが悪すぎる。真実だから反はん論ろんのしようもないし。

　しかし、一億以上の遺産か。確かこないだ自殺した一ノ宮昌子も生命保険に入っていたはずだ。二人分の生命保険金に、長期間旅館に泊まっての湯とう治じができるだけの資産を有していたことを考えれば、確かに億ぐらいにはなるだろう。

　一億。人一人ぐらい殺す気にはなれそうな額がくだ。ただでさえ不ふ景けい気きが流行語になっている時代だ、充じゆう分ぶん動機にはなりえるだろう。

「以上のことから──」と、亀井刑事はしめくくりに入った。「時間的に見ても、被害者にアルコールとハルシオンを服ふく用ようさせ、昏こん睡すいした後で海で溺でき死しさせ、その後あぶく湖に死体を遺い棄きすることができたのは、二岡夫妻だけであると判はん断だんし、翌日十一日朝九時に逮捕状を請せい求きゆう、逮捕に至いたったのです」

「ありがとうございました、質問は以上です」

　東ヶ崎は心底満足そうに頭を下げて亀井刑事の労をねぎらった。

「山鹿弁護人、反対尋問をどうぞ」

　裁判長が言った。

　さて──今の証言に突っ込みどころがないわけではないが、この最悪の状況をひっくり返せるほどの足がかりはほとんどないと言っていい。もちろんたった一晩の捜査で逮捕に至ったという過か程ていについてはいつか突っ込んでやるつもりだが、それにもまだ早い。

　仕方ない、まあいつも通りやれることだけはやっておこう。

「亀井刑事。一つだけお尋ねしたいのですが、あなたは私の依頼人が休憩したというホテルを捜査したんですよね？」

「ええ」

「当然、被告らが使っていた部屋の中までですよね？」

「もちろんです」

「にもかかわらず、私の依頼人たちがその部屋を使ったという形けい跡せきは見つけられなかったわけですか？」

「そうです」

「それは奇き妙みようですね。三時間も部屋にいたのだとしたら、髪かみの毛の一本ぐらい落ちてても不思議ではないでしょう」

「ええ、そうですよね。ということはつまり、お二人がホテルにいなかったという何よりの証拠じゃないですか」

「あなた方にとって都合のいい解かい釈しやくをなさるのはやめてください。

　いいですか、逆に考えてみてください。もし二人が本当に部屋を使っていたのだとしたら、髪の毛一本見つからなかったというのはどう考えてもおかしいじゃないですか」

「ええ、まあ、それはおかしいですが。

　ですが、我々は一切手を抜かずにしっかりと捜査しました。その結果、髪の毛一本見つからなかったのです。これは明めい確かくな事実です。それゆえ、我々は二人に午後四時から午後七時にかけてのアリバイがないと判断したんですから」

「……質問は以上です」

　おかしい。三時間もホテルで運動していたのだとしたら、なんらかの痕こん跡せきが絶対に残るはずだ。髪の毛を初めとしたＤＮＡを証明できるなにかが。

　しかし、警察はそんなものは見つからなかったという。なぜだ？　本当に俺の依頼人はホテルには行ったが、部屋にはいなかったからか？　いや、いくらなんでもそんなウソをついているようには見えなかったし……。

「裁判長閣下、以上をもちまして──」

　東ヶ崎は胸を張はって言い放った。

「検察側の立証をすべて終了したいと思います。被告らがいかにして被害者を殺害したか、その手段と経けい緯いにつきましてはもう充分みなさんにご理解いただいたと確信しております。あとはみなさんが冷静な判断を下されるときを待ちたいと思います」

「分かりました。ではこれより弁護側の反証に移るとしましょう。

　とはいえ──」

　裁判長は時計を見た。

「今日のところはもうここまでのようですな。みなさん、お疲れ様でした。弁護人は明日からの審しん理りの準備をお願いします」

　こうして二日目の審理も、検察側にとって滞とどこおりなく終了することとなったのである。




　　　　◆




　その後、俺は調査に向かう影野を放ほうっておいて、一人車をあぶく湖へと向けた。

　目的はただ一つ。あの硫黄が付着していたという小石が、湖の西側以外の場所でも見つかるのではないかということを確認するためである。

　裁判所から車を走らせることおよそ四十五分で湖の南西に到着。その後、まず湖の西側に作られた道路を北へと走る。

　湖のちょうど西辺りにさしかかると、木下巡査の証言通りの開けた場所に出た。

　道の左側はうっそうと生い茂った森。

　そして右側には、大小の石が敷しきつめられた湖畔。湖畔の方には障しよう害がい物ぶつとなり得るものも特になく、車で乗り入れることも充分可能に見えた。

　たまに車が通りかかるぐらいで人気もなく、車のドアを開けると途と端たんにタマゴの腐くさったような強い硫黄の臭いが漂ただよってくる。湖畔の真ん中には、作られてから十年は経たっていそうな古臭い木製の看板がぽつんと立っており、「この辺りは硫黄が噴き出ているため、長時間いると気分が悪くなることがあります。立ち入らないで下さい」などという注意書きが記されていた。

　残念というべきか、他に見るべき点はなかった。

　俺は仕し方かたなくまた車を走らせ、湖の北東方向へと向かった。




　……がしかし。結局、俺は湖の北東までぐるりと車を走らせたが、事件解かい決けつの糸口になりそうな発見はまったくなかった。

　ただ、温泉が湧き出るため不ふ凍とう湖こであるはずのあぶく湖だったが、北の方は流れの関係かぶ厚あつい氷が張はっていたことだけが目に付いた。

　もっとも、これが事件と関係があるとは到とう底てい思えなかったが。




　　十二月十四日　午後四時　旅館うたかた




「あああああああああああああ」

　マッサージ椅い子すに座すわりながら奇き妙みような声を出す。周囲には影かげ野の以外にも少し人がいたが、そんなもんは気にしない。マッサージ椅子に座ったときと、扇せん風ぷう機きの風を顔に浴あびたときに奇き声せいを上げるのは人間の本ほん能のうなのだ。

　温泉などはどうでもいいが、こういう設せつ備びがある点は非ひ常じようにありがたい。法廷で疲れた体を癒いやしてくれる。これで雪ゆき奈ながいてくれたら心も癒されるのだが。

　さて、今日の法廷で検察の主しゆ張ちようはあらかたうかがうことができた。

　ニュースで今回の事件のことを聞き、さらに翌日二岡夫妻から話を聞いただけではよく分からなかったが、これで事件の概がい要ようと逮捕に至った過か程ていも分かった。

　あとは──

「で影野。調査始めてからもう二日経たってんだ、いい加か減げん材料は揃そろったんだろうな？」

「ああ。一通りのことは調べてやったつもりだ」

　影野は俺と同じようにマッサージチェアの上で体を震ふるわせながら言った。

「で、まず何から聞きたい？」

「そうだな。じゃあ関係者のアリバイから聞いとくか」

「誰からだ？　っつってもこの旅館の経けい営えい者しやと被害者の実の弟と主しゆ治じ医いぐらいしかいないんだがな」

「じゃあバーコード五十嵐いがらしから頼たのむ」

「……なんつうあだ名だ。本人が聞いたら怒るぞ。

　まあいい、五十嵐だが……この男に関しては完かん璧ぺきなアリバイがあるな。十二月十日の午後四時から午後九時ぐらいまで、ずっと旅館の中で忙いそがしく動き回ってるのを何人もの従じゆう業ぎよう員いんが目もく撃げきしてる。まあトイレに行った時間ぐらいあるだろうし、一秒たりとも間を空けず人前に姿を見せていたとは言い切れないがな」

「まあ旅館で働いてりゃその時間帯たいが忙しいのは当然か。他は？」

「弟と主治医──一ノ宮智とも康やすと葛西昭三も似たようなもんだな。十日にあった前回の裁判が終わってから、午後三時には二人とも旅館に戻ってる。受付が記録してたからまず間違いない。ただ、葛西の方は午後四時半ごろに、一ノ宮智康の方も午後五時前に少し出かけている。もっとも、二人とも午後五時十五分前後にはまた戻ってるがな」

「午後五時十五分か……」

　被害者が殺されたのは午後五時ごろと考えられる余地は充分にある。とすると、その時刻にアリバイのなかったこの二人は妙に怪あやしい。

　しかし、どこぞの法医学者の証言によれば、遺体が湖だか川だか──検察の主張によると、湖に遺棄された死体が川に流れたという話だったが──に遺棄されたのは早くて午後五時半だという。午後五時十五分に旅館に戻っていたとなれば、犯人扱あつかいはできない。

　あるいは何かトリックでも使って水中に遺棄した時間をずらしたという可能性はあるかもしれない。しかしである。被害者は海で殺害されたという解剖結果を忘れてはならない。

　あぶく町から一番近い海までは一時間はかかる。さらに被害者を溺でき死しさせる時間を考こう慮りよに入れれば、どんなにスピードを出したとしてもやはり往復で二時間はかかるだろう。一ノ宮智康と葛西昭三が午後三時にはすでに旅館に戻っていた上に、二人とも午後五時まではどこにも出かけなかったことを考えると、やはり犯人候こう補ほに仕し立たて上げるようなマネはできそうにない……。

「他には？」

　俺が尋ねると、影野は返事の代わりに肩をすくめた。

「何もない。情報はそれだけだ」

「なんだ。ロクな話がないな」

「いい話があると言った覚えもないな」

「まあいい。正直なところ、他に犯人がいるとは思えなかったからな。アリバイにも期待はしてなかったさ」

「ほう。つまりお前は自殺説を考えてるわけか」

「ああ。俺の依い頼らい人にんがウソをついているようにはどうしても思えん。だとすると、妻の死に絶ぜつ望ぼうして自殺したって可能性は充分にある」

「まあお前の言いたいことは分からんでもない。だが、検察の話を聞いてると到とう底てい自殺とも思えんのだが」

「そうなんだよなあ……」

　現在のところ、二岡夫妻の無実を証明するのにもっとも適てきしていると思われる説は、自殺説。それは間違いない。

　二岡夫妻は一ノ宮明之に呼び出され、しかも彼は夫婦で末永く仲良く暮らせ、あんまり遺のこしてやれるものはないかもしれないが許してくれ、などと言い残していた。その数時間前には、殺されたと思っていた彼の妻が自殺だったことが判はん明めいし、しかもその原因が、病気の妻を放っておいて趣しゆ味みの魚の飼し育いくに没ぼつ頭とうしていた一ノ宮明之本人にあったと俺が主しゆ張ちようしたのだ。その結果、絶ぜつ望ぼうした一ノ宮明之が、アルコールとハルシオンを服用して苦しまぬよう入じゆ水すい自殺をした──そう考えることは自然だろう。

　このことを陪審員に教えてやれば、あるいは自殺説も通るかもしれない。

　だが目もつ下かのところ、この説には極きわめて厄やつ介かいな問題が二つもある。

　一つは、その自殺をほのめかす言葉を聞いたのが、殺人の容疑をかけられている二人の被告人だけだということだ。これではいささか説得力に欠けるし、そもそもこのことを陪審員に訴うつたえるためには、あの二人を証言台に立たせなければならない。そうなると東ヶ崎のハイエナ野郎がどんな反対尋問をしてくるか──考えるだけで恐おそろしい。

　そしてもう一つ──これが何よりの問題なのだが、被害者である一ノ宮明之は、まず海で溺死させられ、それからあぶく町の川に遺棄されたという司法解剖の結果があることだ。

　これはもう自殺説ではまったく説明がつかない。まさか「海で溺おぼれた死体が鮭さけのごとく川を上ったんです！」なんて主張を信じてくれる陪審員がいるとも思えない。

　となると──やはり一ノ宮明之は二岡夫妻と別れた後で何者かと海で出会い、殺害され、その後あぶく湖まで移い送そうされたと考えた方が自然だ。だが影野から聞いた話からすると、被害者と接点がある人物の中で、時間的にそんなことができた人物は誰だれ一人としていないことになる。例外があるとすれば、それは俺の依頼人だけという有あり様さまだ。

　これまでの検察の主張をまとめると、こうなる。

　十二月十日、午後四時。殺された一ノ宮明之と二岡夫妻が〝海の見える丘公園〟の近くで会話をする。この点については目撃者がいた。二岡夫妻も認めてるし、まあ間違いないだろう。

　そして検察の主張によると、このとき二岡夫妻が一ノ宮明之にアルコール──ビールとハルシオンなる睡眠薬を服用させ、海で溺死させたということになる。

　司法解剖の結果から、アルコールとハルシオンが検けん出しゆつされたことについては疑うたがいようがないようだ。そして一ノ宮明之がビールを飲んでいたことは二岡夫妻も認めている。おまけに二岡浩二は寝不足解かい消しようのため、数日前にハルシオンを処しよ方ほうしてもらっていたという事実まである。

　さて、海で一ノ宮明之を溺死させた二岡夫妻は、その後アリバイ作りのために近くのラブホテルに向かった。そこでまず防犯カメラに自分たちの姿を映す。恐らく、怪しまれぬように部屋も借りるだけ借りておいたのだろう。

　そして次にあぶく湖へ向かう。正確に言うと、あぶく湖の西側にあるという硫黄が噴き出ている人気のない場所だ。そこで死体を遺棄する。その死体は湖から流れ出ている川を下り、途中にあった橋に引っかかっているところを発見されることになる。

　その後、二人は最後の仕上げのため、またホテルに戻り、防犯カメラに自分たちの姿を映した──というわけだ。

　わざわざあぶく湖まで行って死体を遺棄したのは、もちろん偽ぎ装そうのためだ。あぶく湖で死体が見つかったところで、車で一時間近くかかる場所にいた自分たちに容疑がかかることはない──そう思ったのだろう。おまけに二岡浩二は、同じ日にあった別の裁判で無む罪ざい放ほう免めんになったばかりなのだ。まさかそんな日に、また人を殺すなんて誰も思わないだろうから。

　ところが、ここに二つの大きな誤ご算さんが発生してしまった。

　一つは二岡夫妻の乗用車のタイヤに、硫黄が付着した小石が挟まっていたこと。

　そしてもう一つは、司法解剖の結果、一ノ宮明之は湖ではなく海で溺死したことが判明してしまったことだ。

　特に後者の誤算は大きい。これによって、逆に海の近くにいた二岡夫妻こそが犯人であると疑うたがいを強めてしまったことになるのだから。

　……なるほど、こうあらためて検察の主張を見直してみると、結構完かん璧ぺきだ。二岡浩二が無罪放免になったその次の日に、また臆おく面めん無く別の殺人事件で逮捕した警察の自信の理由も理り解かいできなくはない。

　もっとも、この状況を打だ破はする方法がないわけではない。といってもなんら根こん拠きよがあるわけもなく、推測だけで事を進めることになるのだが……。

「影野、二つばかり調べておいて欲しいことがある」

「なんだ？」

「一つはハルシオンについてだ。俺の見立てだと、おそらく殺された一ノ宮明之もハルシオンを処方してもらってたと思うんだ。それについて調べて欲しい」

「なるほど、確かに妻が死んだとなれば夫の方も寝不足になっていてもおかしくはないな。分かった、調べておこう」

　これで一ノ宮明之もハルシオンを所持していたことが判明すれば、自殺説を主張する足しにもなるし、他の犯人が本人から奪ったと主張することだってできるだろう。

「で、もう一つは？」

「木下って巡査がいただろ？　あの中年の」

「ああ、くだらない親おや父じギャグをかましたやつか」

「あいつが提出した石ころはなんとかしておかないと厄やつ介かいだ。アラを探してこい」

「アラと言われてもなあ。それは石ころについてか？　それともあの巡査自身についてか？」

「あいつ本人についてだ」

「分かった。金さえ出してくれるんなら、警察の裏事情ぐらいは掴つかめるだろうよ」

「じゃあそれでやってくれ。この際どんなことでもいい」

「ああ、なんとかしてみよう」

　さて。石ころの方は影野に期き待たいするとして──問題は海で殺害された後に川に遺棄されたという例の解剖結果だ。

　これさえ否定することができれば、自殺説をぶち上げることもできるし、一ノ宮智康あたりが犯人だったとでっち上げる余よ地ちも残る。

　しかし──あの本ほん庄じようとかいう法医学者の証言は、素人しろうとの俺でさえも納得できることばかりだった。いわく、海中で溺死した場合は、肝かん臓ぞうや腎じん臓ぞうに海にしか生せい息そくしないプランクトンが残ざん留りゆうする。これは生活反応であり、死亡した後に海水に浸つかっても起こるような現象ではない──。

　突っ込みようがない。

「……あ、待てよ」

　そうだ。確かに俺が法医学者と死体に関する知ち識しき比くらべなんてやったって勝ち目はない。

　しかしだ。よく考えればつい先日、俺はとある死体の専せん門もん家かと再会を果たしたばかりではないか。

　そいつの名は氏うじ神がみ功く徳どく。職業は監かん察さつ医いで、こと死体を扱あつかう数に関してはそんじょそこらの法医学者にもひけを取らないという。

　思い立ったら即行動である俺は携けい帯たいを取り出すと、氏神の家に直接電話をかけた。携帯の番号も聞いていたが、敢あえてそっちにはかけない。あいつが簡かん単たんに手を貸してくれるとも思えないし、将しようを射いんとすればまず馬を射よ、だ。

　プルルルと呼び出し音が鳴る中、俺は氏神本人が留る守すであることを心から祈いのった。

『はい、氏神ですが』

　やがて聞き覚えのある綺き麗れいな声が聞こえてくる。

　よかった。あいつの妻さい君くんの方だ。氏神伊い織おり。なんで氏神姓なんかを名乗っているのか不思議でしょうがなくなるような心身ともに綺麗な女だ。

「すいません、山鹿ですが」

『あら、山鹿さん。先日は色々とお世せ話わになりました』

「いえ、こちらこそ。ご主人、おられますか？」

『あら……まだ帰ってきてないんです。もう二時間ぐらいすれば帰ってくると思うんですが』

「ああ、そうですか。それは参まいったな……」

　俺は内心でガッツポーズをしつつも、表向きは心しん底そこ困ってるように装よそおった。

『どういったご用件でしょうか？　伝えておきますけど』

「ええ、実は今私は殺人事件の弁護を請うけ負っているんですけどね」

『ああ、そうでしたね。テレビで拝はい見けんしましたよ』

「それでその事件を解かい決けつするために、どうしても監察医であるご主人の助けが必要なんです」

　できるだけ切せつ羽ぱ詰つまったように語りかける。

　効こう果かは抜ばつ群ぐんだった。

『……主人の力が必要なんですね？』

「ええ、どうしても」

『分かりました、帰ってきましたらすぐまた折おり返し連絡しますので』

「助かります。では失礼します」

　俺はニヤリと笑って携帯を切った。

「お前があいつに助けを求めるとは思わなかったな」

　影野が言った。

「ふん、俺はガキじゃない。利用できるものはなんでも利用してやる。過去のいさかいなんて忘れてやるさ。今のあいつには妻子っつー弱点もあるんだからな」

「……ま、好きにやってくれ」

　と、影野はマッサージチェアから立ち上がったところで、何かを思い出したのか俺を振り返った。

「ああそうだ。夫婦ってことで思い出したんだが、二岡夫妻が休憩してたっつーラブホテルについても調べたんだがな」

「ああ、なんかアリバイになりそうなものはあったか？」

「さてな。三時間の休憩じゃ宿帳の記入は必要ないし、基本的に受付でもどこでも客と従業員が顔を合わせることはないようなシステムになっていた。他の客とすれ違うぐらいあったかもしれんが、場所が場所だけに覚えてるヤツはいねーだろ」

「それは分かる。だが部屋に髪の毛の一本ぐらい残ってたっていいだろう。いや、むしろ残ってない方が不自然だ」

「それについてはお前好みの答えを用意してあるぞ」

「どういうことだ？」

「単純な話だ、なにしろ場所が場所だからな。あの手のホテルだとな、たとえば毛が一本でも残ってると、客が冷めるんだとよ」

　……影野の話は、俺を苦笑させるに充分なネタだった。

　なるほど、ある意味極きわめて合理的だ。確かに自分たちのものでない毛がベッドにでも残っていようものなら、いささか引く。

「つまり、あのホテルは清せい潔けつさをウリにしてるってわけか」

「そういうこった。シーツから下げ水すい溝こうまで客が帰る度に丁てい寧ねいに掃そう除じしてるんだとよ」

「むう」

　なるほど、なぜ俺の依頼人がホテルの部屋にいた痕こん跡せきが何も残っていなかったか、その理由については合が点てんがいった。意外すぎる落とし穴である。

「じゃあ影野。あの夫婦がせめて部屋にいたってことを証明できる手立てぐらい何かないのか？」

「ああ、喜べ。そういうことに使える面おも白しろいネタを仕入れてやったぞ」

　と、影野は人の悪い笑みを浮かべた。

「こいつはホテルの従業員から仕入れたネタなんだが……ま、あんまり法廷で話題にするべきもんじゃないかもしれんがな」

「まさか盗とう撮さつ用のビデオテープでも設せつ置ちされてたってオチじゃないだろうな？」

「そんなバカな。……いや、案外ないでもないかもしれんが、そんなことを従業員がバラすわけがねーだろ、ネタってのはもっと他のものだ。

　あの夫婦は裁判が終わるなりさっさとホテルへしけこんだって話だったよな？」

「ああ」

「確か夫の方はスーツを着てたよな？」

「ああ。その日の昼まで裁判をやってたぐらいだからな」

「でだ。確か警察に逮捕されると、そのときに着てた服ってのは警察が預あずかるんだよな？」

「ああ、そうだな。背広なんて着てれば留りゆう置ち場じように入るときに預けなきゃならん。だが、出るときには返へん却きやくされるはずだ。……いや、でもこれは殺人事件だからな、殺人があったときに着てたはずの服なら、まだ警察が預かってるか」

「必要ならその衣い服ふくを調べることができるか？」

「そりゃ、証拠として必要だと申しん請せいすりゃどうにでもなるだろうが」

「なら申請するんだな。ひょっとするとアリバイの足しになるかもしれん」

「……また回りくどい表現をしやがって。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言え、服の何を調べろっつーんだよ？　まさか妻が着てたスカートを調べろとでも言い出すんじゃあるまいな？」

　数年前、クリキントンとかいう大だい統とう領りようの不ふ倫りん騒そう動どうでそんな話があったことを思い出す。

　服についた体液というのは洗せん濯たくしても落ちないらしい。確かにそれならホテルでナニをしてたという証明にはなるかもしれないが、洗濯しても落ちないのではいつ付いたのかを証明することもできない。何より、そんな下品なことを法廷で立証するのは……まあウケは取れるだろうが、品ひん行こう方ほう正せいを地でいく弁護士としては少々遠えん慮りよしたい。

　だが、俺の予よ測そくは外れた。

「調べるのは夫の服だ、スラックスをな」




　……影野から詳しい説明を聞いた俺は、今回の裁判で仕入れたどんなトリビアよりも深く納得してしまった。




　　　　◆




　氏神から電話がかかってきたのは、その一時間後──部屋に戻って夕食を待っているときだった。

『……山鹿』

　氏神の第一声は、非ひ常じように恨うらみがましいものだった。

「おお、我わが友、氏神先せん輩ぱいではないですか。お待ちしておりました」

『ふざけんじゃねえ。てめえ、家か内ないに何を吹き込みやがった？　なんだか知らんが家に帰ったらなぜか俺はお前に会いに行くことになってやがったぞ。佐緒里のヤツ、新しん幹かん線せんの時刻表まで用意して待ってやがった』

「いやなに、どうしてもあんたの助けが必要なんだって言っただけさ」

『……てめえ、そういうことなら俺に直接言えよ。携帯の番号は教えたはずだ』

「お前に直接頼たのんだってぜってー断ことわるだろうが」

『だからって家内に言うのはやめろ！　あいつの性格知ってるだろ！』

　正直言って、氏神功徳という男の性格はどうしようもないという一言に尽きる。火を見ればガソリンを注ぎこむような性格をしてるのだ。俺が助けがいるといったところで、ざまあみろと一いつ笑しように付ふされるのがオチだろう。

　しかし、あいつの細さい君くんの方は違う。困ってる人には必ず手を差し伸のべようという、氏神姓を名乗る人にはまったく不ふ釣つり合あいな性格をしてるのだ。利用しない手はなかった。

「まあいい。とにかく時間がないんだ、ちょっとこっちまで来てくれ、交通費は出すから」

『誰が行くか！　俺にも都つ合ごうってもんがあるんだ！』

「お、氏神先輩、そんなこと言っていいのかな？」

『当たり前だ、てめえに命令される義理はない！』

　俺は対氏神用の秘ひ密みつ兵器を使用した。

「奥さんに言いつけるぞ」

『てめえいつか殺す』

　氏神は医者らしからぬ暴ぼう言げんを吐はいたが、ついに断るとは一言も言わなかった。

『……分かった、行ってやる。

　しかしな、今からどうやってそっちまで行けっつーんだ。俺は疲れてんだ、真夜中の高速道路を運転する気はないぞ。お前と違って所しよ帯たい持ちなんだからな』

「ちっ、仕方ねーな」

　さすがにそこまで無む理り強じいすることはできない。

　というか、よく考えたら俺が今いるあぶく町は、夜間周辺の道路が通行止めになってしまうではないか。

「分かった、じゃあ明日の午前……はダメだな、審理がある。午後にでも裁判所まできてくれ。市内の方なら新幹線も通ってたはずだしな」

『本来なら断りたいところだが、まあ仕方あるまい。だがいいか山鹿、こいつは貸しだからな』

「ああ、ツケといてもらおう。将しよう来らいお前が離り婚こんで裁判起こすときにはタダで弁護してやるからよ」

『誰が離婚なんかするかっ‼』

　怒ど鳴なり声とともに、携帯は切られてしまった。

　いささかやり過ぎたか。しかしあの我田引水を地で行く氏神をこうもあっさり操そう縦じゆうできるようになるとは、我ながら驚おどろきを禁きんじえない。結婚は人生の墓場という言葉はあながち間違ってはいないらしい。
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「弁べん護ご側最初の証人は、浜はま本もと純じゆんさんです」

　俺の宣せん言げんで、弁護側の反はん証しようが始まった。

　俺が証言台に呼んだのは若い男だった。年ねん齢れいは二に岡おか浩こう二じと同じぐらい。特とく徴ちよう的てきな点を挙げるとすればくすり指に指ゆび輪わをはめていることぐらいだろうか。まったく俺の依い頼らい人にんといい氏うじ神がみといい、挙あげ句くにこの証人といい、今回の事件じゃなんでこう指輪はめた連中ばっか出てきやがるんだろう。

「職しよく業ぎようとお名前をお願いできますか」

「浜本純、ホテルの従じゆう業ぎよう員いんをやっています」

「そのホテルは〝ラヴァーズ〟という名前ですね？」

「はい」

「ところで、あなたはこの場で審しん議ぎされている事件についてどの程てい度どのことを知っていますか？」

「まあ、テレビや新聞で見聞きした程度ですが」

「結けつ構こうです。では、被ひ害がい者しやの遺い体たいが川で発見されたのは十二月十日の午後六時ごろで、水中へ遺い棄きされたと思われるのがその半時間以内だと推すい測そくされていることはご存ぞん知じですか？」

「ええと、今知りました」

「充じゆう分ぶんです。

　では、被ひ告こくら夫婦が同日の午後四時から午後七時の間にかけて、あなたが従業員をしているホテルで休きゆう憩けいしていたと主しゆ張ちようしていることはご存知ですか？」

「ええ、それについては警けい察さつの方からある程てい度ど話を伺うかがってました」

「ですが、被告らがあなたのホテルでその時刻に休憩していたと証明できるような証拠はなかったそうですね？」

「ええ。うちのホテルでは従業員がお客様とは顔を合わせずに済むようなシステムになってますから」

「それでも、たとえば髪かみの毛一本ぐらい部屋に残っている可か能のう性せいはあるのではないですか？」

「うーん、ですが私どものホテルではそういったことがないように特に気を使っているのです。清せい潔けつ第一がモットーでして。

　理由はお察さつしいただけると思います。まあその、こと私どものようなホテルでは見知らぬ人の毛が一本でも残っていたら、大変不ふ愉ゆ快かいに思われるお客様が多いものですから」

　あちこちから苦笑がこぼれた。

「そういうわけでして、お客さまが部屋を使用した後は、毛一本汗あせ一いつ滴てき残らぬよう完かん璧ぺきな掃そう除じを心がけております。みなさまもホテルをご利用の際さいは是ぜ非ひ〝ラヴァーズ〟へどうぞ」

　二度目の苦笑がこぼれる。

　俺が東とうヶが崎さきを殺やるときは清潔さをウリにするホテルで殺るとしよう。向こうで勝手に痕跡を消してくれるのならこれほど楽なことはない。まあ問題は、どうやってそんなホテルに東ヶ崎を連れ込むかだが……。

「ではつかぬことをお訊たずねしますが、あなたが働いているホテルでは頻ひん繁ぱんにシーツを代えていますよね？」

「ええ。とにかくうちのホテルは清潔が第一ですから。少しでも汚よごれていてはお客様も気になって集中できませんからね」

　さすがにそろそろその手の話題を振るのは正直やめて欲しかった。傍ぼう聴ちよう人にんの受けはいいのだが、さっきから裁判長のこめかみ辺りがヒクついているのが怖こわい。

「シーツはどうするんですか？　洗せん濯たくするんですか？」

「ええ。専せん門もんの業者がいましてね。回かい収しゆうして洗濯してもらってます」

「ではつまり、シーツだけは部屋が掃除されてもしばらく残っていたわけですね？」

「ええ、まあ」

「ですが、警察はそれを持っていって調べようとはしなかったわけですね？」

「ええ。あいにくタイミングが悪くて警察の方が来る前に業者に全部引き渡してしまったものですから」

「つまり、警察の捜そう査さの遅れによって、貴き重ちような証拠が失われてしまったわけですね？」

「異い議ぎあり！」

　東ヶ崎が勢いきおいよく立ち上がった。

「ただ今の弁護人の質問は不当に警察を陥おとしいれようという悪意がこめられたものであり、そもそもこの証人は一従業員であってそのような質問に答えられるような立場にはありません。

　さらに付け加えさせていただきますが、先ほどから弁護側が行っている一連の質問は、明らかに本法廷の品ひん位いを陥れるもので、かつ本件と関連性があるものとも思えません」

　たかが異議を申し立てるのにここまでセリフを並べ立てられるのは間ま違ちがいなく一種の才能だろう。まあ東ヶ崎検けん事じは見るからに潔けつ癖ぺき症しようっぽく見えるし、この手の上品とは言えぬやり取りはお気に召めさないのだろう。

「検察側の異議に従い──」

　と、俺は肩をすくめて言った。

「先ほどの質問については撤てつ回かいいたします。ですが私は必要もなくこのような質問をしているわけではありません。もう少し続けさせてください」

「……まあいいでしょう。続けてください」

　裁判長が許可を出すと、東ヶ崎検事はまだ不満なのかコンクリートのように顔を固めたまま、ゆっくりと席に戻った。

「では尋じん問もんを続けます。浜本さん、あなたはご結婚なされてますね？」

「ええ、まあ」

「では、仮にです。仮にあなたが、今お勤つとめのようなホテルで浮うわ気きでもしようとした場合、どんなことに気をつけますか？」

「裁判長閣かつ下か！」

　東ヶ崎が裁判長をにらみつけた。あの下品な弁護人にどうかその木き槌づちで鉄てつ槌ついを──とその目が要よう求きゆうしている。どうでもいいが、木槌で鉄槌ってのは変だな。

　裁判長はいささか呆あきれ気ぎ味みの顔をしながら、

「弁護人、その質問は必要なのですね？」

「ええ、非ひ常じように重要な質問です」

「よろしい、ではこの質問だけ様よう子すを見ましょう」

「ありがとうございます。さあ浜本さん、お答え下さい」

「はあ。まあ仮に浮気でもするとなれば一つだけ気をつけることがあります。

　さっきも申し上げましたが、うちのホテルでは清潔を第一に考え、シーツはいつもノリの効きいた新品に取り替かえてます。

　このノリというのがくせものなんです。

　まあその、なんですな、この手のホテルでベッドを使うとなると、男はズボンを穿はいたまま両りよう膝ひざをベッドにつける体たい勢せいを取ることがあるんですよ。特にその、急いでるときとかに。みなさんにもご記き憶おくがあると思いますが」

　うむ。

　裁判長を含ふくめた法廷内の男全員がなんか納なつ得とくしたような顔をしていた。確かに、シャワーを浴あびることすら待っていられないときもあるだろう。

　驚おどろいたのはさっきまで散さん々ざん渋しぶい顔をしていた東ヶ崎が口をつむいで何も抗こう議ぎしようとしないことだ。少しは興きよう味みが湧わいてきたか。

　浜本のためになる話は続いた。

「このときにですね、膝を何度もシーツにこすりつけるようなことがあると、シーツのノリの成分がズボンの膝頭の部分についてしまうんです。そうなると、膝頭の部分が油を塗ぬったようにテカテカになってしまうんですよ。

　もし女房がこのことを知っていて、かつズボンにそのような痕こん跡せきが残ってるのに気付くようなことがあれば……ねえ？　考えるのも恐おそろしいでしょう？」

　法廷は苦笑に包まれた。まったくこないだのプランクトンの話といい、裁判というやつはしょーもない知識の宝ほう庫こである。

「つまり浜本さん。もし被告人がホテルを利用していたとすれば、そのような痕跡が残っている可か能のう性せいがあるわけですね？」

「ええ、まあそうですね」

　今日の審しん理りが始まってから初めて東ヶ崎の眉まゆがしかめられた。

　俺はその東ヶ崎に向き直り、

「東ヶ崎検事。昨さく晩ばん私は二に岡おか浩こう二じ氏が逮たい捕ほされた際さいに着用していた衣い服ふくを持ってきていただけるように要よう請せいしましたね？」

「……よかろう、好きにしたまえ」

　東ヶ崎はぶっきらぼうにそれだけ言うと、隣となりにいた助手らしき検けん事じに頷うなずいて合あい図ずした。やがて俺の元へビニール袋ぶくろに包つつまれた衣服一式が運ばれてくる。

　俺はその中からスラックスを見つけ出すと、証言台の浜本に手渡した。

「浜本さん。そのスラックスの膝頭の部分を見ていただけますか」

　浜本はすぐに俺の言われた通りにし、そして目的のものを見つけ出した。

「ああ、ありました。ノリの成分がひっついてテカテカになってます」

「恐れ入りますが、それを陪ばい審しん員いんや傍ぼう聴ちよう人にんの方々にも見えるよう掲かかげていただけますか」

　浜本は言われた通りに膝頭の部分を見せつけるような形でスラックスを掲げ、証言台でぐるりと一回転した。

　法廷の照しよう明めいに照らされ、確かに膝頭の部分がテカテカと光っていることが分かる。

「浜本さん。これで被告らが少なくともホテルの部屋にいたことが証明されたと思いますか？」

「ええと、まあそうですね。ノリの効いたシーツなんて使ってるのはホテルぐらいのものですしねえ。こんな痕跡は洗えば落ちますから、付ふ着ちやくしたのはごく最近ということになるはずですし」

「尋じん問もんは以上です。反対尋問をどうぞ」

　俺は満足げに東ヶ崎を見やった。これでとりあえず俺の依い頼らい人にんにアリバイの余よ地ちがあったと思わせることはできたはずだ。

　東ヶ崎がいつも通りの鉄てつ面めん皮ぴで立ち上がった。なんと反対尋問してくるかは容よう易いに予想がつくので警けい戒かいする必要もない。

「浜本さん。確たしかに被告人の着用していたスラックスには、ホテルのベッドを使用しなければ付着しないようなノリの成分が付いていたのかもしれません。

　ですが浜本さん。あなたにはその成分が、何時ごろに付着したものであるかを判はん別べつすることはできますか？」

「い、いえ。それはさすがにできません」

「ではたとえば被告らが部屋に入り、そのノリの成分をスラックスに付着させ、五分ほどしてまた部屋を出たという可能性もあるということですね？」

「まあ……何時に付いたものか分からない以上、そういうことになりますなあ。お金を支し払はらわないと部屋には入れないシステムにはなってますが、定められた時間の中で外出される分にはまったくノーチェックですし」

「質問は以上です」

　まさしく教本通りの反対尋問だ。だが甘い。さすがの東ヶ崎も、この手の下しものやり取りは苦手のようだ。

「再直ちよく接せつ尋問を行わせていただきます」

　俺は立ち上がるとすぐさま質問を飛ばした。

「浜本さん。仮にあなたが夫婦でホテルに入り、休憩したとして、五分やそこらで満足することができますか？」

　爆ばく笑しようの渦うずが巻き起こった。

「異い議ぎを申し立てます閣下！　弁護側は無む意い味みに扇せん情じよう的てきな質問をし、議ぎ論ろんのすり替かえを行っております！」

　珍めずらしく東ヶ崎は感情的になって叫さけんだ。こういうコケのされ方には慣なれていないらしい。

　さすがに「ホテルでなにもせずに出てきたという可能性もあるではないか！」と主張しなかったのは、東ヶ崎も男だったということだろうか。

「質問は以上です」

「再反対尋問はありますか？」

「いえ、結けつ構こうです」

「では弁護人は次の証人を喚かん問もんしてください」

　さて、困った。俺は腕うで時計を見た。まだ一人しか証人を呼んでいないので、当然といえば当然なのだが、まだ十一時にすらなっていない。

「裁判長。実は今回の事件について私はある専門家の意見を必要としているのです。

　そのため、私の地元の知り合いにこちらまで来てもらうことになっているのですが、彼の到とう着ちやく時刻がそろそろなのです。

　ですので、いささか早いですが少しの間昼休みとしていただき、」

「裁判長閣下に謹つつしんで申し上げます──」

　うるさい黙だまれハイエナ検事──という心の声は届とどかなかった。

「私の知る限り、山鹿弁護人はいざ弁護側の反証の段だん階かいになると、必ずといっていいほど審しん理りの一時的な延えん期きを申し入れております。

　我われ々われだけならともかく、審理を延期するとなれば陪審員のみなさんに対する負ふ担たんも増えてしまいます。やむを得えない理由があって延期するのは仕方のないことではありますが、これが裁判の度に必ずとなるといささか弁護人の裁判というものに対する観かん念ねんを疑うたがわねばなりませんな」

「東ヶ崎検事、あなたのおっしゃりたいことは分からないでもありません」

　と裁判長。

「しかしその審理の延期の結果、山鹿弁護人がこれまでのすべての裁判において確実な反証を行ってきていることも考こう慮りよせねばならないでしょう。そもそも今回の事件においては、異い例れいともいえる警察の迅じん速そくな捜そう査さがありました。その点を考えても、弁護側が要求するのであれば必要な時間を与えるべきでしょう」

「閣下がそうおっしゃるのであれば仕方ありませんな」

　東ヶ崎は長々とゴネた割にはあっさりと引き下がった。

　裁判長の言った通り、これだけ迅速な捜査と予よ備び審しん問もんが行われているのだ。しかも刑事裁判というやつは、基本的には弁護側にできる限りの便べん宜ぎをはからなければならないという建たて前まえがある。俺が時間が少しばかり欲しいと言えば拒こばまれることなどまずありはしないのだ。あのハイエナ検事だってその程てい度どのことはわきまえているはずである。

　ようするに陪審員の俺に対するイメージをおとしめたいだけなのだ、ヤツは。

「山鹿弁護人、これからその専門家に会われるわけですね？」

「ええ、そうです」

「では一時間程度の休憩では不足でしょう。かといって何時間も休憩をとり、長時間に渡って陪審員のみなさんを拘こう束そくするわけにもいきません。

　今日は日曜ですし、いささか早いですが今日の審理はこれまでとした方がよろしいのではありませんか？」

「願ってもないことです」

「よろしい。では続きは明日の朝午前九時とします。みなさん、お疲れ様でした」

　木槌がカツーンと鳴らされた。

　さすがに俺を見る陪審員の目にいささか冷たいものが混まじっていたことは甘かん受じゆしなければなるまい。

　まあいい、裁判の途と中ちゆうでどれだけ冷たい目で見られようが、ようは最後にひっくり返してやればいいのだ。

　……まあ、もしこれで氏神から大した情報を得られなかったら大おお恥はじだが。




　　　　◆




　調査を頼たのんでいる影かげ野のと別れ、俺は氏神が来ることになっている市内の駅へと向かった。

　いささか意外だったが、氏神の野や郎ろうは遅ち刻こくすることなく駅の前で待っていた。

　その辺の道を行く人々より一ひと際きわ高い身長。きっつい目つきをメガネでどうにかカムフラージュしているものの、苛いら立だたしげな表情をして周囲を見回していてはあまり意味はない。駅前ということもあって人は多かったが、氏神を中心とした半径一メートル以内には誰も入ろうとしない光こう景けいはいささか笑えた。
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「よう氏神、来てくれたんだな。お前が遅刻せずにこうもスンナリ来るとは思ってなかったぜ」

「黙れ。人をこんなところにまで呼びつけといて、最初の挨あい拶さつがそれか？」

　やはりというか、見た目以上に虫の居い所どころが悪そうだった。

　これが三年ほど前の氏神であれば、この俺でさえいささか気を使った応対をしていただろう。だが今のこいつには妻子という弱点がある。非協力的だったら奥さんに言いつけてやる──そう考えると、まったく怖こわくないのだ。




　とりあえず氏神と近くのファミリーレストランへと入る。

　俺は紅茶を注文しただけだったが、例によって氏神はお勧すすめハンバーグランチとやらを四人前も注文し、ウェイトレスを驚おどろかせていた。

「山鹿、勘かん定じようはお前持ちだからな」

「分かってる。それぐらいは払はらってやるよ」

「ったく、もう少し感謝してる様子だけでも見せろよな。国家反はん逆ぎやく者しやのお前に手を貸すためにこんなところまで来たことがバレたら、クビになってもおかしくねーんだぞ？」

「誰が反逆者だ誰が」

「いつも検けん察さつ官かん様に真まっ向こうから反逆してるのはどこの誰だ？」

　なるほど。確かに検察官は国の代だい理り人にんには違いないか。

「まあ安心しろ、仮にお前がそんな理由でクビになったりしたら、俺が代理人になって訴うつたえてやるよ、不ふ当とう解かい雇こだってな。そもそも、お前の身分は公こう務む員いんなんだろ？　俺だって税ぜい金きんは払ってるんだ、給料の払い主を手助けすることに苦情を言えるヤツなんざいねーさ」

「この数年で口だけは達たつ者しやになりやがって。

　もういい、俺はさっさと愛する妻子のもとへ帰りたいんだ、今すぐ用件に入れ」

「ああ、そうしよう。

　とにかく今回の裁判じゃ司し法ほう解かい剖ぼうの結果がすべてを左右しそうなんでな。お前の意見を聞かせてもらいたい」

　まずざっと今回の事件のあらましを説明する。

　今月十日の午後六時ごろに一いちノの宮みや明あき之ゆきの遺い体たいが発見されたこと。司法解剖の結果、被ひ害がい者しやはアルコールとハルシオンを服ふく用ようしており、海で溺でき死しした後、あぶく湖に死体が遺い棄きされたと推測されていること。その結果、被害者の関係者の中で唯ゆい一いつ海の近くにいた上、被害者を殺さつ害がいする動どう機きを有していた二に岡おか夫妻に容よう疑ぎがかかり、さらに犯行を疑うたがわせるいくつもの状況証拠が発見されたため、逮たい捕ほ・起き訴そされてしまったこと──。

「とにかく厄やつ介かいなのは海で殺害されたにもかかわらず、遺体は川で見つかったっつー話だ。こいつのおかげで俺の依い頼らい人にんへの容疑が一気に強まっちまった上に、自殺説も他殺説も主張できねーんだ」

「なるほどな、概がい要ようは分かった。じゃあまず聞くが、その海で殺害されたってのは何を根こん拠きよに出てきた説なんだ？」

「ああ。司法解剖した法医学者の証言によるとだ、なんでも被害者の腎じん臓ぞうだか肝かん臓ぞうだかから海にしかいないプランクトンが検けん出しゆつされたらしい。なんつったかな……？　コスギのデスク族がなんとか……」

　氏神は目をパチクリとしばたかせた。

「……コスギのデスク族？　何だそりゃ？」

「違ったか。おすぎのディスク……いや、これも違うな。プランクトンの名前らしいんだが」

「ひょっとしてコスキノディスクス属のことを言ってるのか？」

「ああ、そういやそんな感じだったな」

「……一体どこからおすぎが出てきたんだか不思議でしょうがないんだが」

「ほっとけ。大体なんなんだそのコスキノディスクス属ってのは。まあ名前が長ったらしいのはともかくとして、属ってのはなんだ属ってのは」

「プランクトンみたいな微び生せい物ぶつは腐くさるほど種類があるからな。コスキノディスクスってのは、それこそ世界中の海に存在するメジャーなプランクトンだ。だが、生息地ち域いきによって微び妙みように形状が違ってたりするからな。それにいちいち名前をつけて管かん理りするのも面めん倒どうだから、属って付けて一まとめにしてるのさ」

「……お前が言うと妙にざっくばらんな話に聞こえるな。本当の話か、それは」

「そりゃ偏へん見けんだな。今お前にウソを教えてどうなる？　俺は得をしないウソはつかん」

　もっともである。それに今の話がでまかせの類だったとしても、たいした問題もない。ちなみに俺は「ハッタリとホラは吹くがウソはつかない」が信しん条じようである。どうでもいいが。

「まあいい、話を戻すぞ氏神。なんとかしてその海で死亡したっつー説をひっくり返す方法はないか？　それさえできれば自殺説の一つもでっち上げることができるんだが」

「……ひっくり返すだのでっち上げるだの、相変わらず弁護士とは思えねえセリフだな」

「ようは勝てばいいんだよ勝てば。結果さえ出せば手しゆ段だんは問われないのがこの業界なのさ」

「……お前、〝モラル〟って言葉の意味知ってるか？」

「〝勝ったヤツが正義〟って意味だろ？　真実なんざこの際さいどうでもいい、とにかく今の状況をひっくり返す手しゆ段だんが欲しいんだよ」

　氏神は諦あきらめたようにため息を一つ吐ついてから、

「分かった、俺はもう自分の用事を済ませてさっさと帰るとしよう。あとはお前が好きにするがいいさ。

　もっとも──今の話を聞いた限りじゃ、その司法解剖をしたっつー法医学者、間違ったことは言ってないな」

「そこをなんとか」

「いや、なんとかって言われてもな……」

　と、ここでウェイトレスが二人がかりで注文の品を持ってきたため、話し合いは一時中ちゆう断だんとなった。

　四つもの同じメニューがテーブルの上を埋うめ尽つくす光景は、何度見ても食欲を失う。四人前注文するにしても、せめて違うものにしろというに。

　氏神はいただきますも言わずにナイフとフォークを手に取り、すぐさまガツガツと食べ始めた。

「ああそうだ、なんかの足しになるかもしれん、被害者の素す性じようについてもっと詳しく教えろ。高こう齢れいってのは聞いてるが、昔はどんな職に就いてたんだ？」

　氏神は食べる合間に口を開いて訊たずねた。俺は一いつ張ちよう羅らのスーツを着ているのだ、氏神の口から変なものが飛んでこないか心配でしょうがない。

「素性か。年齢は……確か七十三とか言ってたな。定年退たい職しよくするまではサラリーマンをやってたそうだ」

「ちっ、漁師でもやってたら面白かったんだがな。他には？」

「……年齢と職業は言っただろ？　あと何を言えばいいんだ？」

「病歴、健康状況は？」

「年齢の割わりにはおおむね良好らしい。あー、ただ最近は喘ぜん息そくぎみだったな。こないだ法廷で証言台に立ったときもゴホゴホやってた覚えがある」

「ほう。喘息ぎみか」

　氏神のメガネがキラリと光ったように見えた。

「試しに訊きくが、その殺された一ノ宮明之っつー男、陶とう器きとか七しち輪りんを作る趣しゆ味みでもなかったか？」

「……なんだって？　陶器としちりん？」

「七輪だ七輪。炭火をおこすのに使うアレだよ」

「いや、そんな趣味は聞いたことがないが。そもそも、そんなものとプランクトンとなんの関係があるんだよ？」

「まあ気にするな。そうだろうとは思ってたからな」

「またわけの分からんことを。七輪を作るのが趣味なんてヤツは聞いたことがないぞ。被害者の趣味は魚を飼かうことだ」

「……ぬ」

　何気なく俺が発した一言に、氏神はフォークを動かす手を止めた。

「魚を飼ってたのか。どんな魚だ？　ひょっとして海の魚か？」

「ああ、そうだ。ムダに金はあったらしくてな、あのうたかたって旅館で一部屋借りて水すい槽そうを置いてたらしいぜ」

「……ほう、そいつは面白い。山鹿、話を戻すが被害者が溺死した場所ってのは海っつーだけでどこの入り江だとかは別に特定されてないんだよな？」

「あ、ああ。そういえばそうだったな」

　突とつ然ぜん、氏神はニヤリと笑った。まるで影かげ野のあたりがよからぬことを考え付いたときのような顔だ。

「喜べ山鹿、こいつは多分お前好みの論ろん法ぽうだ」

「拝はい聴ちようしようか」




　……氏神の説明を聞き終えた瞬しゆん間かん──俺はこみ上げる笑いを堪こらえるのに苦労しなければならなかった。

　このヤブ医者が語ったことは、海で死亡したという主張をひっくり返し得る有力な足がかりとなるものだった。もしうまくいけば、自殺という可か能のう性せいを信じさせる充分な下地になるだろう。

　これで道は開けた。だが……まだこれだけでは事件解かい決けつになり得ないだろう。

　氏神から今聞いた話から考えても、やはりもっとも真相に近いのは自殺説だと思える。

　だが、それを主張する手立てはただ一つ、被告らを証言台に上げて海辺での会話を証言させることしかない。俺は個人的に二人の被告のことを知っている。だからこそ二人の言っていることが真実だと思うし、それゆえ自殺説という可能性を信じることもできる。

　しかしだ。陪審員たちはそうではない。いくら海辺での会話を二岡らに語らせたところで、疑うたがいを晴らすためにそれらしい話をでっち上げてるとしか解かい釈しやくしてくれないだろう。もちろん東とうヶが崎さきだって反対尋問でその辺を突いてくるに違いない。

　氏神から聞き出したことを主張すれば、現在の不利な状況を改かい善ぜんする──すなわち、合ごう理り的てきな疑いの余地を増やすことはできる。だが、それだけでは不足だ。自殺説を主張するとなれば最終弁べん論ろんをやらねばならないだろうし、そうなると見るからに演説の得意そうな東ヶ崎から勝利をもぎ取るにはまだ足がかりが足りない。

　いっそ誰か適てき当とうなヤツを真犯人としてでっち上げるぐらいのことをしてみたいのだが……それすらも、まだ材料が不足気味だ。

「そういえば──」俺が考え込んでいると、不ふ意いに氏神が言った。「俺を呼んだほどだ、遺体の写真ぐらい用意してあるんだろ？」

　すでに二人前の日替わりランチを空にしていたのはさすがというべきか。

「ああ、あるぞ。これだ」

　あらかじめ検けん察さつからかっぱらってきた食事中には絶対に見るべきではない写真の入った封ふう筒とうを渡す。

　しかし氏神は分ぶ厚あついひき肉のカタマリを口に運びながら、口くち笛ぶえでも吹き出しそうなほどにごく普通な表情でそれを一枚一枚眺ながめた。やっぱりこいつは死体を見るのが楽しみで今の職業についたに違いない。

「溺でき死し体たいとは聞いていたが、この写真を見た限りだと水に投げ入れられてから死後二時間も経けい過かしてなさそうだな。長くてせいぜい九十分ってところか」

　……写真をチラリと見ただけで、あの本庄とかいう法医学者と同じ結けつ論ろんに達することができるのはやはりさすがと言うべきか。

「他になんか気付いたことでもないか？」

「まあ慌あわてるな、今じっくり見てるんだからな。……ぬ？」

　と、そこまで言ったところで氏神はある一枚の写真に目を留とめた。

「お、なんかあったか？」

　嬉き々きとして問とい質ただすが、氏神はすぐにその写真から興きよう味みを失ってしまったようだった。

「いや、湖の近くで発見されたんだろ？　今の時期なら氷ぐらい浮ういててもおかしくないだろうし、まあ関係ないだろう」

「おいおい、ちょっと待て。そんな風に言われたら逆に気になるだろうが。それにあぶく湖は温泉が湧わき出てるからほとんど不ふ凍とう湖こだぞ」

　一部凍こおっていた場所もあったが。

「ふむ、そういやガイドブックにそんなことが書いてあったっけか」

　氏神はフォークをくわえたまま一枚の写真に見入った。思わずあのフォークをちょっと押し込んでやりたい欲よつ求きゆうに駆かられる。

「山鹿、これを見てみろ。何か気付かないか？」

　氏神が示した写真。被害者がまるでお祈いのりをするように胸の上に両手を置いており、その手を中心にしたズーム写真だった。どうやら被害者の両手の下側を写すことを目的にした写真らしい。

　なぜそのような場所をわざわざアップにして撮とったのか？　そしてなぜ氏神もこの写真に興味を持ったのか？　答えはすぐに分かった。

　被害者の手の下の部分。

「ここんとこが他の部分より膨ふくらんでるように見えるな。ほんのわずかだが」

　なにしろ体全体が一時間以上水に浸つかっていたのだ。全体的に皮ひ膚ふはふやけているのだが、それでも手の下の部分だけわずかに膨らんでいるように見えた。

　氏神は頷うなずいた。

「ああ、俺にもそう見える。こいつは水ぶくれだ」

「水ぶくれ？　なるほど、言われてみるとそんな感じだな。しかし、水の中にいたんだからそれぐらいできるだろ」

「いや、水ぶくれは水の中にいるからってできるようなもんじゃないぞ」

「……そういやそうか。じゃあどうやってこんなもんができたんだ？」

「そうだな、水ぶくれができる原因は……まあいくつもある。火傷やけどがそうだし、皮膚病にかかっててもできる。だが……写真を見た限りだと、他の部位にはできてないようだし、皮膚病の類たぐいじゃないな。それに溺でき死し体たいに火傷というのも妙みようだろ？　可能性があるとしたら凍とう傷しようだと思ったんだが……」

「凍傷？　よく分からんが、そいつは冷たい川に浸かってるとできるものなのか？」

「どうだろうな。凍傷ってのは極きよく度どの寒気のために皮膚の血行が悪くなり、組織に損そん傷しようをきたす状じよう態たいのことをいうんだ。でもな、どんなに冷たい水だろうと浸かってるだけで凍りついたりはしないだろ？　それだとせいぜい充血かむくみが生じる程度のはずだ。水ぶくれができる凍傷ってのはもっとひどい状況にならないとできないはずだが……」

「もっとひどい状況か。ああ、それで湖に氷が張はってると思ったわけだな？　皮膚が氷に直じかに接せつしていたらこんな風にもなりえるってわけか」

「まあそうだな」

　ふむ。手の下の部分にだけできた凍傷らしき水ぶくれ。なぜそんな凍傷ができたのか？　それも、手の下の部分にだけ。あぶく湖は不凍湖で氷なんてほとんどないにもかかわらず。

「……あ」

　そのときである。

　俺の金色の脳のう細さい胞ぼうがピカリと輝かがやきを増したような気がした。

　海で溺死した後に湖に遺い棄きされたとする説の否ひ定てい。被害者の両手の下にできている凍傷。そして凍らない湖。

　俺の考えどおりだとすると、もしかしたら──

「どうした、何か思いついたのか？」

「ああそうだ。分かったぞ、真相が」

　携けい帯たいを取り出し、まず二岡浩二に電話をかける。数回の呼び出し音の後、本人が出た。

『はい、二岡ですけど』

「ああ、俺だ。一つ確認したいことがあるんだ、教えてくれ。一ノ宮昌子には生命保険が掛かかっていたよな？」

『ええ、そう聞いてますが』

「そいつはもう支し払はらわれたのか？」

『え、いえ。何しろ義は母はが亡くなってからはゴチャゴチャしてましたから、とてもそこまで手が回らなくて』

　まあそうだろう。

「その保険について正確なことが知りたい。どこの会社のどんな生命保険に入っていたかを詳しく教えてくれないか？　あと、加入した正確な時期もな」

『はあ、分かりました。では調べてからまたご連絡しますよ』

「ああ、頼む」

　それから五分と経たないうちに、二岡から折おり返し連絡があった。

　一ノ宮夫妻が実際に生命保険に加入したのは、二人が結婚したとき──すなわち六年前。ただし今から一年ほど前、正確には十か月ほど前に一度満まん期きになり、健康な高こう齢れい者しや向けの生命保険に入り直したのだという。

　俺は頬ほおがニヤリと緩ゆるむのを抑おさえ切れなかった。狙ねらい通りだ。これで真犯人をあぶりだしてやることができる。俺の思い通りにいけば、東ヶ崎の野郎にも一ひと泡あわ吹かせてやれるだろう。

　続いて影野の携帯に電話をかける。

「おい影野」

『……なんだ。お前がそういう風に俺の名を呼ぶときは、大たい抵てい仕事が増えるんだよな』

「話が早くて助かるな。まあいい、まずは木きの下した巡じゆん査さの件はどうなった？」

『どうやら一つ埃ほこりが出そうだ。それも多分お前好みのヤツがな。これから裏づけ調査だが……多分本決まりだろうよ』

「ほう、そいつは何よりだ」

　あの木下巡査のはしゃぎっぷりからして何かあると思ったが、やはりあったか。

「じゃあ引き続きそいつは頼む。でだ。それはそれとして、もう一つ頼みたいことができた」

『へいへい、なんでございますか』

「おまえ、腐くさっても探たん偵ていなんて名乗ってるんだから尾び行こうぐらいできるよな？」

『そりゃあ一通りのことはできるがな。尾行の成せい否ひなんて状況次し第だいだぞ。人があまりにも多いところだとどんな尾行の熟じゆく練れん者しやでもロストすることはあるし、逆に全然人気がないところだと尾行がバレちまう可能性だってある。ターゲットが女だったりしたら、女子トイレに入り込まれただけで見失っちまうしな』

「お前なら女子トイレぐらい堂々と入れるだろ。安心しろ、捕つかまったらしっかり笑ってやるから」

『入れるか！　せめて捕まったら弁護してやるぐらい言え！』

「ほう、ってことは俺が弁護してやるっつったらお前は女子トイレにでも入るんだな？」

『……お前な。仕事を頼たのみたいなら、もう少し態たい度どに気をつけるべきだと思うんだが』

「冗じよう談だんだ。で、結局尾行はできるのか？」

　影野は一つため息を吐ついてから、

『できなくはない。ただし誰を尾行するのか知らんが、完かん璧ぺきを期すならあと三人ぐらいは人手が必要だな』

「人手か。まあ必要なら雇やとってもらっても構かまわんが、尾行してもらうターゲットは多分徒と歩ほじゃなくて車に乗るはずだ。どこから出発してどこへ行くかも大体見当がつく。そういう状況ならどうだ？」

『そういうことは先に言え。それなら車さえあれば多分俺一人でもできるだろう』

「よし、じゃあ明日レンタカーを借りといてくれ」

『レンタカー？　俺は旅館の主人から車を借りてるが……あれじゃダメなのか？」

「あの車は恐らくもう何度かターゲットも見てるはずだ。それじゃ尾行するには都つ合ごうが悪いだろ？」

『…………』

　わずかな沈ちん黙もくがあった。

『つまり、尾行するのは旅館うたかたにいる誰かってわけか？』

「それは明日になってからのお楽しみだ。それからもう一つ用意してもらいたいものがある。金がかかる分には構わんから、地元の探偵を当たるなりしてなんとか用意してくれ」

『物によるな。何を準じゆん備びすりゃいいんだ？』

　俺はニヤリと笑った。

「集しゆう音おん機きだ」




　……やがて影野との会話を終えると、氏神が口を開いた。

「お前、なにかとてつもなくあくどいことを考えてないか？」

「おいおい、俺は品ひん行こう方ほう正せいな弁護士だぜ？　あくどい手段なんて使ったことはないし、これから使うこともねーさ。根こん拠きよのない中ちゆう傷しようはやめてもらおうか」

「いや、根拠ならある」

「……ほう。聞かせてもらおうか」

　氏神はフォークを俺の方に向けた。

「お前、影野との会話が終わったとき、ニヤリと笑っただろう。過か去この経験から言わせてもらうがな、お前がそういう顔をするときは絶ぜつ対たい誰かがペテンにかけられるときなんだよ」

「ふん、言ってろ。これでもうお前の用は済んだんだ、さっさと帰っていいぞ」

「ああ、そうさせてもらう。野郎と顔を合わせて食事するのはいい加か減げん飽あきてきたところだ。ま、裁判の結果はニュースで見てやるから、せいぜい俺を笑わせてみるんだな」

　確かに野郎と顔を合わせて食う飯めしがうまくなるとは思えない。

　しかし氏神は口ではそう言っていたものの、しっかりと四人分のランチをペロリと平らげた挙あげ句く、ジャンボデラックスパフェとかいう死体の写真よりもむかつきそうな砂糖のカタマリをこれまた三つも追加注文し、ウェイトレスを呆あきれさせたのであった。

　まったくどこぞのヘボ探偵といい、どうして俺の周りにはことタダ飯となると遠慮という言葉を欠けつ如じよしてしまう連中ばかりが集まってしまうのだろう。

　しかし、俺がニヤリと笑うと必ず誰かがペテンにかけられる──か。

　あながち間違ってもいないような気はする。以前にも似たようなことを誰かに言われた覚えがあるが、あれは皐さ月つきだったか？

　まあいい。俺は弁護士だ。依い頼らい人にんの権利を守ることが仕事なのだ。そのためならばなんだってやってやる。もちろん、法ほう律りつに違い反はんするようなことはしないが。

　明日俺が取るであろう戦術も、あまり褒ほめられた手段ではないかもしれない。しかし、真犯人を追い詰つめるためならこの程度のことは許されるはずだ。何より、俺は何一つとして違法なことをするわけではないのだから。
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　　十二月十六日　午前九時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




「池いけ上がみ裁判長の入にゆう廷ていです！　全員、起き立りつ！」

　廷てい吏りの合あい図ずが響ひびき渡る。

　今日も傍ぼう聴ちよう席せきは満まん員いん御おん礼れい状じよう態たい。被ひ害がい者しやの弟である一いちノの宮みや智とも康やすや主しゆ治じ医いの葛か西さい昭しよう三ぞう、ついでにバーコード五十嵐いがらしの姿すがたもあった。

　間もなく入ってきた池上裁判長は、席について皆に着席を許きよ可かすると、陪審員に接せつ触しよくしてきた人物はいなかったかというお定まりの質問をしてから俺に尋たずねた。

「弁べん護ご人にん。もう準じゆん備びはよろしいですかな？」

「ええ、よろしいですとも」

「では最初の証人を喚かん問もんしてください」

「はい。では弁護側証人としまして──」

　まずはあいつからだ。

「葛西医師を」




　この医者に求める証言は極きわめて単純なものだった。

「葛西先生。あなたは被告の一人である二に岡おか浩こう二じ氏にハルシオンを処しよ方ほうしたと証言しましたね？」

「ええ」

「では、今回の事件の関係者の中で、あなたが他にハルシオンを処方した人はいませんでしたか？」

「……ええと。いえ、彼だけだったと思いますが」

「それはおかしいですね。私が探たん偵ていに調べさせたところ、あなたはここ最近他にもハルシオンを処方した人がいるはずなんですが」

「ああ、思い出しました、一ノ宮さんのことですか。いやすいません、あなたが事件の関係者とおっしゃられたんで、生きてる人のことばかり考えてました」

「結けつ構こうです。東とうヶが崎さき検けん事じ、反対尋じん問もんを」

「特にありません」

「よろしい、次の証人を」

　まあ当然だがここまでは順じゆん調ちようだ。

　肝かん心じんなのは次だ。俺が何を立りつ証しようしようとしているかを示さねばならない。

「では次の証人として──」

　そのためには、こいつを証言台に立たせるしかない。

「被ひ告こくの一人である二岡浩二さんを」

　法廷に静かな動どう揺ようの波が走った。




　妙みような緊きん張ちよう感かんに包まれる中、二岡浩二は相あい変かわらずの悪あく人にん面づらに緊張感を漂ただよわせながら証言台に立った。

　これまでに俺が勝利してきた裁判では、被告人自身の証人喚かん問もんという事じ態たいだけは、よほどの優ゆう位いさを確かく信しんできない限りは避さけてきた。理由は単たん純じゆん明めい快かい、反対尋問でどんなボロが出るか──あるいは出させられるか──分からないからだ。

　まあ今回は自殺説を主張するためにどうしても証言台に立たせねばならなかったが、できることなら夫ではなく妻の方を立たせたかった。理由は単純、悪人面した夫の方より見た目がいい妻の方が陪ばい審しん員いんの同情を誘さそいやすいに決まってる。それに女が相手なら東ヶ崎の反対尋問の手が緩むことも期待できる。

　しかし今回はその手は使えなかった。逆に、そんな大役を男にやらせず女にやらせるとは何事だ──などと捻ねじ曲がった解かい釈しやくをされてしまう恐れがあるからだ。女性差別と言えなくもないのだが、やはりこういった場に夫婦が揃そろって出てきている場合、夫ではなく妻の方を尋問するというのはいささか体てい裁さいが悪すぎる。

「さて、では二岡さん。まずあなたと被ひ害がい者しやとの関係について、あらためて証言していただけますか」

「は、はい。妻の母親の再婚相手でして、私の義ぎ父ふにあたります」

「結けつ構こうです。あなたは十二月十日の午後四時頃、〝海の見える丘公園〟近くの海辺で、その被害者と会っていましたね？」

「はい」

「一体どのような会話をしていたのですか？」

「義父は……義ぎ母ぼを自殺に追い込んでしまったことをとても後こう悔かいしてらした様よう子すでした。お互い独ひとり者同士で気が合ったので結婚したけど、ここ数か月、義母がみるみる体を悪くしてしまい、気軽に出かけることもできなくなり、人生に張はり合いがなくなってつい趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしてしまったと……。

　それが義母を追い詰めてしまうことになってしまうとはと、本当に後こう悔かいしていらっしゃいました」

「なるほど。被害者は他にどんなことを言いましたか？」

「わたしたち夫婦に、末永く幸せに暮らせと……」

　ここまではあらかじめ打ち合わせた通りに進んでいる。余よ計けいなことは一つも言っていない。

「そのことを聞いてから、あなた方はどうしましたか？」

「はい。私たちにはまるで義父が自殺しようとしているように見えました。ですから妻と一いつ緒しよに、慰なぐさめるというか励はげますというか……とにかく力づけようとしました」

「それは傍はたから見るとあなた方夫婦が被害者を問い詰つめてるようにも見えたと思いますか？」

「裁判長閣かつ下か」と、東ヶ崎はあまり気の乗らない様子で立ち上がった。「事実ではなく憶おく測そくを求める質問であるとして異い議ぎを申し立てます」

「認めます」

「言い直しましょう。たとえば会話をしている相手が自殺しようとしているように見えたとしたら、誰だって必ひつ死しになって止めようとしますよね？」

「同様の理由で異議を申し立てます」

「認めます」

「質問は以上です」

　まあこんなもんだ。これで陪審員たちに被害者の死因は自殺だったという可か能のう性せいを再さい認にん識しきさせることができる。

「では反対尋問を行わせていただきましょうか」

　東ヶ崎は俺を見下すようにゆっくりと立ち上がった。

「二岡さん。あなたは義父である一ノ宮明之氏が自殺しかねないような雰ふん囲い気きだったと証言しましたね？」

「はい」

「あなた方夫婦に、末永く幸せに暮らせと言ったんですね？」

「ええ、その通りです」

「他に何か言いませんでしたか？」

「他に……とはどういうことでしょう？」

「被害者である一ノ宮明之さんは、少なからぬ財ざい産さんをお持ちだったはずですよね？」

「異議あり！」

　俺は机つくえをぶん殴なぐった。

「検察側の質問は反対尋問の範はん囲いを逸いつ脱だつしています。反対尋問において問い質ただすことができる事こと柄がらは、直接尋問の際さいに明らかになった事実についてのみのはずです。私は直接尋問で被害者の資し産さんにかかわる質問をした覚えはありません」

「では質問を変えましょう。被害者は自身の所有する財産について、あなたに何か言いませんでしたか？」

「同様の理由で異議を申し立てます！」

「いいえ、今度は違いますよ弁護人。あなたは被害者とこの証人が行った会話について質問をしました。よって私にはその会話全ぜん般ぱんについて尋問する権利が生じたはずです」

「異議は却きやつ下かせざるを得ませんな。証人は質問に答えるように」

　二岡浩二は助けを求めるように俺の方を見た。俺としては〝忘れました〟とすっとぼけろと指し示じしたいところである。しかしこういう状況では、下へ手たに証言の内容を指示するような行動を取れば、陪審員たちにどう解かい釈しやくされるか分かったものではない。結局、傍ぼう観かんするしかなかった。

「え、ええ……。確かにそんなことを言いました」

　こら、正直に答えるなそこ。その会話を聞いてたヤツは他にはいないんだからごまかし通せばいいんだ、そんな質問は。ちくしょう、指し導どうしておけばよかった。

　……いやまあ、すっとぼけるなり否定するなりしたとしても、「これから自殺しようとしている人が、遺族となる人に遺産の話一つしないなんて不自然じゃないですか？」と切り返してくるに決まってるのだろうが。

「では、遺産に関して被害者は正確になんと言い残したのですか？」

「あ、あまり遺のこしてやれるものもないが、許してくれと……」

「なるほど、大変結けつ構こうです。

　さて、実は私はあなたの証言を聞いたときから、一つの疑ぎ問もんを持っていたのです。

　先日、あなたにかけられた別の殺人容よう疑ぎに関する裁判が終了し、一人の女性の死因が自殺だったとして処しよ理りされました。その女性こそが被害者の妻、一ノ宮昌しよう子こさんであることはみなさんもご存ぞん知じの通りです。

　仮にあなたがおっしゃったように、一ノ宮明之氏が妻を自殺に追いやった原因は自分にあると思い込んでいたのだとすれば、被害者が自殺したという可能性もあり得るでしょう。

　しかし残念なことに海辺で行われたというその会話は、現在殺人の容疑がかかっているあなた方二人の被告しか耳にしていません。好きなように脚きやく色しよくを加えたとしても、誰もそれを否ひ定ていすることはできないのです。

　そもそもです、本ほん庄じよう博士の司し法ほう解かい剖ぼうによれば、被害者は海で溺でき死しした後、温泉の混まじった淡たん水すいの場所に遺い棄きされたということでした。この結果を無む視しして被害者が自殺したなどと主張するのはいささか無む理りがあると思いませんか？」

「そ、それは──」

　二岡はトラックに乗せられる寸前の子牛のような目で俺の方を見た。

「裁判長。検察側は証人に憶おく測そくを求めています」

「結構です、質問を変えましょう。

　さて──私は先ほどからある疑ぎ問もんを抱いだいています。あなたの義母が自殺した原因は、彼女が亡くなった日が彼女の誕たん生じよう日びであったにもかかわらず、あなたを始めとした親類が誰だれ一人としてそのことを覚えていなかったということに一因があるということでしたよね？」

「え、ええ」

「その上、病気がちだった彼女は、肉体的・精神的にも相そう当とう参まいっていたため、ついに自殺に至いたった──確かそういうことになってましたよね？」

「え、ええ」

「ということはですよ。あなたの義母が自殺した原因は、あなた方夫婦が作ったのだとも言えるのではないですか？」

「……否ひ定ていはできません」

「とするとです。あなたが被害者と海辺でしたという会話は、本当はこういう内容だったのではないですか？

　被害者はあなた方に詰つめ寄り、こう言ったのです。妻が自殺した原因は、お前たち二人にあるのだと！」

「裁判長、異議あり！」

　俺は思いきり机をぶん殴ったが、東ヶ崎は無む視しして一気に声を張はり上げた。

「妻を自殺に追いやった原因を作ったのはお前たちだ！　そんなお前たちに遺すような財産はこれっぽっちもない！　あなた方はそう言われたのではないですか⁉」

「そ、そんなことあるわけないじゃないですか！　なんてことを言うんです！」

　ずっと気弱そうに縮ちぢこまっていた二岡も、こればかりは我が慢まんできなかったのか怒りに任せて叫さけぶ。

「遺産を相続できないと聞かされたあなた方はさぞかし驚いたことでしょう！　そして詰め寄るように彼を説得しようとしたが、結局彼の決心を変えることはできなかった！　それゆえあなたは激げつ昂こうしたのではないですか⁉」

「待ってください！　違います、そんなことなかったって言ってるでしょうが！」

「挙あげ句く、カッとなったあなたは被害者を殺害したんです！　そう、丁ちよう度ど今のあなたのような顔をしてね！」

「なっ……」

　そこでハッとなって顔を硬こう直ちよくさせる。元が悪人面だけに、怒った表情をしてるときの二岡は確かに殺人でもやりそうな感じではある。

　と、こんなことに納なつ得とくしてる場合ではない、俺は急いで机をぶん殴った。

「裁判長、弁護側はただいまの検察側の発言すべてに対し、記録から削さく除じよすることを要よう求きゆうします！」

　挑ちよう発はつ気ぎ味みに問い詰めるハイエナ検けん事じに必死で否定する被告人。そしてドンという机をぶん殴る大きな物音。そんな荒っぽいやりとりに影えい響きようされたのか、傍ぼう聴ちよう人にんたちもざわざわとざわめきだす。

　たまらず裁判長は三度木き槌づちを振り下ろした。

「静せい粛しゆくに！　皆さん、静粛にして下さい。直ただちに命令に従わない人は退たい廷ていを命じますよ！」

　その必殺の一言を持ち出されて抵てい抗こうする傍聴人などいない。法廷はたちまち秩ちつ序じよを取り戻した。

　裁判長は満足したように頷うなずき、

「静かになったようですね。では──東ヶ崎検事。先ほどのような質問の方法はあまり褒ほめられたものではないと思いますが」

「失礼いたしました」

　もうこいつの謝しや罪ざいは見み飽あきた。

「さしあたり、弁護側が異議を申し立てたところからの東ヶ崎検事の発言をすべて記録から削除するとしましょう。陪審員のみなさんも考こう慮りよの足しにせず、記憶から削除してください」

　こういうのを後の祭りと呼ぶ。どうやれば記憶から削除なんてできるのだ。

「反対尋問は以上です」

　ハイエナ検事がそう締しめくくり、ゆっくりと席に戻った。

「弁護側、再直接尋問は？」

「ありません」

「よろしい。では次の証人を」

「次の証人は、遺体を司法解剖した本庄博士です」

　さて。今日の法廷はまだまだこれからである。




　結局のところ、なぜ海で死んだ被害者が山中のあぶく湖近辺で見つかったかという理由について合ごう理り的てきな説を提てい示じしない限り、自殺説なんぞ絵に描いたモチである。というわけで次はそいつの証明だ。

「本庄先生。あなたは被害者が海で溺でき死ししたという根拠として、臓ぞう器きからプランクトンが検けん出しゆつされたことを挙あげましたね？」

「ええ」

「ですが、私が調べたところによると、プランクトンは海や池などの水の中だけではなく、水道水はもとより我われ々われが吸すっているこの空気中まで、あらゆる場所に存在するのだそうですね？　そのため、遺体からプランクトンを検出する際には、空気中やあるいは水道水の中などに存在するプランクトンが誤あやまって混こん入にゆうしないよう特に気をつけなければならないそうですね？」

「ええ。まあそうです」

「そのような慎しん重ちような手順を踏ふんだ上で、被害者が溺おぼれた場所の水からプランクトンを検出し、臓器から検出されたプランクトンとを比ひ較かくし、数種類のプランクトンの一いつ致ちが確かく認にんできて、初めて溺死した場所の特定ができるのだそうですね？」

「え、ええ、まあ」

「となると──どうしてもある疑ぎ惑わくがわいてくるのです。本庄博士、あなたは被害者が溺死した場所の水を採さい取しゆしましたか？」

　元々感情の起き伏ふくの乏とぼしそうな本庄は、表向きは目立った動どう揺ようを見せることはなかった。

「いえ、ちょっと待ってください。私には被害者が溺死した場所なんて分かりません。ですからその場所の水を採取することもできませんでした。

　私はただ被害者の臓器から海にしか生せい息そくしていないプランクトンが検出されたということを警察や検察に伝えただけです」

「なるほど。つまりあなたも検察も、被害者がどこで溺死したかを正確に特定することはできなかったということですよね？」

「ええ、まあ。ですが何度も申し上げましたとおり、海にしか生息していないプランクトンが検出されたのは事実ですから、海で溺死したという推すい測そくは立ちます」

「そうですか。では次に……。

　あなたが被害者の臓器から検出したのは、珪けい藻そう類るいのプランクトンでしたよね？」

「え、ええ」

「これも先ほど聞いたことですが、プランクトンというのは水中はもとより我々が普ふ段だん吸っているこの空気中まで、ありとあらゆるところに存在しているのだそうですね？　その他にも、たとえば七しち輪りんや断だん熱ねつ材ざい、輪わ島じま塗ぬりなどに使われる珪藻土という土は、珪藻類のプランクトンの死し骸がいが堆たい積せきしてできたものだそうですね？」

「……ええ、まあそうですが」

　ここで俺はぴんと指を一本立てた。

「さて、ここが重要な点です。

　私は昨日、ある死体の専門家からこのようなお話を伺うかがいました。

　本庄博士。珪藻土というのは言ってみればプランクトンの塊かたまりです。その珪藻土で作られた七輪や防ぼう火か剤ざいを含ふくんだ壁かべなどに接していると、我々でも日常的にプランクトンが混じった空気を吸っているということになるのだそうですね？

　我々が吸った空気は肺から血液に取り込まれます。つまり、たとえ海で溺れるようなことがなかったとしても、肝臓や腎臓といった臓器から珪藻類のプランクトンが検出されることがあるそうですね？」

　傍聴席がざわついた。本庄と珍めずらしく東ヶ崎の顔までもが硬こう直ちよくしている。

「どうなんですか先生。質問に答えてください」

「え、ええ、まあそういう可能性もあるのは確かですが。ですが日常的に吸きゆう引いんするプランクトンの量なんてたかが知れてますし……」

「でも、そういった珪藻土を扱うことを仕事としている人々なら、多くのプランクトンを吸引することもあり得るわけですよね？」

「え、ええ、まあ」

　最上の証人喚問とは、証人に「ええ、まあ」としか言わせない状況を作り出すことである。

「で、でも待ってください。私は被害者が珪藻土を扱うような仕事も趣味もないと報告を受けていますよ」

「そうですか。ではさらにもう一つ申し上げましょう。あなたは被害者である一ノ宮明之氏がどのような趣味を持っていたか知っていますか？」

「しゅ、趣味ですか？　魚を飼かうことだとは聞いていましたが……」

「では、その魚とは海水魚だということを知っていましたか？」

「い、いいえ。ですが、海水を扱っているからといってプランクトンを吸飲してしまうことがあるとは思えませんが」

「本庄博士、私が言いたいことはそういうことではないのです。被害者は山の中にある温泉旅館で魚を飼っていました。そこから一番近くの海までは車で一時間もかかります。では、被害者はそんな手間をかけて海水を汲み出していたのでしょうか？　いえ、そんなことをする必要はないのです。

　普通、海水魚を飼う人々は、このようなものを使って人工的に海水を作るんですよ」

　俺は円えん筒とう形けいの容よう器きを取り出して見せた。大きさはジュースの缶かんぐらいだが、材質はプラスチックで、〝海の素・in沖縄〟と銘めい打うたれている。

「これは人工海水などと呼ばれているものでしてね。この中には塩分やミネラルを始めとした、自然の海水に含まれているすべての成分が粉になって入っているのです。あとはこの粉を水に混まぜてやれば、どこででも海水を作ることができるという仕し組くみです。

　原料は自然の海水で、それを濃のう縮しゆくすることで作ってるんだそうです。本庄博士、これはあなたに差し上げましょう。もしあなたがそれを持ち帰り、顕けん微び鏡きようで覗のぞいたとしたら、その中にコスキノディスクス属を始めとした海にしか存在しないはずのプランクトンが含まれていることを確かく認にんできるでしょう」

「…………」

　インスタント海の素もとを手渡すと、本庄は何も言わずにそれを受け取った。

「さらに申し上げますが本庄博士。被害者はぜん息を患わずらっており、日常的によく咳せきをしていたことをご存知ですか？」

「……話には伺ってました」

　俺はニヤリと笑った。

「私が何を言いたいかお分かりですね？　つまり、そのような粉末を使用している際に咳をするようなことがあれば、プランクトンを含んだ粉が大量に飛び散り、それを吸引することになると思いませんか？」

「い、異議あり。誘導尋問です」

　さすがにこのような展開は予想外だったのだろう。珍しいことに東ヶ崎の異議は精せい彩さいを欠いていた。

「おやおや、今の質問のどこが誘ゆう導どう的てきなんでしょうか？　単なる事実の確認を求めてるだけのつもりなんですが、まあ検事どのがお気に召めさないようなので言い直しましょう。

　本庄博士。あなたがたとえば小麦粉を手にしているときに、咳をしたらどうなりますか？　粉末が空気中に舞まい上がりますよね？」

「え、ええ、まあ」

「そうなると、当然その場で呼吸しただけで小麦粉混じりの空気を吸い込むことになりますよね？」

「まあそういうことに……」

「つまり、そのような日常を送っていた被害者が溺死した場合、たとえそこが海ではなかったとしても、臓器中から海にしか生息しないはずのプランクトンが検出される可能性は充分にあると言えるのではないですか？」

「い、異議を申し立てます裁判長！　弁護側の根拠の無い憶測に過すぎません！」

　だが裁判長は東ヶ崎の意に沿う判はん断だんを下さなかった。

「私にはそうは思えませんな。ここまでの証言を聞いた限り、弁護側の主張は極きわめて論ろん理り的です。その上、この証人も論理を裏付ける証言をしてきています。本証人は死体の専門家であり、このような質問に答えられるだけの知識と資し格かくを有しているはずです。証人は質問に答えるべきでしょう」

「……か、可能性は否定できません」

「ありがとう、それが聞きたかったんです」

　俺はニヤリと笑った。

　さて、最後の仕上げだ。

　今この証人は相当に追い詰められている。専門家としてのプライドを傷つけられ、法医学者としての名声さえも失いかねない状況にある。

　ここで一つ逃げ道を作ってやれば、こいつはすぐそっちに駆け込むだろう。ただしその身代わりとして、東ヶ崎を差し出してもらうのだ。

「本庄博士、私は最初に尋ねましたよね。たとえ臓器内からプランクトンが検出されたとしても、それが本当に溺死した際に吸収されたものかを確認するためには、まず被害者が溺死した場所から水を採取してプランクトンを検出し、それを臓器内から検出されたプランクトンと比較して、いくつもの種類が合がつ致ちして初めて資料の参考になるのだと。あなたも同意なされたと思いますが」

「え、ええ、確かに」

「しかし、あなたは被害者が溺死した場所から水を採取することはせず、臓器から海に棲すんでいるプランクトンが検出されたという事実だけに注目し、溺死以外の要よう因いんでプランクトンが混こん入にゆうした可能性があることを指し摘てきせずに、被害者は海で溺死したのだと証言なされました。なぜあなたのような専門家が、重要な可能性を無視してそのような証言をなされたのですか？」

「そ、それは……」

　本庄は追い詰められた証人が必ずやるように東ヶ崎の方を見た。

　しかし、痛いところを突かれた検けん察さつ官かんが必ずやるように、東ヶ崎は黙だまっているだけで何も手助けしようとはしなかった。

「本庄先生。答え辛づらそうなので質問の形を変えて差し上げましょう。

　あなたは被害者の司法解剖を行うに当たって、事じ前ぜんに警察、あるいは検察からなんらかの誘導を受けませんでしたか？」

「……し、質問の意い図とがよく分からないのですが」

「言い直しましょう。あなたは遺体の司法解剖を行うに当たって、警察、あるいは検察から、被害者は海で殺されたのではないかと確認を求められたりしませんでしたか？

　いえ、もっと別の言い方をしましょう。あなたは司法解剖を行うに当たり、被害者が海で殺害された可能性を調べてくれと誰かから言われたことはありませんでしたか？」

　本庄博士はハイエナ検事と俺の顔とで視し線せんを往おう復ふくしていたが、最後には諦めたように答えた。

「え、ええ。……そんなようなことを言われたのは確かです」

　東ヶ崎の顔が蒼そう白はくになった。なるほど、あいつは動揺が表情に出るのではなく、顔色に出るのか。

「そうですか、ありがとう。では、あなたは溺死以外の原因でプランクトンが臓器から検出された可能性を検察に指し摘てきしましたか？」

「ええ、もちろんです」

「それに対し、検察はなんと答えたのですか？」

「その可能性は、我々の主張とは関係のないものだから伏せておくようにと……」

　法廷が一気にざわめき始めた。

「異議を申し立てます裁判長閣下。弁護側は悪意を持って我々検察を不当に陥おとしいれようとしております。私はただ争そう点てんを単純にしたかっただけなのです」

　東ヶ崎はいつも通り後ろ指一本差させぬ態度で言ったが、今回に限ってはその堂々とした態たい度どがかえって白々しく見えてしまうことに本人も気付いてないだろう。

「さらに付け加えさせていただくならば──」と東ヶ崎は懲こりずに続けた。「私はもちろん、陪審員や傍聴人の皆さんもご存知のはずです。この弁護人は審しん理りとはまったく関係のないことであろうと、何かアラの一つでも見つければたちまち鬼おにの首でも取ったかのようにこねくり回し、審理の論ろん点てんをも分からなくしてしまうことに長たけているのです。できるだけ争点を単純にすることは当然の処置です」

　相変わらずよく油の塗ぬられた舌である。俺も負けずに言い返した。

「これはこれはずいぶんなおっしゃりようですな、検事。合理的な疑いの余地を潰つぶしてまで争点を単純にするような行こう為いもどうかと思いますがね」

「極めて小さな可能性をムリヤリ合理的な疑いの余地であると解釈することこそ論理の飛ひ躍やくというべきではないかね？」

　東ヶ崎も一歩も引かず、挑ちよう発はつ気味に切り返してくる。さっきはわずかだが感情をあらわにしていたくせに、もういつもの冷静さを取り戻しているのはさすがハイエナ検事というべきか。

　ここは一発、これまでに散さん々ざん世せ話わになった借りを返しておくべきだろう。俺は一計を案じ、敢あえて東ヶ崎の挑発に乗ってやることにした。

「さすが東ヶ崎検事。本来の勤きん務む地ちである東京にでも引っ込んでいればいいものを、わざわざこんなところまででしゃばって地元の検事局の仕事を分ぶん捕どったハイエナ検事どのはいささか物もの事ごとを見る目が我々とは違っていらっしゃるようですな」

　東ヶ崎は我わが意を得たりとばかりに、薄笑いを浮かべて裁判長に向き直った。

「裁判長閣かつ下か。ただ今の弁護側の発言は明らかに度を逸いつしています。つきましては閣下より弁護人に充分な注意をして頂いただきたいと存じますが」

「確かに──」

　裁判長は疲れた顔をして言った。

「人をハイエナ呼ばわりするというのは、いささか法廷にはふさわしくありませんな。弁護人、もう少し場をわきまえるように。これは注意ではなく警けい告こくとして受け取ってください」

「了りよう解かいいたしました裁判長。人に向かってハイエナ呼ばわりすることがいけないことだということは充分に理り解かいいたしました。もう二度とそのような発言はしないとここに誓せい約やくいたします。

　ところで裁判長。たとえばハイエナに向かって〝この検察官！〟と罵ば倒とうすることはいけないことなのでしょうか」

「……は？」

　余りにも予想外な質問だったのか、裁判長は呆ほうけたように口を開けた。

「それはまあ、個人の自由……だと思いますが」

　俺はニヤリと笑って東ヶ崎検事に指をつきつけ、そして叫んだ。

「この検察官！」

　法廷はたちまち笑いの渦うずに巻き込まれた。

　ただ一匹、ハイエナだけが顔を紅こう潮ちようさせて身を悶もだえさせている。この俺を相手にしようとするのなら、やはりこれぐらいの目には遭あってもらわないと申し訳わけがないというものだ。

「質問は以上です」

　その後、東ヶ崎がまた俺への処しよ罰ばつを求めて一ひと悶もん着ちやくあったが、俺が心よりの謝しや罪ざいをしたことであっさりと解かい決けつし、反対尋問もなかったので次の証人喚かん問もんと相あい成なった。

「弁護側最後の証人として、木きの下した巡じゆん査さを喚問いたします」




　さて──。本庄博士への一連の質問で、被害者が海で溺でき死ししたという可能性を覆くつがえし得る合ごう理り的な余地を作ることはできたはずだ。

　次の問題は、被ひ告こくらの乗用車のタイヤに挟はさまっていたという例の小石だ。

　その小石はあぶく湖周辺の特定の場所でしか見つからないという。この物ぶつ証しようと、被害者はあぶく湖近くの川で見つかったという事実がある限り、被告らは何をしにあぶく湖まで行ったのかという疑ぎ問もんがいつまでもついて回ることになる。その結果、遺体を遺い棄きしたのは被告らであると考える陪審員も出てくるだろう。

　次はこいつをひっくり返してやらねばなるまい。

　しかし、「タイヤに石が挟まってました。これがその石です」というのは、ひっくり返すことの難むずかしい事じ実じつだ。

　だが、弁護士にはこういう格かく言げんがある。

　法ほう律りつ面めんが不ふ利りな場合は事実を叩たたけ。事実が不利な場合は法律面を叩け。

　ちなみに、両方とも不利だった場合はどうするか？　とりあえず机つくえを叩け、だ。

「さて、木下巡査。あなたは事件のあった十二月十日の夜、警けい察さつ署しよの駐ちゆう車しや場じようで被告らの乗用車を発見したんでしたね？」

「ええ。そうですが」

「そしてそのとき、二人の被告は署で一ノ宮明之氏の死亡に関連した事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けており、あなたはそのことを知っていた。そうですね？」

「ええ」

　俺は一枚の紙切れを取り出した。

「一昨日おととい、あなたが証言台に立ったときに行った証言はこうです。

〝私はそのときすでに、二岡夫妻が一ノ宮明之氏の死体発見に関連した事情聴取のために署しよへ来たことは知ってました。それで私はなんとなくその車を調べてみようと思ったんです〟……。これがあなたの証言であるという記き憶おくはありますか？」

「細部までは覚えていませんが、まあそのような証言は行いました」

　俺はぴんと人差し指を立て、

「ここでどうしても一つ疑問がわくのです。なぜあなたは被告らの乗用車を調べてみようという気になったのですか？」

「それは……説明のしようなんてありませんよ、証言の記録にもあったじゃないですか、私はなんとなくそう思っただけですと」

「駐車場には被告らの乗用車の他にもたくさんの車がありませんでしたか？」

「ええ、そりゃまあそうですが」

「しかし、あなたは他のどの車にも注意を惹ひかれることはなく、たまたまそこに停てい車しやしていた被告らの乗用車のみを調べてみようと思ったわけなんですよね？」

「ええ、まあそうです」

「ところで話は変わりますが、先日、今回の事件の被害者の妻である一ノ宮昌子さんが死亡した事件にもあなたは関わっていたそうですね？」

　木下は突とつ然ぜん話が変わっていささか面めん食くらった様子だったが、すぐに冷静さを取り戻して答えた。

「ええ。私の管かん轄かつ区くであるあぶく町で発生した事件でしたから」

「しかし、その事件で逮たい捕ほされた二岡浩二氏は無む罪ざいとなって放ほう免めんされましたよね？」

「ええ。それがなにか？」

　俺はわずかに間を置いてから言った。

「悔くやしくありませんでしたか？」

「……どういうことですか？」

「あなた方警察が一丸となって労力を注そそぎ、逮捕・起訴にこぎつけた容よう疑ぎ者しやがあっさりと無罪放免になってしまったんですよ。悔しくはありませんでしたか？」

「わ、我々は私し怨えんで捜そう査さするなんてことはありません。二岡氏が無罪放免になったということは、我々が誤あやまった罰ばつを彼に課かさずに済んだというだけのことです。悔しいなどという感情はまったくの筋すじ違ちがいです」

「あなたはたくさんの車が停まっている駐車場の中で、たまたま被告らの乗用車に目が留とまったそうですね？」

「え、ええ」

「そしてそのときには、あなたは被告らに新たな別の容疑がかかり始めていることも知っていたそうですね？」

「……まあ、事情聴取を受けているという話は聞きましたが」

「では、あなたは駐車場で被告らの車を見つけたとき、このような考えを持ったことはありませんでしたか？　もしその車から二岡夫妻を今回の事件に結び付けられるような証拠を見つけ出すことができれば、前回の借りを返すことができると」

　木下巡査の顔が一気に青くなった。傍聴席がどよめき、東ヶ崎が立ち上がる。

「異議を申し立てます！」

「結構、ただいまの質問は取り下げて次の質問へと移うつりましょう」

　肩をすくめてそう言うと、東ヶ崎は渋しぶい顔をしながら席に着いた。俺はわずかにどよめいていた傍聴席が静かになったのを見計らい、

「木下巡査。失礼ですがあなたは今年でおいくつになりますか？」

「……は？　いくつ……とは年ねん齢れいのことで？」

「ええ、そうです」

「四十六になりますが」

「ほう、四十六ですか。こう申し上げるのは大変失礼だとは思いますが、あえて言わせていただきましょう。普通、警察官という職にある方は三十も半ばを過ぎると巡査部長、もしくは巡査長に昇しよう進しんするそうですね？　しかし、あなたは四十の半なかばを過ぎてもまだ巡査のままのようですが」

　当たり前のことだが、木下巡査は一気に機き嫌げんを悪くした。

「ええ、あなたのおっしゃる通りですがそれが何かっ？」

「なぜあなたは巡査のままなのですか？」

「異議あり！　この質問は本件とはまったく関かん連れん性せいがありません。それどころか、本証人を陥おとしいれることを目的とした悪意のある質問であるとしか思えません！」

　俺は裁判長に向き直った。

「この証人は今回の事件にとって極きわめて重要な証拠を発見したとされる人物です。我々弁護側にはその信頼性を確かめるための質問が許されるべきだと思いますが」

「……それは分かりますが弁護人。そのこととこの証人の階級に関連性があるとは思えないのですが」

「分かりました、では質問を変えましょう。

　木下巡査。私はなぜあなたが四十の半ばを過ぎているにもかかわらず、階級が一番下の巡査のままなのかということについてずっと疑問を抱いだいていました。

　そして昨日、私の手下に探らせた結果、ある事実が判明したのです。あなたはあぶく町の駐ちゆう在ざい員いんを勤つとめる以前は、東京都内に勤きん務むしていましたね？」

　木下巡査は一気に顔を青ざめさせ、慌あわてて叫さけんだ。

「ま、待ってください！　それはこの事件とはなんの関係もありません！　この場でそのことを持ち出されるのは心外です！」

「いえ、これはあなたの信しん頼らい性せいに関する重要な質問なんですよ。

　木下巡査、あなたは都内で駐在員をしている際さい、交番を訪おとずれた女学生にセクハラ行こう為いをしたという疑ぎ惑わくを持たれたことがありますよね？」

　法廷がどよめいた。

「ち、違う！　あれは単なる誤ご解かいだったんだ！　私はなんらやましいことなんてしていません！」

「裁判長閣下、異議を申し立てます！　弁護側は本件とはなんら関連性のないことを持ち出し、この証人の地位を陥おとしいれ、さらには本法廷をかく乱らんしようとしております！」

「異議は認めるべきでしょうな」

「分かりました、では質問の仕し方かたを変えるとしましょう。

　木下巡査。普ふ通つう、警察官の階かい級きゆうというのは巡査から始まり、昇しよう進しん試験を受けて合格すれば巡査部長に昇しよう格かくできるのだそうですよね？」

「……ええ、そうですが」

「しかし、仮に昇進試験を受けなかったとしても、勤きん務む態たい度どに特に問題がない場合、あなたの年齢ぐらいになると巡査と巡査部長の間の階級である巡査長には昇進できるのだそうですね？」

「…………」

　ちなみに、葛かつ飾しか区く亀かめ有あり公園前の派は出しゆつ所じよにつとめているどこぞの問題警官ですら巡査長である。

「しかし、あなたは四十六という年齢にもかかわらず、巡査のままです。

　なぜなのか？　それはあなたが過去になんらかの問題を起こしたからなのではありませんか？」

「裁判長閣下！」と、また東ヶ崎が立ち上がる。「先ほどと同様の理由で異議を申し立てたいと思います」

「では質問を変えましょう。

　木下巡査、あなたは現在、あぶく町の駐在員をしていらっしゃいますね？」

「ええ、そうですが」

　刺とげのある声で答える。俺はここでまた紙切れを一枚手に持った。

「もう一つ一昨日にあなたが証言した内容について思い出して下さい。

　検察側証拠物ぶつ件けんである硫い黄おうが付ふ着ちやくした石ころが採さい取しゆできる場所について、あなたはこう証言してますね？

　観かん光こう地ちの近くにある割には人ひと気けが少なく、その上眺ながめだけはそんなに悪い場所ではないから、ごくたまに若者なんかが馬ば鹿か騒さわぎしに乗り付けることはあると」

「……ええ、まあそんな記き憶おくはありますが」

「あなたはあぶく町の駐在員ですよね？」

「何度もそう言っています」

「となると、当然ながらあなたの仕事にはあぶく町周辺のパトロールという任にん務むも含ふくまれていると思いますが」

「ええ、それはそうです」

「パトロールはどうやって行うんですか？　自転車？　それとも徒と歩ほでですか？」

「自転車のときもありますが、基本的にはパトカーを使っています」

「あなたがパトロールを行っている際さいに、硫黄が噴き出ているような場所で馬鹿騒ぎをしている若者たちを見つけたことはありますか？」

「ええ、まあ」

「では、そういった若者たちを見つけた場合、あなたはどうしますか？」

「もちろん注意しますよ」

「つまり、あなたもそのような硫黄が噴き出ている場所にパトカーで乗り入れるときがよくあるということですか？」

「ええ、まあ」

　木下巡査はこれが何を意い図とした質問なのか分かっていない様よう子すだったが、さすがというべきか東ヶ崎は俺の意図に気付いたらしく、わずかに青ざめていた。

「また話は変わりますが、事件のあった十二月十日の夜、あなたは県警察署にいたそうですね？」

「何度もそう申し上げたはずです」

「その警察署へはどうやって向かったのですか？」

「パトカーですよ」

「あなたが普ふ段だんパトロールに使っているものですね？」

「ええ、そうです」

　俺はニヤリと笑った。

「木下巡査。あなたは検察側証拠物件として提てい出しゆつされた小石が採取できる場所にパトカーで乗り入れたことがあると証言なさいました。

　つまりそれは、その小石があなたのパトカーのタイヤにも挟はさまっていたという可能性を示しているのではありませんか？

　そしてあなたは警察署の駐車場で被ひ告こくらの乗用車を見つけたとき、こう考えたのではありませんか？　もしここでこの車が遺い体たいの見つかった現場の近くにまで行ったことを自分が証明することができれば、それは素す晴ばらしい功こう績せきとなるだろうと。そう、過去に自分が犯したミスを帳ちよう消けしにすることができるほどの功績です」

「裁判長閣下、異議あり！」

　東ヶ崎が何か叫び、傍聴席が一気にざわめきだしたが、俺は無む視しして続けた。

「そしてあなたは気付いた！　自分のパトカーのタイヤにはあぶく湖の近くでしか採取できない小石が挟まっている！　もしその小石が被告らの車から採取されたものだと主張すれば、まさに自分の思い通りになるのではないかとね！　あなたにはそれが充じゆう分ぶん可能だったはずだ、何しろその場にはあなた一人しかいなかったんですから！」




　……それからの法廷の混こん乱らんぶりは、まあいつも通りだった。

　東ヶ崎が根拠のない妄もう言げんだのと猛たけ々だけしく異議を申し立て、傍聴人はざわめき、裁判長が木槌を叩いてなんとか秩ちつ序じよを取り戻そうとする。

　法廷が静かになるには一分の時間を要した。

　裁判長は疲れた顔を俺に向け、

「弁護人、ただいまのあなたのやり方も、あまり褒ほめられたものではないと思いますが」

「失礼しました。質問は以上です」

　俺は素直に引き下がった。

　本当にこの木下という巡査が、証しよう拠こをでっち上げたのか──そんなことはどうでもいいことである。

　重要なのは木下巡査が過去問題を起こしたことのある階級の上がらない警察官であり、あぶく町の駐在員であり、さらに被告らの車から小石を発見したとき彼が一人だったという事実だけである。真実なんざ二の次だ、俺がなすべきことは状況を利用して依い頼らい人にんのために最大の便べん宜ぎをはかることだけなのだから。

　あとのことを判はん断だんするのは陪審員たちだ。それでも充分に合理的な疑うたがいの余地を作り出すことはできたと言えるだろう。

「検察側、反対尋問はありますか？」

「特にありません、閣下」

「……よろしい。確かただ今の証人が弁護側最後の証人であると言ってましたな。弁護人、もういいのですか？」

「ええ、充分です。私がすべきことはすべて完了いたしました」

「よろしい。ではこれで検察側・弁護側双そう方ほうの立証が済んだわけです。

　これより最終弁べん論ろんに移うつるとしましょう。

　最終弁論は弁護側から行われることになっていますが……弁護人、必要ならここで一度休きゆう憩けいを入れますがどうですか？」

「いえ、結構です。よろしければこのまま直ただちに最終弁論を行いたいと思います」

　今は様さま々ざまな可能性を聞かされ、心を揺ゆり動かされている陪審員たちを言葉の洪こう水ずいで一気にこちら側に流し込んでしまうときである。余計な休憩を挟はさんで水を差す必要はない。

「よろしい。では山鹿弁護人、どうぞ始めてください」
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　最終弁べん論ろん。通常の審しん理り中ちゆうは基本的に一いつ切さい意見を述べることが許されていない俺や検けん察さつ官かんが、意見はもちろん、推すい測そくまでをも述のべることが許される唯ゆい一いつの機き会かいである。……いやまあもちろんそれは単なる建たて前まえであって、実際のところは誘ゆう導どう尋じん問もんを駆く使しして好き勝手やらせてもらってるわけだが。

　俺が受け持つ刑事裁さい判ばんでは、大たい抵ていこの最終弁論に行き着くまでに新犯人──もとい真犯人を発見して解かい決けつしてしまうことがほとんどだった。しかし、自殺説を主張する以上、今日はせざるを得まい。

　できれば舌したに油でも差しておきたいところだったが、さすがにそんな用意はない。今度から机つくえにラー油でも置いておくべきだろうか。いや、今は法廷にいる誰もが俺の一挙手一投足に注目しているときなのだ。そんなどうでもいいことを考えている場合ではない。

　俺は席を立つと、ゆっくりと五人の陪ばい審しん員いんたちの前へと歩いていった。

「さて、陪審員の皆さん──」

　そして精せい一いつ杯ぱいの友好的な顔を作り上げる。ホストリオなどという異い名みようは決して伊だ達てではない。

「まず始めに、お礼と慰い労ろうの言葉を申し上げたいと思います。

　陪審とは極きわめて困こん難なんな仕事です。皆さんの貴き重ちようなお時間を何時間も奪うばい、さらに皆さんの両肩には被ひ告こく人にんという人間の運命が載のせられているのです。その責せき任にんたるや決して軽いものではないでしょう。

　これまでの長い審理、お疲れ様でした。そして皆さんが陪審員としての重責に耐たえつつも、今この時まで静かに私の言葉に耳を傾かたむけて下さったことに心からの感かん謝しやを申し上げます。

　さて皆さん。まずは基本的なことを思い出していただきたいと思います。この予よ備び審しん問もんとは何をする場であるのかということをです。

　答えは単純、被告人が被害者を殺害したと疑うたがうに足る証拠を提てい示じする場であるということです。当然、その証拠を提示する義ぎ務むは東とうヶが崎さき検けん事じにあるわけですが、果たして東ヶ崎検事はその義務を果たせたと言えるのでしょうか？」

　俺は大きく両手を振ふった。

「いいえ、残ざん念ねんながらその疑問についてはノーと答えるしかありません。その根こん拠きよについてはこれからじっくりと述のべさせていただきます。

　ですがその前に──これより私と東ヶ崎検事の最終弁論が始まるわけですが、それらがすべて終われば、みなさんは別室へ入り、この裁判に対する結けつ論ろんを出さねばなりません。そこで私はこれまでに検察側が提てい出しゆつしてきたすべての証拠や証言をこの場でもう一度振り返ってみたいと思います。そうすることによって、みなさんはより客きやつ観かん的てきに証拠を吟ぎん味みすることができるようになるからです。

　まず、東ヶ崎検事が最初に喚かん問もんした証人のことから思い出してみてください。それは渡わた辺なべという学生でした。彼は今月十日の午後六時ごろ、あぶく町の近くに架かかっている橋の柱に、今回の事件の被ひ害がい者しや・一いちノの宮みや明あき之ゆき氏の遺い体たいが引っかかっているのを発見、警察に通つう報ほうしたと証言しました。

　この点につきましては、証言にいささか個性的な面があったものの、特に疑うたがいを差し挟はさむ余よ地ちもないことは我われ々われ弁護側も認めましょう。

　では二番目の証言者に移りましょう。それは遺体を司し法ほう解かい剖ぼうした本ほん庄じよう博士です。

　彼の証言は極きわめて重要なものです。彼は次のような証言をしました。

　まず、被害者の死因は溺でき死しであること。この点については私も異い議ぎはありません。

　そして本庄博士はこうも証言しました。被害者の肺には淡たん水すいがたまっていた一方で、肝かん臓ぞう・腎じん臓ぞうからは海にしか生せい息そくしないはずのプランクトンが検けん出しゆつされたと。このことから、被害者は海で溺死した後、あぶく湖周辺に遺い棄きされたと考えられる──彼はそう証言しました。

　被害者の血液からはハルシオンという睡すい眠みん薬やくとアルコールが検出されたことも証言しました。同様に、ハルシオンはアルコールと一いつ緒しよに摂せつ取しゆすると数分で昏こん睡すい状態に陥おちいってしまう作さ用ようがあることも述のべられました。つまり、この二つが血液から検出されたということは、被害者は死亡時に昏睡状態であったことを示しているのだそうです。

　また、被害者の死亡推すい定てい時刻を算さん出しゆつすることは困こん難なんであると述のべる一方で、被害者が何時ごろ水中へと投げ入れられたかについては証言されました。それによると、皮ひ膚ふのふやけ具ぐ合あいから言って、早くても同日の午後五時半から六時の間であるとのことでした。

　しかし、先ほど私が本庄博士を尋じん問もんしたときのことを、みなさんも覚えておいでだと思います。

　本庄博士は新たにこう証言しました。被害者の臓ぞう器きからは海にしか生息していないはずのプランクトンが検出された。しかし、それがどこの海であるかは分からないと。

　そして彼は、臓器からプランクトンを検出するという作業は非ひ常じようにデリケートなものなのであり、誤入しやすいとも証言しました。

　プランクトンという生物は、水のあるところにしか生息していないように思えます。しかしプランクトンは我々のすぐそば、いたるところにいるのです。空気や壁かべの材料、陶とう器きなどにさえ含ふくまれており、我々は日にち常じよう的てきにプランクトンの混まじった空気を吸すい込んでいるのです。

　それゆえ──これは本庄博士自らが認めたことですが、ただ臓器から海にしか生息しないプランクトンが検出されたとしても、その結果を直ただちに信用することはできないのです。なぜならそれは、溺死する前から被害者の体内にあったものなのかもしれないのですから」

　強調するように人差し指を立てる。

「いいですかみなさん。被害者である一ノ宮明之氏は、海ではなく淡水の湖や川で溺死した可能性があると、本庄博士自らが認めたのです。しかし彼は、検察側の指し示じによってこの重要な可能性のことを伏せていました。

　なぜ検察側はこのことを伏せるように指示したのでしょうか？　東ヶ崎検事は争そう点てんを単純にしたかっただけだ、などと述べられました。こんな主張を信じられるか、その判はん断だんはみなさんにお任せするしかありません。

　さて、では検察側三人目の証人はどなたでしたでしょうか？　それは葛か西さい昭しよう三ぞうという医師でした。彼は被害者である一ノ宮氏の今は亡き妻の主しゆ治じ医いで、当然被害者とも深い親交がありました。

　彼の証言はこうです。今回の事件が起こる以前、被告の一人である二に岡おか浩こう二じ氏にハルシオンを処しよ方ほうした──そう証言しました。

　思い出してください。被害者の体内からは確かにハルシオンとアルコールが検出されました。つまり検察側は、このとき処方されたハルシオンを被告らが悪用し、被害者を昏睡させて溺死させたと主張したいのです。

　しかし、ここでみなさんにもう一つ思い出して欲しいことがあります。葛西医師は確かに被告人・二岡浩二氏にハルシオンを処方したと証言しました。ですが、他に彼は何を証言をしたでしょうか？　いいえ、それ以上のことは何も言っていません。彼の証言はそれだけでした。

　すなわち、被告らがハルシオンを被害者に使用したとするような証拠は何一つ存在していないのです。葛西医師は、ただ裁判を前にして緊きん張ちようで寝付けそうになかった二岡氏に薬を処方しただけなのです。

　また、葛西医師は今日も証言台に立ち、新たな証言をしました。ここ最近でハルシオンを処方したのは被告人だけではなく、被害者である一ノ宮氏にも処方した。彼はそう証言しました。別にこれはおかしくもなんともありません。被害者は妻を亡くしたばかりなのです。不眠症になるのも仕方のないことだったのでしょう。

　ここにも検察側の主張におかしな点が出てきます。検察は被告らが被害者にアルコールとハルシオンを服ふく用ようさせたと主張したいようです。しかし、葛西医師の証言からすると、被害者は自前のハルシオンを持っていました。彼が死亡した際さいに、自分でその薬を飲んでいなかったと誰に証明することができるでしょうか？

　次に、池いけヶが谷や力つとむという証人のことを覚えておいででしょうか。彼は十二月十日の午後四時頃、被告らと被害者の三人が、〝海の見える丘公園〟近くの海辺で何かを話していたと証言しました」

　両腕うでを軽く曲げ、大げさに肩をすくめてみせる。

　弁護士もこのときばかりは役者の資し質しつが求められる。そして俺は勝つためならなんでもやる。演えん技ぎだってその一つだ。

「ですが、彼の証言はたったそれだけです。私の依い頼らい人にんたちが、その時刻に被害者と会っていたことについては、私も異議を差し挟むつもりはありません。ですが、それだけなのです。三人は義ぎ理りとはいえ親子という関係にありました。親子が会って会話することに何の問題があるというのでしょう？

　繰くり返しましょう。池ヶ谷という証人は、三人が会話をしていたのを見ていただけなのです！」

　時には身振りを交じえ、時には声を張はり上げる。

「次に検察側は三人の警官を相あい次ついで証言台に呼びました。草くさ加か刑事と亀かめ井い刑事、そして木きの下した巡じゆん査さの三人です。

　彼らは十二月十日の午後七時ごろに遺体の発見現場に到とう着ちやく、捜そう査さを開始したこと、被告らが主張していた午後四時から午後七時までホテルにいたというアリバイにはなんら根こん拠きよがなかったこと、そして被害者が殺された動どう機きとして、彼が多た額がくの資し産さんを有しており、彼が死ぬことでそのすべてを被告らが相そう続ぞくできるという点について証言しました。

　しかし、これらの証言はどうでしょうか？　我々は昨日、弁護側証人として同ホテルの従じゆう業ぎよう員いんである浜はま本もと純じゆんさんを喚問しました。彼の証言したことについて詳しよう細さいをお話することは、潔けつ癖ぺきな東ヶ崎検事どののお気に召めさないようなのでやめておきましょう。しかし彼は、少なくとも被告らがホテルの部屋に入ってベッドを使ったという点については間違いないと証言なさいました。ここもまた検察の主張と食い違っています。

　さらに、木下巡査の証言は極きわめて重要なものでした。思い出してください。

　彼の証言はこうでした。

　警察署の駐ちゆう車しや場じように停まっていた被告らの乗用車がなんとなく気になったので調べたところ、あぶく湖の周辺、それも限られた特定の場所からしか採さい取しゆできない特とく殊しゆな小石がタイヤに挟まっていることに気付いた──彼はそう言ったのです。

　この証拠によって、被告らは被害者の遺体発見現場の近くにまで行ったことにされてしまい、被告らが逮捕される要因の一つとなってしまったのです。

　ですが、私はずっと木下巡査という証人に対して疑ぎ問もんを抱いていました。年ねん齢れいは四十代半ばを過ぎているにもかかわらず、階級は一番下である巡査のまま。そして彼が以前勤めていたのは東京でした。そんな彼が、なぜあぶく町などという地方に勤きん務むしているのでしょう？

　調べてみると、恐ろしいことが分かったのです。彼は以前勤めていた場所で、交番を訪たずねてきた女学生に対し、セクハラを行ったという疑ぎ惑わくを──」

「異議を申し立てます裁判長閣かつ下か。弁護側のただいまの発言は記録から削さく除じよされたはずです。最終弁論とはいえ、この場で持ち出すことは不ふ適てき切せつであると考えます」

　俺は鷹おう揚ように肩をすくめ、

「ではただいまの発言は撤てつ回かいしましょう。ですがみなさん、覚えておいてください。なぜ私が木下巡査の過去を持ち出すたびに、検けん察さつはムキになって異議を申し立てるのでしょう？　もしなんら後ろめたいことがないのなら、そんな事実はありませんと言えばいいだけの話なのですよ？」

　大きく肩をすくめ、苦笑して見せる。

「まあいいでしょう、この点をもっと突っ込むとまた東ヶ崎検事に怒られてしまいますからね。

　しかし、木下巡査は四十代半ばを過ぎているにもかかわらず、階級は一番下の巡査のまま。この点は純じゆん然ぜんたる事実です。

　さて、ここでもう一つの事実を思い出してください。被告人の一人、二岡浩二氏はちょうど事件のあった十二月十日に、別の殺人事件に関する裁判で無む罪ざいとなったばかりでした。

　刑事裁判において無罪になるとはどういうことでしょうか？　日本の刑事裁判における有罪率は九十九パーセントを超えています。そんな現実の中で、自分たちが逮たい捕ほした人間が無罪になってしまったとしたら……？

　お分かりでしょう、刑事裁判において無罪になるということは、警察の苦労をすべて水の泡あわにし、さらには彼ら警察に赤あかっ恥ぱじをかかせるということと同どう義ぎなのです。

　さて、今のことをわきまえていただいた上で、木下巡査が小石を見つけたときの話に戻りましょう。そのとき、彼が別の仕事を終えて出てきたばかりの警察署には、当時まだ逮捕されていなかった二岡夫妻がいました。警察に赤っ恥をかかせたあの二岡氏がです。

　もしここで木下巡査が、別の殺人容よう疑ぎで二岡氏を逮捕できるだけの証拠を単独で見つけることができたとしたらどうなるでしょう？　なにしろ警察が受けた恥をそそぐ機会を作り出すことができるのです。それはきっとすばらしい功こう績せきとなり、彼の出しゆつ世せの道も開けることでしょう。

　また、彼は勤務先であるあぶく町からパトカーを走らせて来ていました。彼は普ふ段だん、そのパトカーであぶく湖の周辺をパトロールしていたことを認めています。そして──これが肝かん心じんなのですが、彼は例の小石が採取できる場所に乗り入れたことすら認めたのです！」

　ここでわずかに間をおき、トーンを落として続ける。

「……さて。そのとき警察署の駐車場には彼一人しかいませんでした。四十代半ばを過ぎてなおも巡査の階級であった彼が何を思い、何をしたのか？　それはみなさんのご想像にお任せするしかありません。

　以上が──検察側がこれまでに立証してきた事実なのです」

　ここで俺は呼こ吸きゆうを整えるフリをして文字通り一呼吸おき、陪審員たちに考えをまとめる時間を与えた。

　さて。最終弁論とはいえ、ただ演説をぶちかますだけでは俺らしくない。

　本来なら形式上必要なだけの、お飾かざり裁判でしかないこの予よ備び審しん問もんにおいて、熱の入った最終弁論を聞けるような機会は皆かい無むといっていい。その滅めつ多たにない最終弁論において、ここらで一発俺らしい法ほう廷てい戦せん術じゆつを見せてやることができれば、陪審員の心しん証しようはさらによくなるだろう。

「さてみなさん。

　刑事裁判において、弁護側には被告人が無罪であると立証する必要はないのです。有罪であると立証する責任は、すべて検察側にあるのですから。

　では、もしみなさんが検察側の主張に対し、疑うたがうところがあったとすればどうでしょう？

　陪審員を務めるにあたり、みなさんも何度も耳にしてきたと思いますが、ここでもう一度申し上げましょう。通つう常じよう、刑事裁判においては、〝検察側は合ごう理り的てきな疑いを差し挟はさむ余地なく被告人の罪を立証〟しなければなりません。

　もちろん、我々が現在行っているのは仮の裁判ともいうべき予備審問であり、この予備審問においては〝被告人が罪を犯したと疑うに足たる証拠〟を提てい出しゆつできればよいとされています。

　ですが、ここで今回検察側がやってきたことを思い出してください。まずは検察官のことです。東ヶ崎検事は凄すご腕うでの検察官ですが、通常の勤きん務む地ちは東京なのです。その彼が、なぜこんな場所までやってきているのでしょうか？　それも、今我々が行っているのは単なる予備審問に過ぎないにもかかわらずです。

　つまり、検察側はそれだけ本気でこの予備的な審問に取り組んでいるのです。仮にこの後、正式な裁判というべき公判が行われたところで、間違いなく検察側は今回この予備審問で提出された証拠と証言をそのまま提出するだけとなるでしょう。

　裁判というものは、我々が支し払はらっている血けつ税ぜいによって運営されます。検察側がどれだけ力を入れてこの予備審問に取り組んでいるかはみなさんにもご理り解かいいただけたはずです。ならば──莫ばく大だいなコストのかかる公判をあらためて行うまでもありません、この場で結けつ論ろんを出してしまおうではありませんか。

　その上で、検察側は見た目だけは立りつ派ぱな立証を行ったことは私も認めましょう。

　ですが、私は断だん言げんしましょう。みなさんは検察側の主張を心から信じることができていない──すなわち、合理的な疑いを差し入れる余地があると思っているはずです。

　もちろん、私が口だけでこんなことを言っても意味がありません。これから私はそのことを証明してご覧らんに入れたいと思います」

　陪審員たちの顔に興きよう味みの色が出てきた。

「みなさん。東ヶ崎検事は私のことを幾いく度ども狡こう猾かつであくどいペテン弁護士であると主張してきました。これがまったくの濡ぬれ衣ぎぬであることはみなさんもご存ぞん知じの通りですが、私が被告人の権利を守るためにあらゆる手しゆ段だんを取ってきたことは事実です。この点につきましてはみなさんの中にもマスメディアを通じてご存知の方もおられると思います。

　そして、その私が今こうやって審しん理りを行っているのです。みなさんの中には、私がまた何かとんでもないことをしでかすのではと期き待たいしている方もおられるのではないでしょうか？」

　俺は五人にニヤリと笑いかけた。

「まさしくその通りです。そして私はみなさんの期待を裏切るようなことはしません。

　ではここで、驚きよう愕がくの事実をご覧に入れましょう。

　これまでの検察の主張は、でっち上げとこじつけの混まじった見けん当とう違いなものばかりでした。私はそのことを知っているのです。なぜなら、検察側は根本的なところでとんでもない見落としをしているからです。

　検察はこれまで、一ノ宮明之さんが殺されたと主張してきました。ですが、それこそがとんでもない間違いだったのです。

　なぜなら、彼は死んでいなかったからです。そう、彼は現在も生きているのです！」

　驚きよう愕がくの波が音もなく法ほう廷ていを支配していった。誰もが呆ほうけたように口を開け、ポカンと俺に注目している。

　俺は間かん髪はつ入れずに左腕うでを大きく広げ、法廷後ろにある大きな扉とびらを示した。

「みなさん、後ろの扉にご注目ください。ご紹しよう介かいしましょう、検察側の主張によると死んだことになっている一ノ宮明之さんの登場です！」

　陪審員だけではなかった。誰もが驚愕の表情を浮かべて後ろの扉に視し線せんを注ぐ。あの東ヶ崎でさえ、滅めつ多たに見せない呆あつ気けに取られた顔で後ろを見ている。

　法廷の後ろにある大きな扉に、穴あなでも開きかねないほどの鋭するどい視線が集中した。

　しかし──

　いつまで経たってもそのドアが開くことはなかった。

　驚愕の表情を浮かべていた傍聴人たちが、今度はいぶかしむような目を俺に向けてくる。

　俺はニヤリと笑って続けた。

「申し上げましょう、残念ながら一ノ宮明之さんが入ってくることはないようです。

　しかし、それは大したことではありません。より重要なのは、みなさんが今あの扉に注目したという事実なのです。

　もし陪審員のみなさんが検察側の主張に満足していたのであれば、被害者が生きていたなどという私の主張を信じるはずがありません。ですが、みなさんは誰一人として例外なく扉に注目されていた。これはつまり、みなさんが検察側の主張に疑いを持っていたという何よりの証拠なのです！

　合理的な疑いを差し挟む余地があれば、被告人を無罪としなければなりません。つまり、二人の被告人は無罪なのです！」

　おおっ、と傍聴席がどよめいた。その顔には揃そろって納なつ得とくしたような表情が浮かんでいる。これこそが山鹿流法廷戦術の真しん骨こつ頂ちようである。してやったぞ、ざまあみやがれハイエナ検けん事じめ。

　さて、いよいよ最終弁論も佳か境きようだ。

「みなさん。今一度申し上げましょう。刑事裁判において、弁護側には被告人が無罪であると立証する必要はないのです。有罪であると立証する責任は、すべて検察側にあるのですから。ですから、本来なら今ここで私が事件の真相を説明するような必要はまったくないのです。

　しかし、そうすることによって陪審員のみなさんの思考を手助けすることができるのであれば、私は喜んで事件の真相を語りたいと思います。

　結論から申し上げましょう。被害者は誰に殺されたわけでもないのです。なぜならこれは自殺だったからです。
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　被害者の妻がつい先日自殺したことはみなさんもお聞きになられたはずです。そして被害者・一ノ宮明之氏は、そのことが分かった直後に義ぎ理りの子供たちを呼んでこう言いました。遺のこしてやれるものはあまりないが、おまえたち夫婦は末永く幸せに暮らせと。

　思い出してください、海辺には被害者の飲んだビールの缶かんが落ちていました。このときから彼は自殺するつもりだったのでしょう。その後、彼は妻と数か月を過ごしたあぶく湖へと戻り、数日前に処しよ方ほうされていたハルシオンを服ふく用よう、アルコールの力を借りて入じゆ水すい自殺をはかったのです。

　これこそが今回の事件をもっとも合理的に説明する唯ゆい一いつの答えなのです。しかし、彼ですら予期していなかった不幸なことが三つも起こってしまい、新たな犠ぎ牲せい者しやが生み出されてしまったのです。

　彼の義理の息子である二岡浩二氏が、今回とは別の刑事事件で無む罪ざい放ほう免めんとなり、警察から強い恨うらみを買っていたこと。被害者は海水魚を飼かうのを趣しゆ味みとしており、海のプランクトンがたっぷりと詰まった人工海水の粉を日々吸いこんでいたため、湖で溺でき死ししたにもかかわらず、海で溺死したと判定されてしまったこと。そして──木下巡査のことです。これにつきましてはまた検事どのから異議を申し立てられそうなのでこれ以上のことは語りません」

　俺はここでまた一ひと呼こ吸きゆう置いた。

　これで主張の八割は終わった。

　残りの二割は簡単だ。この後で検察がどのような主張をするかを先んじてバラしてしまうことと、二人の被告人がこれまでにどれほどの苦く渋じゆうを味わったかを教えることである。

「さて、ここで私は一つの予言をして見せましょう。それは私が次に席に座った後、元気よく立ち上がってしゃべり始めるであろうとある男性のことです。

　彼は必ずもっともらしい口調でこう説明を始めるでしょう。弁護側は根こん拠きよのない妄もう言げんを語っていたに過すぎないと。被告らが罪を犯したことに疑いを差し挟む余地などないと。

　みなさん。被告らがこれまでにどんな目に遭あったか、想像してみてください。

　警察と検察は偏へん見けんの入った捜そう査さを行い、状況証拠のみで、しかも捜査を始めてから二十四時間と経たたないうちに被告らを逮たい捕ほし、その顔写真を冷れい酷こく非ひ道どうな殺人者としてメディアに公表し、この審しん理りの場へと連れ出したのです。

　被告人たちはもう充分に苦しみました。そもそも、なぜ彼らはそんな苦しみを受けなければならなかったのでしょう？　彼らにただ一つ罪らしきものがあるとすれば、それはつい先日別の裁判で無罪放免になり、警察の恨みを買ったということぐらいでしょうか。

　そんな彼らに、殺人罪などという罪ざい名めいがふさわしいと言えますか？　有り得ないでしょう。

　しかし今ならまだ間に合います。どうか皆さんの手で、彼らに慈じ悲ひをお与えください。

　考えてもみてください。ここに、ある殺人事件の裁判が終わり、無罪放免となった人物がいます。そしてその人物が、無罪放免になったその日に別の殺人事件を起こす──。一つの殺人事件が完結を迎むかえたとはいえ、まだ世せ間けんも警察も彼のことを忘れてはいないでしょう。そのような状況で新たな殺人を犯すような人がいると思いますか？　いえ、いるわけがありません。

　司し法ほう解かい剖ぼうを行った本庄博士の証言を今一度思い出してください。彼は被害者の臓ぞう器きから、海にしか生息していないプランクトンが検出されたと証言しました。しかしその一方で、被害者が海で溺死したと断だん定ていすることはできないとも証言しました。その上、そのことについては黙だまっておくようにと東ヶ崎検事自らが指し示じしたというのです。

　そしてもう一つだけ仮定の話をすることをお許しください。もし──もし、木下巡査が見つけたという小石が、でっち上げによるものだったとしたらどうでしょう？

　私は何度でも主張します。被害者は誰かに殺されたわけではありません。ただ自殺しただけなのです。しかし、前回の恥はじをそそぐため、功こう名みよう心しんにはやった警察・検察の偏見の入った捜査が行われたために、すべてが混こん乱らんしてしまっただけなのです！」

　強く言い切る。

　ここで俺はまた間を空け、静かに、懇こん願がんするように最後の弁論を始めた。

「これから私はあなた方を東ヶ崎検事の手に引き渡すことになります。彼は当然のようにあなた方を検察にとって都合のいい真実へと導みちびこうとするでしょう。ですが、もはや私にはそれに反はん論ろんする機会はありません。

　しかし賢けん明めいなる陪審員のみなさんでしたら、必ずや検察側の主張に数々の矛む盾じゆん点てんがあることに気付くであろうことを私は確かく信しんしています。

　最後にたった一つだけお願いします。これから述べるであろう検察官の言葉をよく聞き、よく吟味してください。それが私からみなさんへのただ一つのお願いです」

　一礼するように深く頭を下げ、付け加える。

「ご静せい聴ちように感かん謝しやします」

　法廷はシンと静まり返った。

　このときこそ弁護士にとって至し福ふくのときであるとも言えるだろう。ここが法廷でなければ拍はく手しゆの一つも巻き起こったに違いない。

　そして──この時点で裁判のすべてが終了だったら、どれだけすばらしいことだろうか。

　だが、裁判長はハイエナ検事の方を向いてしまった。

「では次に東ヶ崎検事、よろしいですか？　必要でしたらここで休憩を入れても構かまいませんが」

「その必要はありません。私も直ちに最終弁論を行いたいと思います」

「結構です。ではお願いします」

　さすがである。今は明らかに弁護側のペースだ。休憩を入れて興こう奮ふんをやわらげる時間を取るのも手段の一つだが、もしここで休憩なんぞ入れたら、陪審員に俺の言葉を吟味する時間を与えるだけだ。東ヶ崎もその辺はさすがにわきまえているらしい。




　ハイエナ検事はゆっくりと席を立つと、俺と同じように陪審員たちの前まで歩いて行った。

　そして分ぶ厚あつい皮で覆おおわれたその顔に、営業スマイルとしか思えない不ふ釣つり合あいな表情を浮かべる。……陪審員たちが俺と同じ感想を抱いてくれていることを祈いのりたい。

「さてみなさん。

　弁護側の最終弁論、いかがでしたでしょうか。いやはや、私も認めましょう、山鹿弁護人には演説の才能がある。もし許されるならばここで拍手の一つでもして差し上げたいところです。

　彼には演説の才能があります。演出家としての才能もあると言えるかもしれません。ですがさらにつけくわえるならば、詐さ欺ぎ師しとしての才能もあると言えるでしょう」

　初しよっ端ぱなから言ってくれる。

「みなさん。彼のセリフがいちいちもっともらしく聞こえた点については私も同意します。

　ですが騙だまされてはいけません。弁護人は、これまでに私が提出してきた証拠や証言に一方的な解かい釈しやくを付け加え、わずかなつまずきを指し摘てきしてはまるで鬼おにの首でも取ったかのように勝ち誇ほこり、自己満足していただけに過ぎないのです。

　これまでに証言台で証言してきた彼らは、完かん璧ぺきな人間ではありません。いえ、完璧な人間など有り得ないことは陪審員のみなさんもご承しよう知ちでしょう。そんな証言者たちに対し、弁護人は取るに足りないほんのささいな誤あやまちを指し摘てきしていくことで、争そう点てんを複ふく雑ざつにし、審しん理りを混こん乱らんさせようと試みてきました。そしてその試みは、現在のところそれなりにうまくいっているように見えることも認めなければならないでしょう。

　ですが──まず本格的な弁論に入る前に、私もある新事実をみなさんにお教えしたいと思います。

　先ほど弁護側は非常に興きよう味み深い実験を行いました。彼はこう言いました。殺されたはずの被害者は実は生きていて、後ろの扉から入ってきますと。

　そんな言い方をすれば誰だって扉を見るでしょう。私ですら思わず後ろを見てしまいました。そして弁護人は物もの見み高い人間なら誰でもするであろうこの行為に一方的な解釈を付け、扉を見たのは検察側の立証に疑いを持っているからだ、などと主張していました。

　これがどれだけ強ごう引いんな話であるかは、よく考えればすぐに分かることだと思います。たとえば今ここで私が後ろの扉を見てくださいと言ったらみなさんはどうしますか？　恐らくほとんどの人があちらを向くことでしょう。つまり弁護人が行ったのはその程てい度どのことでしかないのです。

　もう一つ付け加えましょう。弁護人が奇き妙みような実験を行ったとき、みなさんが見み過すごしたであろう一つの事実があるのです。

　お教えしましょう。私は見ていたのです。みなさんが後ろの扉に注目していたとき、ある二人の人物だけが扉の方を見ていなかったことをね。

　その二人とは誰か？　被告人たちです。

　これがどういうことかはすぐお分かりになると思います。つまり、被告らには分かっていたのですよ、被害者が生きているわけなどないことを。すなわち、後ろの扉を振り返る必要などないということをね」

「異議あり！」

　俺は慌あわてて立ち上がった。

「最終弁論では異議を差し挟まないことが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていますが、検察が事実と違う証拠を出してくるのであれば話は別です。検察は二人の被告人が扉を見ていなかったと言いましたが、それはウソです。被告らもまた、扉に注目していたことを私は知っています」

「おや弁護人。お言葉ですが、ウソをついているのはあなたの方ではありませんか？　私はハッキリと断だん言げんします、被告らは扉の方なんぞ見ておりませんでした。弁護人こそ被告らをかばいたいがためにウソを言っておられるようですな。

　残念ながら他の人々は弁護人の悪あく辣らつな罠わなにかかり、後ろの扉に注目していたので分からなかったでしょうが、それでも私は見ていました。彼らは扉なんぞまったく見ていなかったことをね」

　くっ……。転んでもタダでは起きないヤツだ。全員が扉に注目していたことを逆さか手てに取りやがった。

　そのときガンガンと木槌が鳴り、俺は反論の機会を失ってしまった。

「もうその辺でよろしいでしょう」

　裁判長はやんわりと言った。

「目撃者が弁護人と検察官の二人しかいないとなれば、その真しん否ぴを確かめることなど不可能です。双そう方ほうの発言を削さく除じよはしません、弁護側の異議も記録には残しましょう。ですが、これ以上この件について論ろんを交わすのは時間の無む駄だでしかありません。東ヶ崎検事、最終弁論を続けなさい」

「分かりました、閣下」

　ちっ。

「さてみなさん。弁護人はあらゆる策さく略りやくを使って証人たちを陥おとしいれようと試みてきました。

　しかし弁護人は、ある事実を見落としています。証人たちには、ウソの証言をする理由などどこにもなかったということを。

　以前に行われた刑事裁判で被告に恥はじをかかされ、その復ふく讐しゆうのために偏見の入った捜査を行った──弁護人はいくどもそんな主張をしてきました。しかしながらこれはまったく根拠のない妄もう想そうとしか言いようがありません。

　たとえば木下巡査です。弁護人は彼が過去セクハラまがいのことをした結果、地方に飛ばされ、昇進もなく、そして功績が欲しいがために被告らの乗用車から証拠をでっち上げたなどと主張していました。

　しかし、弁護人は木下巡査がどのような人物なのかを本当に知っているのでしょうか？

　彼はいくども言いました。木下巡査は年齢の割に階級が低すぎると。しかし、私は問い質したい。彼の階級が巡査であることのどこが悪いというのでしょう？

　私はただ人々の身近で働きたいという理由で、昇進すら拒こばんでいる素す晴ばらしい警察官たちのことを何人も知っています。弁護人はただ階級が巡査であるというだけで、彼らをも侮ぶ辱じよくするつもりなのでしょうか？　だとすれば、彼が弁護士としてまっとうな倫りん理り観かんを持っているのかという点について、いささか疑ぎ問もんを持たざるを得ません。

　木下巡査は、現在の勤きん務む地ちであるあぶく町でも実じつ直ちよくな警官として地元の人々から人じん望ぼうを得ているのです。このことを弁護人はちゃんと調べたのでしょうか？　私にはそうは思えません。

　さらに、弁護人は言いました。木下巡査は過去にセクハラという問題を起こした疑ぎ惑わくがあると。しかし、疑惑は所詮疑惑であり、実際にはそのような記録はどこにもないのです。訴うつたえが提てい起きされることもなければ、懲ちよう戒かい処しよ分ぶんを受けるようなことすらなかったのです。

　警察官がこのような疑惑を持たれること自体、決して褒められたことでないという点については認めましょう。それゆえ私はこの話題が持ち出されることに、異議を申し立てたのです。

　ですが、これだけではみなさんにも完全には納得していただけないでしょう。真実をお教えします。交番に勤つとめる警察官というものは日々人々に安心を与えていますが、その一方で日々犯罪者を逮捕しているのです。つまり、人々から信頼を得ている一方で、犯罪者からは恨みを買っているのです。

　木下巡査が交番に勤務中に逮捕した犯罪者の関係者に、若い女性がいました。彼女は木下巡査を逆さか恨うらみし──あとはご想像がつくと思います。彼女はあることないことを叫び立てたのです。

　しかし、木下巡査が罪に問われることはありませんでした。彼の勤務態度にはなんら落ち度はなく、また当然ですが何も後ろめたいことはしていなかったからです。

　その後、東京という雑ざつ多たな地での仕事に疲れた木下巡査は、平へい穏おんな地での勤務を希望しました。それゆえ、現在あぶく町に住んでいるのです。

　みなさん、このことをよく覚えておいて下さい。所しよ詮せん、疑惑は疑惑でしかないのです」

　さすが東ヶ崎である。もはや俺に反論の機会がないと分かっているから、木下巡査を聖せい人じん扱いだ。お前の方こそちゃんと調べたのか問い質してやりたい。警察が身内の犯罪を隠すなんてしょっちゅうじゃねーか。

　しかし、もはや俺に反論の機会はないのだ。これでもし陪審員たちが東ヶ崎の主張を信じるようなことがあればいささか厄やつ介かいなことになってしまう。誠実なおまわりさんを悪人扱いしたとなれば、今度は俺の誠実なイメージが崩くずれてしまう。どうか「火のないところに煙は立たない」ということわざを思い出して欲しいものだ。

「陪審員のみなさん。木下巡査を含め、警察官はみな職務に忠ちゆう実じつな人たちばかりなのです。彼らには恨みなどといった感情はなく、あるのはただ犯罪に対する憎にくしみだけであり、またそのために彼らは寝しん食しよくすら惜おしんで仕事に取り組んでいるのです。私は捜査を統とう括かつしてきた検察官として、彼ら警察官たちの職務に忠実な仕事ぶりをずっと見てきました。

　弁護人の主張は明らかにそんな彼らを侮辱するものです。ただし、人間には誰だってミスはあります。その点は私も認めましょう。それゆえ、弁護人に好き勝手な主張をさせる余地を与えてしまったことは私も遺い憾かんに思っています。

　人間は誰でもミスをします。しかし弁護人はどんな些さ細さいなミスであれ許せないようです。もちろん、自分のことは差し置いてのようですが」

「東ヶ崎検事」裁判長がたしなめるように言った。「個人攻撃は差し控ひかえてください」

「失礼しました。

　ですがこれだけは言わせてもらいましょう。無罪放免になった人を、二十四時間と経たずに再逮捕することのどこが悪いのでしょう？　人を殺した疑いがあり、そしてその疑いを裏付ける証拠が見つかったとすれば、後は逮捕するだけです。捜査が迅じん速そくであることに一体どんな問題があると言うのでしょうか？　わざと捜査を遅らせ、犯人に証拠品を隠す時間を与えろとでも言うのでしょうか？」

　東ヶ崎は大きく肩をすくめ、陪審員に苦笑を投げかけた。

　そしてまた静かに語りかける。

「みなさん。弁護人が先ほど声こわ高だかに主張したことを思い出してください。

　被害者の死因が溺死であることに異議を差し挟むつもりはない。

　被害者と被告らが、十二月十日の午後四時ごろに海辺で会っていたことにも異議はない。

　被告らは午後四時から午後七時ごろまでホテルにいたが、それを完全に証明しうる証拠がないことについても異議はない。

　被告の一人である二岡浩二氏が、ハルシオンの処方を受けていたことについても異議はない。

　そしてさらに、我々が主張した遺い産さんという殺人の動機についても、とうとう弁護人は異議を差し挟むことはありませんでした。

　弁護人は我々の立証が穴だらけ、矛盾だらけと主張する一方で、これだけたくさんの証拠に同意しているのです。さて、矛盾しているのは一体どちらでしょうか？

　我々が提出してきた証拠が意味することは一つです。

　被告の一人である二岡浩二氏は現在無む職しよくです。しかも、彼の昔の素そ行こうもあまりよかったとは言えません。

　被害者の妻である一ノ宮昌子さんは、自殺したとされています。その原因を作ったのは、この二人の被告人なのです。被害者はそのことを強く恨み、被告らに宣せん言げんしました。貴き様さまらにやる遺産はないと。激げつ昂こうした二岡浩二氏は、逆恨みして彼を殺害しようと企たくらんだのです。

　手順はこうです。まずハルシオンを混まぜたビールを飲ませ、被害者を昏睡させ、海で溺死させました。そして自分たちに疑いがかかることのないよう、遺体を遠くあぶく湖まで運んだのです。

　しかし、警察の懸けん命めいな捜査により発見されたプランクトンと小石という二つの物ぶつ証しようによって、その企みは頓とん挫ざしたのです。

　臓器から海にしか生息しないプランクトンが検出されたとしても、それだけでは被害者が海で溺死した証拠とするのは不十分である。弁護人はいくどもそう主張し、本庄博士もまたその点については認めました。

　確かに不十分ではあるかもしれません。しかし、だからといって否定することができないこともまた事実なのです。

　人が溺死すると臓器にプランクトンが蓄ちく積せきする。これは事実です。そして今回検出されたプランクトンは、海に生息しているものばかりでした。これもまた事実なのです。弁護人は自分にとって都合のいい解釈しかしていませんが、この事実から目を逸そらしてはいけません。

　これらの証拠が意味することは一つしかありません。被告らが被害者を殺害したのです。

　弁護人は言いました。ある裁判が終わり、自分への殺人容疑が晴れ、無罪放免になったその日に別の殺人事件を起こすようなことなどあり得ないと。

　誰だってそう思うでしょう。そんな状況で新たに人殺しなどするわけがない。

　しかし、ここで逆の見方をすればどうなるでしょうか？　誰だって被告人──二岡浩二氏が殺人事件など起こすわけがない、そう思うことが逆に隠かくれ蓑みのになったということは充分考えられることだとは思いませんか？

　何度でも私は主張します。被告らは被害者を殺したのです。

　弁護人は、刑事裁判においては検察側に立証責任があり、合理的な疑いを差し挟む余地なくその犯罪を立証しなければならないと何度も主張してきました。これは彼らしからぬ、非常に正しい発言です。

　もっとも、ここは公判ではなく予備審問です。予備審問においては、これまた弁護人が主張してきたとおり、被告人が罪を犯したと疑うに足る証拠さえ提出できればいいとされています。それゆえ我々検察も、予備審問においてすべての手の内を明かすことは原げん則そくとしてしないことにしています。

　しかし、山鹿弁護人が相手となれば例外です。彼はこれまでの予備審問において、我々がすべての手の内を明かさないことを手落ちであると主張し、狡こう猾かつ極きわまりない手しゆ段だんを用いていくつもの裁判を混乱させてきました。それゆえ今回は完かん璧ぺきを期きすために、東京から私が来たのです。

　それでも、この審理はあくまで予備審問なのです。弁護人がどれだけ無む知ち蒙もう昧まいな空くう想そう論ろんを主張しようが、もしみなさんが被告らは罪を犯したのではないかと疑う部分があれば、迷うことはありません。速すみやかに審理の場を公判へと移す手助けをしてください。みなさんにはそれができるのです。

　弁護人はこうも言いました。我々検察が提出したのは状況証拠のみであり、直接的な証拠は何一つ提出されていないと。

　確かに我々が提出してきた証拠のほとんどが状況証拠であることは否定しません。しかし、弁護側の主張をそのまま受け入れるとすれば、直接証拠さえ処しよ分ぶんされてしまえば我々は人を断だん罪ざいすることができなくなってしまいます。状況証拠だからといって無む視しすることはできませんし、その証拠能力を否定することもできません。ようはそれらの証拠から推すい論ろんすることで、真実にたどり着けばよいのです」

　ここで東ヶ崎は一ひと呼こ吸きゆう置いた。

「さてみなさん。

　弁護人は言いました。被告らは逮捕され、顔写真をメディアにさらされ、ひどい扱いを受けてきた。もう彼らをそんな苦行から解かい放ほうしてくださいと。

　私も罪のない人間に罰ばつを課かすようなことをしたくはありません。しかし、見み誤あやまってはなりません。罪を犯した人間には罰を下さねばなりません。それが法治国家であり、我々に課せられた責任なのです。慈悲という言葉の解釈を誤ってはいけません。慈悲とは犯罪者に与えられる必要はなく、被害者にのみ与えられるべきものなのです。

　みなさん。この事件の被害者は被告らではなく、殺された一ノ宮明之氏なのです。彼がどんな人物であったのか、彼に接したことのない、そしてこれからも接することができない我々には永遠に分からないことでしょう。

　しかし、判明している事実もあります。彼は定年までサラリーマンとして熱心に勤つとめ上げました。社会のために長年尽つくしてきた彼には、これから安あん穏のんとした老後の生活を送る権利があったのです。誰もそれを奪うばうことなどできません。しかし、もしそれを奪った犯罪者がいるとしたら、我々はその人物に罰を下さねばなりません。

　他人を裁さばくのはたやすいことではありません。しかしそれが必要なときは躊ちゆう躇ちよしてはなりません。それは必要な行こう為いであり、正しい行為なのです」

　東ヶ崎は押し黙ると、五人の陪審員と、一人一人目を合わせていった。

　……しまった。あのパフォーマンスはやってなかったな。

「みなさん。本件を公判へと移すための証拠は揃そろっているのです。どうか正しい判断をお願いします」

　東ヶ崎は静かにそう弁論を終えた。

　さすがに手馴れている。俺が気合いを入れて最終弁論をやった分、東ヶ崎も相そう当とう気合いを入れていたのだろう。そして陪審員たちも、俺が弁論を終えたときと同じぐらいに引き込まれている。はっきり言って、現時点では陪審員たちがどのような結論を下すかはまったく想像がつかない。

　だがハイエナ検事は、一つだけ気付いていないことがある。

　俺の目的は、この場で無罪評ひよう決けつを勝ち取ることではないのだ。

　無む論ろん、この場で無罪になればそれに越したことはないが、東ヶ崎の弁論の様子からしても陪審員たちの結論が簡かん単たんに出るとは思えない。

　だが、それこそが俺の目的なのだ。

「ではこれより──」と裁判長が言った。「私は陪審員のみなさんと別室に移り、今回の事件について審議に入ります。

　午後二時まで休憩とします」

　木き槌づちがカンと鳴らされた。

　たちまちざわめきが辺りを支配し、人々は互いに話し合いながら席を立った。




　　　　◆




　こういう状況において、時間が経けい過かするのは思いのほかあっという間である。

　またたく間に分針は回転を繰り返し、いつの間にやら法廷は元通り人で溢あふれかえっていた。

　しかし、例外的に誰もいない場所が一つだけあった。陪審席である。

　やがて時計の短針がぴったりと二時を指したとき、裁判長が戻ってきた。

「さて、みなさん揃そろってますね？

　本来なら今すぐにでも審議の結果をお伝えすべきなのですが……。

　みなさんにお知らせしなければなりません。現在、陪審員のみなさんが審議に入っていますが、本件を棄き却きやくすべきか否いなかを未だ決められない人が何人かいるため、評ひよう決けつに至っておりません。もうしばらく待っていただくことになります」

　きた。

「裁判長」と俺は口を挟んだ。「それはつまり、被害者は自殺だったとする意見が根強いというわけですね？」

「……山鹿弁護人。それはどういう意い図との質問ですかな？」裁判長はいつになく厳きびしい口調で言った。「陪審員の評決がまだ出ていないこの状況で、私がそのようなことをお教えするとお思いですか？」

「いえ、失礼しました。どうぞお気にせず」

「……結構。

　今しばらく休憩とします」

　再び木槌が打ち鳴らされた。




　影かげ野のから携けい帯たいメールが届とどいたのは、それからすぐのことだった。

　内容はただ一行。ターゲット動く。それだけだ。

　狙ねらい通りだ。俺は急いで行動に出た。弁護席を離はなれ、相あい対たいするもう一つの席へと近づく。

「おい東ヶ崎。事件のことで大事な話がある。少しツラを貸かせ」

　当然といえば当然だが、東ヶ崎は非ひ常じように怪け訝げんそうな顔をした。

「む。意外だな、君がそんなことで私を呼ぶとは思わなかったが。まさか今いま更さら司法取引したいなどと言い出すつもりじゃなかろうな？」

「誰がそんなことするか。とにかく、この事件にとって重要なことなんだ。別にお前抜きで裁判長だけを連れ出してもいいんだが、それじゃ不満だろうと思ってな」

「ぬ……」

　東ヶ崎はむっつりと俺を睨にらんだが、それ以上反論しようとはせずに腰を上げた。




　続いて俺は法廷から出て行こうとしている裁判長の元へと向かった。

「裁判長。事件のことでお知らせせねばならない重大なことがあります。今から私と一いつ緒しよに来ていただきたいのですが」

「む。私はこれから陪審員の元へ戻らなければならないのですが」

「もちろん分かっています。ですが、これは事件にかかわる極きわめて重要なことなのです」

「……むう。どれぐらい時間がかかりそうですか？」

「恐らく、二時間ほど」

　裁判長はしばらく考え込む仕し種ぐさをした後、

「重要だとおっしゃいましたね？」

「ええ」

「もし重要なものではなかったと私が判断した場合、あなたは法廷侮ぶ辱じよく罪ざいの適てき用ようを受け入れる覚かく悟ごはありますか？」

「妥だ当とうな覚悟でしょう」

　躊躇なく、力強く答えると、さすがにただ事ではないと感じたのか、やがて裁判長は首を縦たてに振った。

「……分かりました、いいでしょう。陪審員たちの審理の司会は別の判事にお任せするとしましょう」

「ご協力、感謝します」




　　　　◆




　俺は二人を車に乗せると、影野からのメールによる続報を頼たよりにある場所へと向かった。

「一体どこへ向かっているんだね？」

　後部座席に座っている東ヶ崎がたずねる。ちなみに、裁判長も後部座席だ。二人ともきっちりシートベルトまで締めているのは俺に対する皮ひ肉にくか何かだろうか。

「それは着いてのお楽しみですよ検けん事じ。

　大だい丈じよう夫ぶ、あなた方と無む理り心しん中じゆうをはかって事件をうやむやにしようなどとは考えていませんから」

「あなたが言うと冗じよう談だんに聞こえませんな」

　裁判長が言った。ほっとけ。




　　十二月十六日　午後三時　あぶく湖




　あぶく湖の西側に到とう着ちやくしたところで、俺は車を止めた。

「硫い黄おうの臭においがするな」と、東ヶ崎。「ここは例の小石が見つかった場所の近くではないのか？」

「その通り。申し訳わけないがここからは徒と歩ほでお願いします。車で行って見つかっては元も子もないんでね」

　俺はいぶかしげな二人を強ごう引いんに連れ出すと、舗ほ装そうされた道を出て黄色がかった大小の石が敷しき詰つめられたあぶく湖の湖こ畔はんへと向かった。

　そして──岩に隠かくれるようにしている一人の人影と、さらにその向こうにうずくまっている二人の人影を見つけた。

「来たか。ずいぶん早かったな」

　岩に隠れていた人影──影野が俺を見つけて言った。その格かつ好こうはいささか異い様ようだった。耳にはヘッドフォンをつけ、左手にはＩＣレコーダーを、右手にはパラボラアンテナのような円えん錐すい形けいの物ぶつ体たいを持ち、向こうにうずくまっている二人の人影に向けている。

「もう証拠は挙あがったか？」

　俺の問いに、影野はＩＣレコーダーを持ち上げながら頷うなずいた。

「ああ、もういけるぜ」

　準じゆん備びは整ったというわけだ。もう遠慮することはない、俺はジャリジャリと足音を立てながら二人に近づいた。

　すぐに足音に気付いたのか、うずくまっていた二人がこちらを振ふり向く。

「なっ⁉　な、なんでお前らがここに……？」

　悪あく人にん面づらした老人がそんなことを言った。

　それに構かまわず俺は後ろにいる検事と裁判長を振り返った。

「ではみなさん、あらためてご紹しよう介かいしましょう。一ノ宮明之さんを殺害した真犯人、実の弟であられる一ノ宮智とも康やすさんと、葛か西さい昭しよう三ぞう医師のお二人です」

「……………………は？」

　裁判長閣下の顔が硬こう直ちよくした。

「な、なにをほざく？」真っ先に口を開いたのは東ヶ崎だった。「この二人が真犯人だと⁉　一体どこからそんなデタラメが出てきたんだ⁉」

「お手本のような疑ぎ問もん提てい示じをありがとう、東ヶ崎検事。

　ではお話しましょう。みなさんにはいくらでも言いたいことがあると思いますが、まずは私の言うことを聞いていただきたい。

　さてみなさん。今回の事件を思い出してください。殺された一ノ宮明之氏は、まず二岡夫妻を呼び出し、自らの自殺をほのめかす会話をしました。ここで私はあることに気付いたのです。なぜ彼は二岡夫妻に話をしたんでしょう？

　いえ、これは難むずかしい話ではありません。二人は明之氏の義ぎ理りの娘であり、息子なのです。明之氏が自殺する前に会おうとしたのだとすれば、ごく自然なことでしょう。

　ですが思い出して下さい、明之氏にはまだ一人肉親がいるのです。それも血の繋つながった実の弟が。そう、一ノ宮智康さんです。自殺を決意し、義理の子供たちと最後の会話をした彼が、次に弟と会っていてもまったく不思議ではありません。

　二人は会いました。恐らく場所はこのあぶく湖の近くでしょう。もっとも、呼び出したのは智康さんの方だったのだと私は確かく信しんしています。なぜならそのとき、あなたにはある企たくらみがあったからです。

　もし今一ノ宮明之氏が死ねば、その遺い産さんは二岡真由さんのものになります。

　ですが、民法を思い出してください。もし一ノ宮明之氏が、二岡夫妻に殺されたことになったとしたらどうでしょう？　相そう続ぞく人にんが被相続人を害した場合、相続権は剥はく奪だつされることをご存知でしょう。そして二岡真由さんの相続権が剥奪された場合、これまで相続権を持たなかったある人物に新たに相続権が付ふ与よされるのです」

「……確かにその通りだが。ま、まさか」

　東ヶ崎がうめいた。

「そう。それこそが明之氏の唯ゆい一いつの肉親、智康さんですよ。

　そこで一ノ宮明之氏と湖畔で会った彼は、酒に酔っていた明之氏にハルシオンを飲ませて昏睡させ、溺死させたのです」

「ちょ、ちょっと待ちたまえ弁護人」と東ヶ崎。「では彼もまたハルシオンを持っていたとでもいうのかね？　そんな記録はどこにもなかったぞ」

「ええ東ヶ崎検事、あなたがおっしゃるのならそうなのでしょう。

　ですが、何も私は犯人が一人であると主張するつもりはないのです」

　俺は智康に向き直った。

「智康さん、あなたには悪いのですが、私にはあなたが今回のような殺害方法を考え付くことができるとは思えなかったのです。あなたの経けい歴れきは調べました。学もなく、人にたかることで何十年もの人生を送ってきたあなたに、法律的な知識があるとは思えません。また、ハルシオンを服用させて被害者を昏睡させ、溺死させるという方法を思いつけたとも思えませんし、そもそもハルシオンを入手することができたとすら思えません。

　つまり──協力者がいたのです。あるいはあなたはその人物にそそのかされたのかもしれませんが。

　さて。ここに先日一ノ宮昌しよう子こさんが死亡したことによって働き口を失い、非常にお金に困っている人物がもう一人います。それこそ、人を殺すことになってでもお金が欲しい人がね。しかもその人物は薬などについて充分な知識を持っており、おまけに過去に医療事故を起こしてしまったため、法律に触ふれる機き会かいもありました。

　ここまで言えば誰のことかもうお分かりですね──葛西昭三さん、あなたですよ！」

　俺は二人の真犯人の顔を見み比くらべた。どちらも完全に硬直してる。

「ちょ、ちょっと待ってください弁護人」と、裁判長が言った。「あなたの言っていることは確かに一いち理りあるように思えます。しかしですよ、この二人は被告人に──二岡夫妻に罪をかぶせるようなことは何一つしていなかったではないですか。あなたが言ったように、二岡夫妻が被害者を殺害したことにして相続権を奪うばい取ろうと企んだのだとすれば、なんらかの濡ぬれ衣ぎぬを着せる行動を取っていたはずじゃないですか。しかし、この二人は今回の予備審問にもほとんどかかわっていないのですよ」

「さすが裁判長閣下、おっしゃる通りです。

　当然、この二人はそこまで考えていたはずです。なに、簡単なことです。二岡夫妻が死体を湖に捨てるのを見た、あるいは湖近くで二岡夫妻を見かけたと警察に証言するだけでもいい。

　ですが、ここに二人にとって幸運な出来事が生じたのです。分かりませんか？　警察の迅じん速そくなる捜そう査さですよ。

　何しろ事件が発覚した次の日の朝には狙ねらい通りの人物が逮捕されていたのです。二人が何もせずとも、二岡夫妻が義父を殺害した容よう疑ぎで逮捕されてしまったのです。余計な口を挟んで自分たちが疑われるようなことがあれば元も子もありません。その危険を冒さずに済んだんです。二人はさぞかし喜んだことでしょうね」

　俺はニヤリと笑って二人を見やった。

「私はあなた方二人こそが犯人ではないかと思いました。あなた方は共謀して明之氏をここへ呼び出し、ハルシオンとアルコールを服用させて昏睡させ、湖に放り込んで溺死させたのでしょう。しかし困ったことに、私にはそのことを証明する証拠が何一つとしてありません。

　そこで私はある策さくを弄ろうしました。

　一ノ宮明之氏には決して少なくない遺産がありました。さらに、一ノ宮夫妻は二人とも生命保険に入っていました。ですがその保険金を加えたとしても、ここにいる二人はもっと多くのお金を必要としていたのです。

　そこで私は法廷である主張を行いました。被害者の死因は他殺ではなく自殺だったというものです。

　万が一この主張が通ってしまった場合、この二人にとって大変なことになります。遺産が二岡夫妻のものとなるばかりではありません。一ノ宮夫妻は確かに生命保険に入っていましたが、つい十か月ほど前に満まん期きが来て別の高こう齢れい者しや向けの生命保険に入りなおしていたのです。

　みなさんは生命保険の有名な規き約やくはご存ぞん知じでしょうか？　そう、被保険者が保険加入日から一年以内に自殺した場合、保険金は下りないのです。

　つまり、先日自殺とされた一ノ宮昌子さんの生命保険金は下りないのです。その上、明之氏までもが自殺と認にん定ていされてしまうようなことがあっては、この二人にとっては悪夢以外の何物でもなかったでしょう。

　ところが裁判では私と東ヶ崎検事が一歩も譲ゆずらない最終弁論を行い、現在も自殺か他殺か予よ断だんを許さない状況でした。

　私はこの状況を待っていたのです。追い詰つめられた二人はどうするか？　幸い、今のところ彼らに疑うたがいの目はまったく向いていない。となれば──やることは一つです。今度こそ証拠をでっち上げればいい。

　今いま更さら目もく撃げき証言をしては却かえって怪あやしまれるでしょう。しかし、たとえば被告らがこの場にきたという証拠は、今のところ例の小石しかありません。ですがその小石については、木下巡査がでっち上げたものではないかと私が大声で主張してきました。

　そんな状況で、もしこの現場から新たに被告らの所しよ持じ品ひんが出てきたりすれば、審議の行方は一体どうなるでしょうか？　さて──」

　俺は硬直している二人に目を向けた。

「お二方は先ほどから何か埋うめている様子でしたが、何を埋めていらっしゃったんですか？」

　二人を強ごう引いんに押しのける。

　そこには、小石に埋もれたやけに綺き麗れいなハンカチが一枚あった。

「これは恐おそらく二人の被告のうち、どちらかの持ち物でしょう。つまりはそういうことです」

「ちょ、ちょっと待ちたまえ！」

　今まで圧あつ倒とうされるままに黙だまって俺の話を聞いていた葛西医師であったが、ここへきてとうとう喚わめき出した。

「あの本庄とかいう法医学者が言っていたはずだ！　被害者が水中に投げ入れられたのは早くても午後五時半だったと！　我々はその時間のアリバイがちゃんとあるんだ！」

　すると智康の方も急に元気を取り戻し、

「そ、そうだそうだ！　アリバイがあるんだぞ！」

　自主性のカケラもないセリフを吐はく。

「そもそも──」と、葛西医師は続けた。「そのハンカチは正しよう真しん正しよう銘めい最初からそこにあったものだ！　我々が捜査の足しに何か証拠を見つけられないかとここへ来たのは確かだ！　だが証拠をでっち上げるようなことはしていない！　これは今我々が見つけたばかりの新しい証拠なんだ！」

　俺は肩をすくめてニヤリと笑って見せた。

「あなた方のことです、そうおっしゃると思ってましたよ。

　ではまずアリバイ作りの方からご説明しましょう。

　いいですか、この辺りは夜になると非常に冷え込みます。あぶく湖は温泉が湧わきだしているので不ふ凍とう湖こですが、全てが凍こおらないわけではなく、湖の北の方には分ぶ厚あつい氷が張はっているんですよ。

　あなた方はその氷を使ったんです。氷の上に被害者を乗せ、湖に流したんですよ。氷は温度差でやがて溶とけ、明之氏は溺死する。今の季節、この辺りは午後五時には真っ暗になりますからね、観光地といえど人目につくこともない。そうすることで時間差を作ることができたんでしょう。証拠もありますよ」

　俺は背せ広びろの内ポケットから一枚の写真を取り出し、地面に捨てた。

　それは氏神に見せた写真の一枚だった。被害者の両手の下側が写っている写真だ。

「その写真をよく見てください。手の下側の部分に、火傷やけどのときにできるような水ぶくれがあります。

　ですがそれは火傷ではありません。凍とう傷しようです。被害者は昏睡させられ、氷の上に乗せられたんです。その際に長時間手が氷に接せつしていたため、凍傷を負おってしまったんでしょう。この写真のようにね」

「う…………」

　二人の真犯人はぐぅの音も出ないほどに黙り込んでいたが、それもわずかな間のことで、すぐに葛西医師はいきり立った。

「うるさい、黙れ黙れ黙れ！　さっきから何を勝手なことを！　我々が被害者を湖に捨てているところを誰かが見たとでもいうのかね⁉　我々がそんなことをした証拠はどこにもないだろう！　氷がなんだというんだ、そんな写真が何になる！

　まさかそんな妄もう想そうの入った主張で私たちを犯人扱あつかいできると思ってるんじゃあるまいな⁉」

　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはよく言ったものである。

「ええ、もちろんこれだけじゃありません。だからこそ私は裁判を白熱させ、あなた方がこうやって墓ぼ穴けつを掘ほるチャンスを待っていたんです。

　そのハンカチのことですが──もちろんあなた方は最初からここにあったものだと主張なさるだろうとは分かっていました。だから私もちゃんと用意しておいたんですよ。おい、影野？」

　合あい図ずすると、影野は頷うなずいてＩＣレコーダーの再生スイッチを押した。

　レコーダーから声が流れ出す。

『でも本当にこんなことであいつらを有罪にできるのか？』

　一ノ宮智康の声だった。

『できるに決まっている』続いて葛西の声。『裁判長も言ってただろう、陪審員たちは未いまだに結論が出せていないとな。つまり、陪審員も怪あやしいとは思ってるのさ。その背中をあと一押しできれば絶対に有罪に追いこめる。

　それより、ちゃんと例の物をもってきたんだろうな』

『ああ、これだ。あいつらの洗せん濯たく物の中からパクっておいた。で、でも大だい丈じよう夫ぶか？　もしこんなところを誰かに見られたら弁べん明めいのしようがないぞ？』

『少しは落ち着け。万が一ハンカチを埋めているところを見られたからって何になる？　俺たちがお前の兄貴を殺したところを見てるヤツなんざどこにもいないんだ、何があっても俺たちに疑いがかかることはない』

「影野、もういいぞ。

　これでお分かりでしょう、お二人さん。私はこの影野にあなた方の後を尾び行こうさせ、集しゆう音おん機きでお二人の会話を録ろく音おんしておくよう指し示じしていたんですよ」

　それで充分だった。二人はがっくりと肩を落とした。

　ついでに、東ヶ崎もがっくりと肩を落としていた。




　　十二月十六日　午後十一時　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　誰もいない法律事務所に戻り、時計を見てウンザリする。午後十一時。まあ今日中に帰ってこられたことを喜ぶべきだろう。

　湖での俺の独どく演えん会かいが終わったあとも、事件はあっさりとは解かい決けつしなかった。

　まず東とうヶが崎さきは、一いちノの宮みや智とも康やすと葛か西さい昭しよう三ぞうの二人を、人を殺した罪つみではなく証拠を捏ねつ造ぞうした罪で現げん行こう犯はん逮たい捕ほし、警けい察さつ官かんを呼んで身み柄がらを引き渡したのだ。

　それから俺たちは法ほう廷ていに戻った。ここで東ヶ崎が起き訴そを取り下げると言えばあっさりとことは済んだのだが、そこはあのハイエナ検けん事じである。まだあの二人が真犯人だとは確かく信しんできずにいるらしく、結局事件にかかわる重要な証拠が発見されたとして審しん理り延えん期きを申し出るにとどまりやがったのだ。

　仕し方かたなく俺は宿へと戻ったのだが、着いたところで再び裁さい判ばん所しよから連れん絡らくが入った。東ヶ崎の過か酷こくな尋じん問もんのおかげか、それとも司し法ほう取引でもあったのか、一ノ宮智康の方があっさりと犯行を自じ供きようしたとかで、事件は解かい決けつしたというのだ。

　その結けつ果か、今度こそ東ヶ崎が起訴を取り下げ、俺は再びえっちらおっちら車を運転して法廷へと戻り、事じ後ご処しよ理りをするハメとなったのだ。

　そして二に岡おか夫妻も釈しやく放ほうされ、ようやく俺は今回の事件のすべてを終え、またえっちらおっちら何時間も車を運転してようやくこの事務所に戻ることができたのである。

　最終弁べん論ろんは気力を使ったし、その上何時間もの車の運転である。さすがに今回ばかりは少々疲れた。東ヶ崎がテレビカメラの前で起訴取り下げという名の敗はい北ぼく宣せん言げんをしている様さまは見ていて笑えたが、それを差し引いても精せい神しん的てきにはいささか赤字である。

　思えば、温泉旅行──特に温泉の二文字──に惹ひかれ、あんなところへ出向いたばっかりに、またずいぶんと厄やつ介かいな事件に巻き込まれてしまったものである。人間、欲を出すとロクなことにならないというが、これに懲こりて当分は欲よく望ぼうを第一に行動するのは控ひかえるとしよう……。

　と、そのときである。

　事務所の電話が鳴った。

　今日はもう仕事の話などしたくない。一瞬居い留る守すを使うことを考えたが、この時間にかけてくるのならひょっとすると雪ゆき奈なかもしれない。その可能性を否ひ定ていすることができず、俺は慌あわてて電話を取った。

「はい、山鹿法律事務所ですが」

『あ、善ぜん行こー？　あたしよあた』

　無む言ごんで受話器を置く。

　やれやれ、今日はどうしてこう疲れることばかりなのだろう──と哀あい愁しゆうにひたる間もなく、再び受話器が鳴った。
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　無む視しを決め込んでやろうと思ったが、やはりというかどれだけ放ほうっておいても呼び出し音が途と切ぎれる様子はなかった。

　このままではストレスがたまる一方である。仕方なく受話器を取ると、

『いきなり切るんじゃないわよこのスカタン！　せっかくいい話を持ってきてあげたってゆーのに！』

　つ、疲れる……。

「分かった分かった。用件だけは聞いてやるからさっさと言え」

『むぅ、まったく感謝の片へん鱗りんも見えないわね。まあいいわ。ニュースで見たけど裁判、カタついたんでしょ？　で、雪奈があんたが疲れてるでしょうからって、また温泉行かないかって画かく策さくしてるらしいのよ』

「それで？」

　雪奈の心こころ遣づかいは非ひ常じようにありがたい。

　しかし、もう今の俺は温泉なんて言葉には惹ひかれないのだ。適てき当とうに相あい槌づちを打っておく。

『でさー、まさかあんたみたいなケダモノと二人っきりで行かせるわけにもいかないでしょ？　だからあたしが付いていくって前ぜん提ていで、いい宿を見つけてあげたのよ。うちのオヤジの会社の保ほ養よう所じよで、安く泊とまれるんだって。あ、もちろん安いんだから料金はあんた持ちね』

「冗じよう談だんじゃない。あいにく俺は当分温泉なんかに行きたいとは思わん。事務所で一日ブラブラしてる方がよっぽど骨ほね休やすみになる」

『へぇ。そういうこと言うんだ。もったいないわねえ、いい情報もあるのに』

「……どんなだ？」

　弁護士の悲しき習しゆう性せいか、つい問い返してしまう。

　そのとき──俺はなぜか皐さ月つきが受話器の向こうでほくそ笑んだのが分かったような気がした。

『話に聞いたところだと、そこって混こん浴よくの温泉もあるらしいわよ』

　なんだ、そんなことか。

「へっ、混浴がなんだってんだ、俺はもう当分温泉はこりごりなんだ、行かねえよ」

　そう。欲よく望ぼう第一に行動するとロクなことがないのだ。特に温泉なんて行った日には絶ぜつ対たいにロクなことが起おきないに決まってるのだ。

　温泉なんぞ行かないぞ。混浴なんてクソくらえだ。

「……で、でもまあ、雪奈がどうしてもって言うのなら──」






　あとがき







　ふとこれまでのあとがきを振ふり返ってみると、大たい抵てい一行目が「今回のお話はいかがでしたでしょうか」で終わってるのを発見してしまったのですが、残念ながらあとがきを書き始めるにあたって他に適てき当とうな言葉も見つからないので、今回もまた同じパターンで書き始めたいと思います。




　タクティカル・ジャッジメント第六巻、いかがでしたでしょうか。

　今回は上下巻の下巻という形になってしまいましたが、なにしろ上巻より三か月ほど間が空いておりますので、混こん乱らんせずすんなりご一読していただけましたら幸いです。




　唐とう突とつに話は変わりますが、今年の二月のことです。

　そのころから温泉地を舞ぶ台たいにした話を書いてみたいという気はあったのですが、お恥はずかしいことながら筆ひつ者しやは旅行は好きな方なのですが、それまでに泊まったことがある宿しゆく泊はく機き関かんといえばユースホステルやら夜や行こう列れつ車しややら一泊四千円とかの安宿ばかり。修学旅行と十年以上も前に行った家族旅行を除のぞけば、旅館なんて泊まったことがございません。

　というわけで去る二月、別の締しめ切りを抱かかえていたにもかかわらず、行ってしまいました泊りがけの旅行に。東北の、とある湖の傍にある旅館です。




　そしてそこで──野や郎ろうと二人で旅館に泊まることの虚むなしさを思い知りました。




　そうです。彼女の一人もおらん筆者は、泊りがけの旅行に野郎の友人と二人っきりで行ったのです。

　最近の旅館というのはすごいものですねえ。サービスはもちろんですが、ユースホステルなんて中を歩くだけでミシミシ音が響ひびくぐらい当たり前だというのに、やはり旅館だと訪おとずれる客きやく層そうを意い識しきしているためか、部屋の防ぼう音おんがすばらしかったです。

　ドアさえ閉めてしまえば部屋の外の音は何一つ聞こえません。逆ぎやくに言うと、部屋の中で何をしようが──無む論ろん、枕まくら投げですが──外へはまったく音がもれません。

　……これ以上書くと筆者の人間性にあらぬ誤ご解かいを持たれてしまいそうですのでやめておきますが、いささか突とつ飛ぴな結けつ論ろんとしまして、やはり実じつ際さいの体験に勝るネタというのはないものです。




（唐突ですが、ここからは少しネタバレを含ふくみます）




　というわけで……というほど話に繋つながりがあるわけでもないのですが、本書を執しつ筆ぴつするにあたり、筆者はしょうもない実験を繰くり返しました。

　たとえば、人間の皮ひ膚ふを長時間氷にさらすとどうなるのか。

　やってみました。

　多少、経験がないわけでもありません。しもやけか火傷やけどのようになるんだろうな、ぐらいは想像してました。

　まあ指に火傷ができるぐらいで本を執筆する材料になるのならと、冷れい凍とう庫こから氷を取り出し、おもむろに指を強く押しつけ、そのまま放ほう置ちしてみました。今考えるとアホでしかありません。




　読者のみなさんにはご想像がつくと思います。指に氷がくっつきました。カッチリと。




　ぎゃああああああ、冷てえ、痛いてえ。いや、でもこのままにしたら皮膚がどうなるかを調べるのが目的なんだから我が慢まんだ、と覚かく悟ごを決めましたが、そこはそれ文系の人間は大変意志が脆もろうございます。

　痛いのいやぁということで慌あわてて取ろうとしたのですが、氷は見み事ごとにぴったりくっついて取れやしません。このままではひょっとして火傷を通り越し、かの有名な凍とう傷しようにでもなって指を切せつ断だんするハメになるのではなかろうかと、文系の人間特有の突飛な妄もう想そうを発はつ揮きし、慌ててぬるま湯につけた結果、なんとか外れました。

　読者のみなさん。氷の上にずっと手を置いていると、くっついて危険です。くれぐれもマネしないでください。

　さあて、しかしこれでは執筆するにあたって何の足しにもなりません。しょうがないのでとりあえずネットで凍傷について調べてみることにしました。そこで新たな事実が判はん明めいしたのです。

　冷凍庫で作られた氷というのは特に冷たく、マイナス二十度にもなるそうです。

　しかし、私達が家の外で見かける氷──冬の寒い日などに、水たまりにできてるヤツとか──などは、温度が零れい度どをちょっと下回る程てい度どにしか冷たくないのだそうです。

　ようするに、気温マイナス二十度とかいう極ごつ寒かんの地ならともかく、同じ氷といえど、自然に作られたものと冷凍庫で作られたものとでは、温度に差があるらしいのです。

　そのため、たとえばスポーツの後に皮膚を冷やすために家庭用の氷を使うときなどは、一度水道水に通してから、あるいは水道水を混まぜて使うのがお約束なんだそうです。

　ようするに家庭用冷凍庫から取り出した氷に指を押し付けるなんて実験は、少なくとも本作を執筆するにあたってはまったく役にも立たないということです。私は一体何をしていたんでしょうか。そもそもあとがきにこんなことを書いたところで、ウケの一つでも取れるのでしょうか。日常で損そんをすると、あとがきのネタにはせずにいられなくなってしまうのは筆者の悪い癖くせのようです。




　なお、本書を執しつ筆ぴつするにあたりまして、生命保険のことにつきましてはなぜか保険会社に就しゆう職しよくしていた同級生のＫ氏に、同じく本書に登場しました薬物に関しましては、なぜか薬やく剤ざい師しの資し格かくを持っていた筆者の実の母よりご教授いただきました。この場を借りまして御おん礼れいを申し上げます。まったく人生どこでどんな人じん脈みやくが役に立つか分かったものではありません。

　ちなみに、現在は肉の塊かたまりに散さん弾だん銃じゆうを撃うち込むとどうなるか知ってる方を捜さがしています。もし読者のみなさまの中に心当たりのある方がいらっしゃいましたら、ご一いつ報ぽういただけるととっても幸いです……。




　さて、ここでタクティカルシリーズに関するちょっとしたお知らせです。

　早いものでこのシリーズも短編集を加えて七冊目です。題だい材ざいが題材だけにマンネリ化にはならないようできるだけ心がけてきたつもりでしたが、さすがに刑けい事じ裁さい判ばんのネタも尽つきてまいりました。

　そんなわけで、大変唐突で恐きよう縮しゆくではありますが、本書を持ちましてタクティカルシリーズ第一部完とさせていただきます。これまでの応おう援えん、ありがとうございました。また皆みな様さまのお目にかかれる日を楽しみにお待ちしております。

　それでは。













　……などと言ったらさすがに読者の皆様に申もうし訳わけがございません。

　幸いなことに本シリーズはもうしばらく書かせていただけるそうですので、今しばらくのお付き合いをいただければ幸いです。

　とはいえ、残ざん念ねんながら刑事裁判のネタがいささか尽きてきたのは事実でして、五巻を執筆しているころからずいぶんと裁判シーンを書くのに四し苦く八はつ苦くしておりました。

　ですが幸いなことに、裁判というものは大別いたしますと刑事ともう一つの分野がございます。

　というわけでして、これまた大変唐突で恐縮ではありますが、次回より、「タクティカル・ジャッジメント　民みん事じ訴そ訟しよう編」が始まる予定です。ご期待下さい。




　……ええ、こっちは本当ですってば。




　とはいえ、〝予定〟というだけあって「出してもいいよ」というご許きよ可かは編集部様よりいただけたのですが、現在のところスケジュールは何一つ決まっていなかったりします。

　民事訴訟でも殺人事件を扱あつかうことはありますし、話のあらすじめいたものはかろうじて筆者の頭の中にあるのですが、さすがに一つの裁判が終わる度に登場人物の年ねん齢れいが十歳増しになるような現行の制せい度どではいささか不都合が出てまいります。何か新しい設せつ定ていをでっち上げ──もとい考えなければならないのですが、これがまた厄やつ介かいなものでして、ひょっとすると次回作は弁べん護ご士しモノであっても、タクティカル・ジャッジメントのタイトルを持たない作品になる可か能のう性せいすらあります。

　あるいは、刑事裁判のネタが尽きてまいりましたと再三申し上げましたが、ネタが完全に枯こ渇かつしたというわけではありませんので、案あん外がい次回作は今回のあとがきで書いたことなんて忘れて、何なに事ごともなかったかのように刑事裁判を取り扱う恐おそれすらあります。というか「がらくたのフロンティア」シリーズの第三巻もありますし、あるいは方ほう向こう性せいを完全に変えて「影かげ野のくんの探たん偵てい日誌」とかになる可か能のう性せいすらもあります。




　……ここまで書いておいて今いま更さらこんなことを申し上げるのも恐おそれ多いのですが、ようするになんも決まってないということですね……。

　こんな筆ひつ者しやではありますが、次回もお付き合いいただければ幸いでございます。




　それではまた来年お会いできることを心よりお祈いのりしております。





二〇〇四年師走しわす　師走トオル






　追伸：

　ホームページ作ってみました。まだロクなコンテンツもありませんが、よろしければ見に来てやって下さい。

　http://t-december.hp.infoseek.co.jp/




本文補足

　本書におきましては、証拠提出が終わったあとに弁護側、検察側双方共が行う意見陳述のことを〝最終弁論〟と記してあります。

　ですが辞書によりますと、最終弁論とは「刑事事件の公判で、証拠調べが終わったあとになされる弁護人の意見陳述」のことであり、一方、「刑事裁判において、証拠調べが終わったのち、検察官が事実および法律の適用について意見を陳述すること」は〝論ろん告こく〟というのだそうです。




　しかし、さらに調べたところ、「一審においては検察官の最終的弁論を〝論告〟と呼ぶが、控訴審ではそうは呼ばず弁護側のそれと同じく〝最終弁論〟と呼ぶ」そうですので、本書におきましては、面倒だったので──も、もとい、いらぬ混乱を防ぐために、〝最終弁論〟で統一しております。







[image: ]










タクティカル・ジャッジメント６




湯けむりのデスティニー！　大舌戦編








師走しわすトとオおルる





[image: ]





平成25年10月3日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 2004 Toru Shiwasu, Tomo Hirokawa





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『タクティカル・ジャッジメント６　湯けむりのデスティニー！　大舌戦編』平成16年12月15日初版発行

平成17年3月25日再版発行









[image: ]




item/image/p081.jpg





item/image/t087.jpg





item/image/cover.jpg
N W

' // 7////1/






item/image/p035.jpg





item/image/p155.jpg
0






item/image/p004-p005.jpg
SUMBEL

22 U
BRE., MOTIWE. KHE
EBEKRRARYAF L
EONEEVTEH
o RRE
BRRE. N1IF, (LER)
WEDHPLELS T

—/EBF

| RERDER, BZMO/R
HEBOTRASN, TOR
ABEPBROBEEDLTFTH
AIEEZCMIFSNBH.
ZDRBATEARTHSH LY
Ehd.

— 7Bz
—/EBFOBEIEF. —F
REE(ZOORNY AL
BKRERD C EHBKT
o . 8 Y ( } } FAHBDHRERO> TS,
: /A, | | : % &\zﬁifitaéﬂ
HFDZLL \ v ' ; ; 7 P - BA
"!i]‘-b R \ : 3 | LB/ BASEE LT\ AHRE
A f TN : SEnEOEA
m:rwa \ ; s | KBM=>L

P AR, —/BEFERELL
. LI, BIEINCA LEE

WEDZPEHPT
. —/EEBm
—/BHZDF.
DEVLLSES
. Bfi=
—/ EBFDEAE.
EOLET<BUpAE
- MREME
y ( ; p : HA<EIOBER.
A / 22 5 : bz WIABY £
A0E  2X ; ' A ]
1 I2337 : ) 4 ; 5
B D475 UgS y [OS BALESHDL
&4 TREEE

WTEEREIZTTD






item/image/orikaeshi1.jpg
EFENAIV

Lh3eH2@8ERER. [§7T1HL-Tvy
OELtRVYISRTU—KE#E

AEGEREND. RAEICTERTEL—. ZD%E.
FOU—X DL IeDTOYTAT | BFHR. ' —
LERDDLBDES. IFATHRIFE, Rl
FVIF v TEMDEBICSH DR SN FAICH
RIFEN -+ KS1Es

T /TR





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p225.jpg





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章　不可思議なダイジェスト



		第二章　ハイエナ



		第三章　ワンサイドゲーム



		第四章　続・時の氏神



		第五章　シーソーゲーム



		第六章　最終弁論



		あとがき



		奥付











item/image/t141.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/p010-p011.jpg
‘vlli!ﬁ?!l!"llgijé | B
5 HER : St T PR

1]

HOISY AR )

B~ LR Ris KIOOMBOHF OIS NIRRT | QIO 6B
ﬁﬁ%%%étt\%%BCUCZCCHDEhﬁ,

R WAINBCRMIEGHERTIIIR/ANNICRNELY EWEO
NS QIREHS VBRI L O IKRISNES VUV LI F 5
SHEMHROF VL THVION OB O VNV~ OVENS
ORI CREKICIER VEMOENRONCIS6°

O° | $I0R0E O VI HSIESIE Q% O VRV HQ
D OSHOBERHMOVONIETNIPEEYR (CE6Y 6N
OROER OO L O QNON° e

HCOVUBGEEOY( WP IUWCNE Y #H~MIE S NIOIRS i
HOUOERNQSWH O FOQOERBEH ONMIVEE N~
@ UCBICH VBRSNS

A
T~






item/image/t013.jpg





item/image/t173.jpg





item/image/t051.jpg





item/image/t209.jpg





item/image/p007.jpg
% :@ﬁﬁ%kﬁﬁh Zl%ﬁ%%mm&%e

VR D= g PR b3 ARER R
4 60 97 %ﬁ@wm@@ﬁﬁﬁ%ﬁﬁﬁQ@ﬁ@l
SO ,gﬁ@wﬁgﬁkﬁb






item/image/k002-k003.jpg
ANZI N
Y N,

RIS

\

HH GRS EE

2 N AR 4& () B rr 3
RS RS e
RN

AN





item/image/p006.jpg
& S < W] AMAP






item/image/p049.jpg





item/image/p009.jpg
12






item/image/p008.jpg





